
第
二
章

台
方
村
の
小
集
落
と
知
行
所

村
運
営
に
お
け
る
入
地
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て

小

松

賢

司

は

じ

め

に

本
章
で
は
前
章
に
引
き
続
き
、
入
地
と
呼
ば
れ
る
台
方
村
の
小
集
落
に
注
目
す
る
。
前
章
で
は
、
台
方
村
は
「
入
地
の
集
合
体
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
村
落
」
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
入
地
の
果
た
し
た
役
割
や
入
地
運
営
の
仕
組
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
松
平
知
行

所
に
の
み
見
ら
れ
る
「
入
地
組
」
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
た
。
本
章
で
は
前
章
の
分
析
を
踏
ま
え
、
入
地
と
知
行
所
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
は
台
方
村
に
お
け
る
入
地
と
知
行
所
、
そ
し
て
台
方
村
全
体
と
の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
を
、
前
章
で
の
整
理
と
の
重
複
を
恐

れ
ず
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤
陽
啓
氏
は
入
地
に
つ
い
て
、「
冠
婚
葬
祭
に
か
か
わ
る
行
事
を
と
り
行
う
単
位
で
あ
り
」「
生
活
共
同
体
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」

と
し
、
ま
た
村
と
入
地
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
生
産
共
同
体
と
生
活
共
同
体
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
と
評
価

１
）

し
た
。
知
行
所
に
つ
い
て
は
、
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落
を
め
ぐ
っ
て
は
、
支
配
の
枠
組
み
と
し
て
上
か
ら
設
定
さ
れ
た
村
請
制
村
を
村
人
が
捉
え
返
し
、
村
請
制
村
が
共
同
体
と
し
て
内
実
を

獲
得
し
て
い
く
過
程
と
し
て
、
共
同
体＝

小
集
落
の
分
村
運
動
な
ど
が
注
目
さ
れ
て

８
）

き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
牧
原
成
征
氏
は
、
分
村
運
動

と
は
異
な
る
小
集
落
間
の
平
準
化
・
均
質
化
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、「
自
立
化
を
強
め
た
枝
郷
が
分
村
を
達
成
す
る
に
は
、
独
自
の
村

高
を
持
つ
こ
と
と
そ
れ
を
領
主
が
公
認
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
要
件
と
な
る
」
と
指
摘
し
て

９
）

い
る
。
筆
者
も
小
集
落
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
「
土
地
所
有
を
基
盤
と
し
て
い
る
か
否
か
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指

10
）

摘
し
、
実
際
に
各
地
に
お
け
る
集
落
と
土
地
と
の

関
係
を
分
析
し
、
そ
れ
が
村
社
会
に
及
ぼ
す
規
定
性
を
検
証
し
て

11
）

い
る
。
台
方
村
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
入
地
が
土
地
所
有
を
基
盤
と
す

る
厳
密
な
意
味
で
の
「
共

12
）

同
体
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
右
の
よ
う
に
入
地
の
性
格
を
お
さ
え
た
上
で
、
村
｜
知
行
所
と
い
う
重
層
的
な
村
運
営
の
仕
組
み
の
な
か
で
入
地
が
置
か
れ

た
、
い
わ
ば
制
度
上
の
位
置
付
け
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
入
地
が
果
た
し
た
役
割
や
機
能
に
つ
い
て
は
前
章
に
て
詳
し
く
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
さ
ら
に
、
台
方
村
の
村
運
営
機
構
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
入
地
が
そ
の
機
構
の
中
に
ど
う

有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

右
の
二
点
の
課
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
前
章
で
も
検
討
が
行
わ
れ
た
「
入
地
組
」
で

13
）

あ
る
。
村
内
で
最
大
規
模

を
ほ
こ
る
松
平
知
行
所
で
は
、
名
寄
帳
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
村
方
帳
簿
が
入
地
組
単
位
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
村
内
他
領
や
他

村
の
土
地
所
持
者
も
い
ず
れ
か
の
入
地
組
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
入
地
組
が
村
運
営
上
お
よ
び
土
地
所
持
シ
ス
テ
ム
上
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
右
の
課
題
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
し
て
課
題
の
第
三
と
し
て
、
右
に
整
理
し
た
先
行
研
究
で
は
、
村
｜
知
行
所
、
村
｜
入
地
の
関
係
が
様
々
に
分
析
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
知
行
所
｜
入
地
の
関
係
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
課
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
入
地
が
い
ず
れ
も
複
数

の
知
行
所
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
各
知
行
所
の
村
役
人
が
、
同
時
に
入
地
代
表
者
と
し
て
入
地
運
営
を
担
っ
て
い
た
点
に
注
目
す
る
必
要
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台
方
村
全
体
の
村
入
用
が
各
知
行
所
に
高
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
知
行
所
ご
と
に
置
か
れ
た
定
使
が
台
方
村
全
体
で
の
決
定
事
項
を
知
行

所
付
百
姓
に
伝
達
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
共
同
体
機
能
を
備
え
て
は
い
な
い
も
の
の
、
共
同
体
機
能
を
も
つ
村
の
運
営
を
支
え
る

重
要
な
下
部
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
た
」
と
評

２
）

価
し
、
ま
た
宝
暦
期
・
寛
政
期
の
争
論
の
分
析
か
ら
「
村
と
知
行
所
が
対
立
的
関
係
に

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
知
行
所
が
村
に
対
し
て
相
対
的
に
独
自
性
を
も
つ
が
し
か
し
村
全
体
の
秩
序
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
存
在
で
あ

３
）

っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
た
だ
知
行
所
と
入
地
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
治
に
い
た
っ
て
の
変
化
に
対
す
る
評
価
を
除
い

４
）

て
は
、「
史
料

的
に
不
十
分
で
あ
る
が
、
入
地
結
合
が
優
先
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

５
）

れ
る
」
と
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

渡
辺
尚
志
氏
は
、
弥
勒
入
地
に
居
住
し
河
野
知
行
所
の
名
主
を
務
め
た
前
嶋
家
を
事
例
に
、
同
家
の
経
営
に
対
す
る
入
地
・
知
行
所
の

規
定
性
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
入
地
・
知
行
所
の
い
ず
れ
の
規
定
性
も
一
定
度
認
め
つ
つ
、「
前
嶋
家
の
地
主
経
営
に
対
し
て
相

給
知
行
が
、
入
地
の
規
定
性
に
解
消
さ
れ
な
い
一
定
の
規
定
性
を
与
え
て
」
お
り
、「
幕
末
に
は
前
嶋
家
の
小
作
人
が
納
め
る
小
作
料
の

中
で
、
河
野
知
行
付
の
小
作
人
の
そ
れ
が
、
弥
勒
居
住
の
小
作
人
の
そ
れ
を
上
回
る
に
至
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
知
行
所
の
規
定
性
を

よ
り
強
い
も
の
と
し
て
評
価
し
て

６
）

い
る
。

中
村
塑
氏
は
入
地
と
村
の
関
係
に
つ
い
て
、「
①
各
知
行
所
付
百
姓
で
は
対
応
で
き
な
い
日
常
生
活
に
お
け
る
事
態
に
入
地
が
対
応
し

て
い
た
こ
と
、
②
そ
の
入
地
に
住
む
、
異
な
る
知
行
所
の
村
役
人
が
合
議
し
な
が
ら
入
地
の
運
営
を
行
っ
た
こ
と
、
③
入
地
で
決
定
し
た

こ
と
は
、
四
給
村
役
人
に
披
露
し
て
い
た
こ
と
」
を
指
摘
し
、「
入
地
が
村
の
下
部
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
」
と
評
価
し
て

い
る
。
ま
た
、
文
化
六
年

一
八
〇
九
）
に
知
行
主
の
連
名
に
て
出
さ
れ
た
村
法
度
に
つ
い
て
、
そ
の
請
印
が
入
地
ご
と
に
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
知
行
主
が
村
把
握
の
た
め
の
単
位
と
し
て
入
地
を
利
用
し
始
め
た
と
指
摘
し
て

７
）

い
る
。

以
上
、
台
方
村
の
村
｜
知
行
所
｜
入
地
の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
を
確
認
し
た
が
、
課
題
と
し
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
い
。

第
一
に
、
村
内
小
集
落
と
し
て
の
入
地
の
性
格
を
考
え
る
場
合
、
土
地
所
持
と
の
関
係
が
特
に
重
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
村
内
小
集
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相
渡
書
札
覚

御
免
状
之
儀
者
近
年
御
下
ケ
無
之
ニ
付
追
而
願
下
ケ
之
上
相
渡
可
申
候
、
為
念
如
斯
下
ケ
札
致
置
候
、

一
、
御
割
付
免
状

一
、
反
別
名
寄
帳

嘉
永
五
年
改
メ

一
、
御
年
貢
勘
定
帳

右
同
断

一
、
子
之
改
役
高
帳

右
同
断

一
、
永
方
割
付
帳

右
同
断

一
、
百
石
割
之
帳

右
同
断

一
、
子
ノ
改
宗
門
帳

右
同
断

〆

右
者
去
子
十
二
月
役
儀
御
免
被
仰
付
候
ニ
付
、
先
規
之
通
り
帳
面
七
冊
無
相
違
相
渡
申
候
、
以
上

嘉
永
六
癸
丑
年
二
月

先
役

小
安
峯
吉

年
番
名
主

保
治
郎
殿

裏
表
紙
）表

裏
共
紙
数
弐
拾
九
枚

七
冊
之
内

台
方
村
名
主

小
安
峯
吉

保
治
郎
治
助
年
番
ニ
付
治
助
写
置

紙
数
弐
十
六
枚
江

」
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が
あ
る
。
入
地
運
営
の
こ
う
し
た
仕
組
み
の
下
で
は
、
入
地
内
の
知
行
所
間
に
て
利
害
対
立
が
生
じ
た
さ
い
、
果
た
し
て
入
地
が
、
そ
の

対
立
を
超
え
て
独
自
の
紛
争
調
停
機
能
を
果
た
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
知
行
所
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
入
地
と
い
う
枠
組
み
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
知
行
所
｜
入
地
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

以
上
、
先
行
研
究
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題
と
、
そ
の
克
服
の
た
め
の
方
法
を
整
理
し
た
。
以
下
、
一
節
に
て
本
章
で
の
分
析
の
前
提

に
つ
い
て
説
明
し
、
二
節
に
て
松
平
知
行
所
の
入
地
組
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
三
節
に
て
入
地
内
の
知
行
所
間
対
立
の
事
例
と
し
て
、

嘉
永
年
間
に
発
生
し
た
「
嘉
七
・
由
松
屋
敷
地
境
一
件
」
と
呼
ば
れ
る
出
入
り
を
分
析
す
る
。

一

台
方
村
に
お
け
る
負
担
処
理
の
概
要

台
方
村
の
村
方
文
書
で
は
、「
役
高
」
と
い
う
語
が
頻
出
す
る
。
一
般
的
な
持
高
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、
そ
の
算
出
方
法
に
特
徴
が

あ
る
。
は
じ
め
に
役
高
の
説
明
も
か
ね
て
、
台
方
村
に
お
け
る
負
担
処
理
の
概
要
を
説
明
し
て
お
く
。

１

役
高
と
年
貢
高

河
野
知
行
所
に
お
い
て
嘉
永
六
年

一
八
五
三
）
の
年
初
か
ら
年
番
名
主
を
務
め
た
前
嶋
家
に
は
、
同
年
前
後
の
河
野
知
行
所
の
負
担
処

理
に
関
す
る
帳
簿
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
嘉
永
五
年
九
月
作
成
「
反
別
名
寄
帳
」
以
下
、
名
寄
帳
）
の
巻
末
お
よ

び
裏
表
紙
に
は
、
前
年
ま
で
名
主
を
務
め
た
峯
吉
か
ら
、
年
番
名
主
と
な
っ
た
治
助

前
嶋
家
）
と
保
次
郎
に
対
し
て
行
わ
れ
た
名
主
役
の

引
継
内
容
が
わ
か
る
次
の
よ
う
な
覚
書
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。

〔
史

14
）

料
１
〕
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此
半
、
壱
斗
九
升
三
合
七
勺

同
所
同
断

一
、
中
田
三
畝
五
歩

三

同
断

分
米
三
斗
八
升

皆
当
分
畑
半
毛
引

此
半
、
壱
斗
九
升

上
中
田
高
〆
八
斗
七
升

内
、
弐
拾
弐
歩

手
樋
引

分
米
壱
斗
弐
合
七
勺

上
中
合

当
分
畑
半
毛
引

分
米
三
斗
八
升
三
合
七
勺

二
筆
〆
四
斗
八
升
六
合
四
勺

弥
勒
小
平
次
居
本

一
、
上
畑
壱
畝
拾
四
歩

十
五

所
持
者
の
変
遷
、
略
）

分
米
壱
斗
三
升
弐
合

田
畑
合

〆
高
壱
石
弐
合
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年
番
名
主
の
治
助
・
保
次
郎
へ
引
き
継
が
れ
た
の
は
、
①
年
貢
割
付
状

た
だ
し
、
こ
れ
は
近
年
で
は
領
主
か
ら
発
給
さ
れ
て
い
な
い
と
し

て
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
）
、
②
「
反
別
名
寄
帳
」、
③
「
御
年
貢
勘
定
帳
」、
④
嘉
永
五
年
作
成
の
「
役
高
帳
」、
⑤
「
永
方
割
付
帳
」、
⑥

「
百
石
割

15
）

之
帳
」、
⑦
嘉
永
五
年
作
成
の
「
宗
門
帳
」、
の
七
点
で
あ
る
。
そ
し
て
史
料
１
と
し
て
掲
げ
た
嘉
永
五
年
の
「
名
寄
帳
」
も
、

裏
表
紙
部
分
か
ら
分
か
る
通
り
、
引
き
継
が
れ
た
七
点
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。
前
嶋
家
に
残
る
嘉
永
六
年
前
後
の
村
方
帳
簿
に
は
、
史

料
１
の
裏
表
紙
部
分
と
同
様
の
注
記
が
な
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
引
き
継
が
れ
た
村
方
帳
簿
は
、
知
行
所
名
主
に
よ
る
負
担
処

理
業
務
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

引
き
継
が
れ
た
帳
簿
の
う
ち
、
ま
ず
は
「
名
寄
帳
」
の
内
容
を
見
よ
う
。
こ
の
帳
簿
は
河
野
知
行
所
付
の
土
地
を
対
象
と
し
た
名
寄
帳

で
あ
り
、
後
述
す
る
通
り
、
松
平
知
行
所
に
お
い
て
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
を
と
る
帳
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
以
下
に
記
載
例
と

し
て
、
保
次
郎
の
口
座
を
掲
げ
る
。

〔
史

16
）

料
２
〕

組

保
次
郎

弥
勒
苗
代
屋
敷

一
、
上
田
三
畝
拾
五
歩

三

半
兵
衛
分
、
治
郎
左
衛
門
分
、
治
兵
衛
分
、
治
郎
左
衛
門
ゟ
請
取

分
米
四
斗
九
升

内
、
弐
拾
弐
歩

手
樋
引

分
米
壱
斗
弐
合
七（マ
勺マ）

皆
当
畑
半
毛
引
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〔
史

18
）

料
４
〕

保
次
郎

一
、
上
田
三
畝
拾
五
歩

分
米
四
斗
九
升

一
、
中
田
三
畝
五
歩

分
米
三
斗
八
升

内
、
壱
斗
弐
合
六
勺

上

手
樋
引

壱
斗
九
升
三
合
七
勺

上

当
分
畑

壱
斗
九
升

中

当
分
畑
半
免
引

残
而
、
三
斗
八
升
三
合
七
勺

此
取
米
、
平
弐
斗
弐
升
五
合
壱
勺

こ
の
史
料
で
は
、
保
次
郎
の
所
持
す
る
二
筆
の
田
地
の
「
役
高
」
か
ら
、
諸
引
高
を
引
い
た
残
り
の
高
に
、
定
数
を
乗
じ
て
取
米
が
算

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
年
貢
徴
収
の
場
面
で
は
、
土
地
の
利
用
状
況
を
反
映
さ
せ
た
高
を
も
と
に
し
て
勘
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
二
種
類
の
高
の
使
い
分
け
が
明
ら
か
と
な
る
。「
役
高
」
の
語
は
台
方
村
の
史
料
に
頻
出
す
る
が
、
そ
れ
は
土
地
利
用
状

況
を
反
映
さ
せ
ず
、
い
か
な
る
土
地
利
用
が
行
わ
れ
よ
う
と
も
一
定
を
保
つ
高
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
年
貢
徴
収
に
用
い
ら
れ
た
土

地
利
用
状
況
を
一
定
度
反
映
さ
せ
た
高
を
、
以
下
で
は
「
年
貢
高
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

91 第二章 台方村の小集落と知行所(小松)

保
次
郎
は
田
地
二
筆
と
畑
地
一
筆
を
、
い
ず
れ
も
字
弥
勒
に
お
い
て
所
持
し
て
い
る
。
た
だ
し
田
地
の
二
筆
は
「
弥
勒
苗
代
屋
敷
」
と

記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
実
際
に
は
屋
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
二
筆
は
一
ま
と
ま
り
の
屋
敷
地
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
保
次
郎

の
本
家
で
あ
り
名
主
も
勤
め
た
小
安
治
郎
左
衛
門
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
筆
目
の
上
田
に
つ
い
て
、
分
米
四
斗
九
升
か
ら
石
盛
を
逆
算
す
る
と
一
四
が
算
出
さ
れ
る
。
こ
の
一
四
と
い
う
石
盛
は
、
河
野
知
行

所
だ
け
で
な
く
、
台
方
村
の
す
べ
て
の
上
田
に
共
通
し
て
い
る
。
地
目
が
上
田
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
屋
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
て
も
、

石
盛
は
上
田
と
し
て
固
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
米
か
ら
、
手
樋
分
の
二
二
歩

分
米
一
斗
二
合
七
勺
）
が
引
か
れ
、
残
り
は
畑
地
で
あ
る

と
し
て
半
毛
引
に
さ
れ
、
最
終
的
に
残
高
は
一
斗
九
升
三
合
七
勺
と
な
る
。
同
様
に
、
三
筆
そ
れ
ぞ
れ
の
残
高
が
算
出
さ
れ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
口
座
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
田
畑
合
」
の
一
石
二
合
で
あ
る
。
こ
の
高
は
、
右
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
算
出
さ
れ

た
残
高
の
合
計
で
は
な
く
、
引
高
を
引
く
以
前
の
分
米
の
合
計
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
地
の
利
用
状
況
を
反
映
さ
せ
な
い
高
と
、
手
樋
引

や
畑
半
毛
引
な
ど
利
用
状
況
を
一
定
度
反
映
さ
せ
た
高
と
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
次
に
「
役
高

役
米
帳
」
の
保
次
郎
口
座
を
見
よ
う
。

〔
史

17
）

料
３
〕

保
次
郎

一
、
高
壱
石
弐
合

一
、
役
米
六
合
壱
才

名
寄
帳
の
口
座
の
末
尾
に
あ
っ
た
土
地
の
利
用
状
況
を
反
映
さ
せ
な
い
高
が
、「
役
高
」
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
定
数
を
乗

じ
て
「
役
米
」
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。

次
に
田
方
年
貢
を
処
理
す
る
「
御
年
貢
米
勘
定
帳
」
を
見
よ
う
。

90



後
組
内
ゟ
内
済
ニ
取
掛
り
申
候
得
共
、
此
義
も
保
五
郎
不
承
知
ニ
御
座
候
、
右
田
屋
敷
之
儀
、
寛
政
二
戌
年
ゟ
辰
年
迄
七
ヶ
年
之
間

半
免
ニ
而
御
取
立
御
上
納
高
相
済
、
巳
年
ゟ
本
免
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
乍
恐
過
米
ニ
可
相
成
与
奉
存
候
、
此
儀
御
調
奉
願
上
候
、
半
免

之
品
本
免
御
上
納
ニ
御
座
候
而
者
年
々
私
義
難
渋
仕
候
間
、
本
免
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
何
卒
御
勘
弁
之
御
慈（
非ママ
を）
以
、
右
質
地
主
保
五
郎

江
請
為
戻
、
本
金
拾
両

壱
ヶ
年
弐
斗
余
駄
賃
銭
七
拾
弐
文
余
、
年
々
之
弁
納
勘
定
仕
候
様
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
重
々
難
有
仕
合

奉
存
候
、
以
上

文
化
七
年
午
二
月

御
知
行
所
台
方
村

願
人

次
兵
衛

印

御
地
頭
所
様

御
役
人
中
様

後
略
）

次
兵
衛
の
主
張
と
要
求
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
寛
政
二
年

一
七
九
〇
）
に
、
次
兵
衛
は
治
郎
左
衛
門
か
ら
、「
当
分
半
毛
引
」
と
な
っ

て
い
た
田
屋
敷
を
質
地
に
と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
九
年
か
ら
こ
の
土
地
は
本
免
、
す
な
わ
ち
半
毛
引
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
治

郎
左
衛
門
の
親
類
か
ら
、
当
年
分
の
年
貢
は
次
兵
衛
か
ら
納
め
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、
次
兵
衛
が
年
貢
を
上
納
し
た
。
そ
の
後
、
治
郎
左

衛
門
の
養
子
で
あ
る
忠
助
が
古
帳
面
を
調
べ
、
こ
の
土
地
が
以
前
か
ら
半
毛
引
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
忠
助
が
不
縁
と
な
り
、

新
た
に
養
子
と
な
っ
た
保
五
郎
に
、
半
毛
引
に
戻
す
こ
と
を
地
頭
所
へ
願
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
が
、
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
の

後
、
兼
帯
名
主
の
彦
兵
衛
に
も
掛
け
合
っ
た
が
事
態
は
進
展
せ
ず
、
保
五
郎
と
の
内
済
も
破
談
と
な
っ
た
。
半
免＝

半
毛
引
と
し
て
取
り

結
ん
だ
質
地
契
約
の
も
と
で
、
本
免
の
年
貢
を
負
担
し
て
は
難
渋
な
の
で
、
本
免
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
質
地
主
で
あ
る
保
五
郎
に
こ
の

土
地
を
請
け
戻
す
よ
う
命
じ
て
ほ
し
い
と
、
次
兵
衛
は
求
め
て
い
る
。

こ
の
出
入
り
か
ら
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
い
。
一
点
目
に
、
本
免
と
半
免
の
変
更
は
、
基
本
的
に
個
々
の
領
主
の
判
断
に
て
行
わ
れ
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２

年
貢
高
を
め
ぐ
る
矛
盾

一
定
を
保
つ
役
高
に
対
し
て
、
利
用
状
況
に
よ
っ
て
変
動
す
る
年
貢
高
は
、
そ
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
矛
盾
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
時
代
は
だ
い
ぶ
遡
る
が
、
文
化
七
年

一
八
一
〇
）
に
発
生
し
た
質
地
出
入
り
か
ら
少
し
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

出
入
り
の
願
人
で
あ
る
次
兵
衛
は
前
嶋
家
当
主
で
あ
り
、
河
野
知
行
所
付
百
姓
で
、
村
役
人
は
務
め
て
い
な
い
。
河
野
知
行
所
の
名
主
は
、

『
前
嶋
家
文
書
目
録
』
の
解
説
に
よ

19
）

れ
ば
、
天
明
期
ま
で
は
治
郎
左
衛
門
が
、
寛
政
期
に
は
恒
右
衛
門
が
務
め
、
文
化
二
〜
三
年
に
は
松

平
分
名
主
の
彦
兵
衛

有
原
家
）
が
兼
帯
し
、
そ
の
後
、
遅
く
と
も
史
料
の
作
成
さ
れ
た
文
化
七
年
ま
で
に
は
、
治
郎
左
衛
門
が
名
主
に
復

帰
し
て
い
る
。
出
入
り
の
相
手
は
こ
の
治
郎
左
衛
門
で
あ
る
。

〔
史

20
）

料
５
〕

乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
御
知
行
所
上
総
国
山
辺
郡
台
方
村
百
姓
次
兵
衛
奉
願
上
候
、
私
父
次
兵
衛
、
去
ル
寛
政
二
戌
年
同
百
姓
次治

）郎
左
衛
門
ゟ
半
兵
衛
分

田
屋
敷
当
分
畑
半
免
引
ニ
而
代
金
拾
両
ニ
質
地
預
り
候
所
、
寛
政
九
巳
年
ゟ
本
免
相
成
候
故
、
其
砌
次
郎
左
衛
門
身
上
左
略
仕
候
、

親
類
五
郎
右
衛
門
・
政
次
郎
へ
早（
束ママ
相）
掛
合
所
、
同
人
共
、
年
内
余
日
無
之
候
間
、
来
春
諸
帳
面
相
改
可
申
間
、
先
御
年
貢
之
品
貴

殿
ゟ
本
免
ニ
而
上
納
致
呉
候
様
同
人
共
相
頼
候
ニ
付
、
御
年
貢
御
差
支
ニ
相
成
候
而
者
奉
恐
入
候
間
、
私
方
ゟ
御
上
納
仕
候
、
其
後

次
郎
左
衛
門
養
子
忠
助
、
父
次
郎
左
衛
門
役
中
之
古
帳
面
相
改
候
得
共
相
分
兼
申
候
、
尤
古
帳
之
内
ニ
宝
暦
十
辰
年
畝
引
帳
与
申
ニ
、

田
屋
敷
ニ
付
辰
年
ゟ
永
引
ニ
成
与
御
座
候
、
天
明
五
年
巳
年
御
見
分
御
取
箇
帳
与
申
ニ
、
当
分
畑
与
御
座
候
、
右
忠
助
不
縁
仕
候
後
、

当
養
子
保
五
郎
江
、
御
地
頭
様
江
御
調
御
願
上
呉
候
様
急
度
相
願
候
得
共
、
一
向
取
合
不
申
候
ニ
付
、
無
拠
兼
帯
名
主
彦
兵
衛
江
願

出
候
所
、
諸
帳
面
相
改
候
得
共
相
分
り
不
申
候
ニ
付
、
私
難
渋
尤
ニ
被
存
、
去
十
一
月
御
調
願
添
書
差
出
呉
候
様
申
被
渡
候
而
、
又

候
今
一
度
帳
面
相
改
、
来
春
出
府
仕
候
節
迄
相
待
候
ハ
ヽ
、
其
節
同
道
ニ
而
御
願
上
呉
候
様
被
申
候
ニ
付
、
是
迄
差
扣
罷
在
候
、
其
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の
組
頭
と
し
て
そ
の
名
が
現
れ
る
。
同
時
期
の
同
知
行
所
名
主
は
半
右
衛
門

大
木
家
）
が
務
め
、
同
家
は
安
永
期
ま
で
名
主
を
世
襲
し
た

が
、
安
永
五
年

一
七
七
六
）
に
有
原
家
と
交
代
す
る
。
そ
の
後
、
享
和
二
年

一
八
〇
二
）
に
は
彦
兵
衛
が
触
元
後
見

倅
の
彦
市
が
名
主
）
、

翌
年
に
は
彦
市
が
触
元
名
主
と
し
て
史
料
に
現
れ
、
さ
ら
に
同
年
頃
か
ら
数
年
間
は
河
野
知
行
所
の
名
主
も
兼
帯
す
る
。
文
政
元
年

一

八
一
八
）
に
彦
市＝

彦
兵
衛
が
名
主
を
退
役
す
る
と
、
有
原
家
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
村
運
営
に
関
わ
ら
な
い
。
天
保
後
期
に
は
組
頭
と
し

て
現
れ
る
が
、
一
時
的
で
あ
る
。
そ
の
後
、
嘉
永
七
年

一
八
五
四
）
に
組
頭
に
就
任
し
、
以
後
は
羽
黒
組
の
組
頭
を
務
め
る
。

右
の
よ
う
な
変
遷
を
お
さ
え
た
上
で
、
次
に
有
原
家
文
書
に
残
る
村
方
文
書
の
時
期
的
な
変
化
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

有
原
家
文
書
に
は
、
安
永
五
年
の
名
主
就
任
以
前
に
つ
い
て
も
、
分
郷
前
の
天
和
・
貞
享
期
を
上
限
と
す
る
年
貢
割
付
等
が
相
当
数
含

ま
れ
て
い
る
が
、
半
右
衛
門
を
宛
先
と
す
る
も
の
が
多
く
、
安
永
五
年
以
降
に
大
木
家
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
安
永
五

年
以
降
に
は
、
半
右
衛
門
と
の
引
継
ぎ
、
お
よ
び
半
右
衛
門
の
借
財
処
理
に
関
す
る
文
書
が
多
く
残
る
一
方
、
村
運
営
に
関
わ
る
文
書
や

帳
簿
に
つ
い
て
は
現
存
数
が
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
年
代
で
整
理
す
る
と
、
年
貢
免
状
は
天
明
二
年

一
七
八
二
）
を
上
限
と
し
、
年
貢
関
係

帳
簿
は
天
明
五
年
を
上
限
と
し
て
い
る
。
役
銭
に
関
す
る
帳
簿
は
、
享
和
二
年
の
「
本
村
割
元
帳
」「
千
石
割
元
帳
」
を
上
限
と
し
、
以

後
文
化
一
一
年

一
八
一
四
）
分
ま
で
の
数
年
分
が
現
存

22
）

す
る
。

土
地
管
理
の
基
本
帳
簿
で
あ
る
「
名
寄
帳
」
は
、
寛
政
一
一
年

一
七
九
九
）
の
も
の
が
最
古
で
あ
る
。
寛
政
一
一
年
以
降
の
「
名
寄

帳
」
は
、
享
和
三
年
分
が
一
一
冊
の
う
ち
一
冊
の
み
と
、
文
化
四
年
分
が
全
冊
現
存
し
て
お
り
、
有
原
家
文
書
に
含
ま
れ
る
「
名
寄
帳
」

は
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
。

松
平
知
行
所
の
「
名
寄
帳
」
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ
か
に
、
河
野
知
行
所
名
主
を
務
め
た
前
嶋
家
の
文
書
群
に
文
化
八
年
分
の
写
し
が
、

台
方
区
有
文
書
に
文
政
元
年
分
の
原
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
河
野
知
行
付
百
姓
で
あ
る
前
嶋
家
に
な
ぜ

松
平
知
行
所
の
土
地
管
理
帳
簿
が
伝
来
し
た
の
か
詳
細
は
不
明
だ
が
、
同
家
は
文
化
一
四
年
か
ら
河
野
知
行
所
の
名
主
を
勤
め
て
い
る
の
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て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
各
知
行
所
役
人
の
恣
意
も
容
易
に
は
た
ら
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
二
点
目
に
、
質
地

契
約
な
ど
の
土
地
取
引
は
、
年
貢
高
を
基
準
に
し
て
取
り
結
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
年
貢
高
は
領
主
お
よ
び
知
行
所
役
人
の
判
断
で
変
更

さ
れ
か
ね
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
知
行
所
を
超
え
た
土
地
集
積
の
危
険
性
と
も
評
価
で
き
る
。
三
点
目
に
、
こ
う
し
た
年
貢
高
の
有

り
様
の
一
方
で
、
土
地
の
地
目
は
土
地
の
利
用
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
不
変
で
あ
り
、
ゆ
え
に
役
高
・
本
免
は
一
定
を
保
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
相
給
支
配
を
受
け
る
台
方
村
内
で
、
各
知
行
所
の
知
行
高
を
一
定
に
保
つ
た
め
の
措
置
と
言
え
る
。
台
方
村
で
は
村
入
用
を
「
役

銭
」
と
呼
び
、
役
高
を
基
準
と
し
て
こ
れ
を
徴
収
し
て
い
る
。
四
給
全
体
で
の
入
用
等
を
各
知
行
所
に
高
割
す
る
た
め
に
も
、
不
変
の
役

高
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

役
高
と
は
、
四
給
全
体
の
な
か
で
必
要
と
さ
れ
る
不
変
の
高
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
年
貢
高
は
、
知
行
所
ご
と
の
も
の
で
あ
り
、
領

主
ご
と
の
判
断
に
よ
っ
て
変
更
可
能
で
あ
っ
て
、
利
用
状
況
を
反
映
し
土
地
の
実
態
に
近
い
た
め
土
地
取
引
の
基
準
に
も
な
る
。
二
つ
の

高
の
併
存
は
、
相
給
村
落
に
お
け
る
個
別
領
主
に
よ
る
土
地
支
配
の
特
質
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

二

松
平
知
行
所
の
入
地
組

１

有
原
家
文
書
の
な
か
の
村
方
文
書

本
節
で
分
析
の
中
心
に
据
え
る
の
は
、
旗
本
松
平
氏
の
支
配
を
受
け
、
羽
黒
入
地
に
居
住
し
た
有
原
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
で
あ
る
。

ま
ず
は
『
有
原
家
文
書
目
録
』
の
解
題
に
依
拠
し
て
、
松
平
知
行
所
と
有
原
家
に
つ
い
て
概
説
し
て
お

21
）

こ
う
。

松
平
氏
の
支
配
を
受
け
る
家
は
七
二
軒
前
後
と
、
台
方
村
の
総
家
数
の
約
半
数
を
占
め
、
村
内
最
大
規
模
で
あ
り
、
台
方
村
の
六
つ
の

入
地
の
す
べ
て
に
各
一
〇
軒
前
後
が
居
住
し
て
い
た
。
有
原
家
の
当
主
は
代
々
彦
兵
衛
を
名
乗
り
、
元
禄
期
の
分
郷
後
に
、
松
平
知
行
所
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印
が
な
い
。
お
そ
ら
く
前
者
が
提
出
さ
れ
た
願
書
の
写
し
で
あ
り
、
後
者
は
案
文
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
前
者
が
一
条
の
み
、
後
者
は

二
条
あ
っ
て
、
後
者
の
一
条
目
は
、
前
者
と
同
内
容
で
あ
る
。
後
者
の
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

〔
史

25
）

料
６
〕

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
御
知
行
所
台
方
村
名
主
彦
兵
衛
御
願
奉
申
上
候
、
先
月
中
出
府
致
し
度
々
歩
行
仕
候
故
か
、
此
節
眼
病
再
発
甚
難
儀
仕
候
ニ
付
、

日
々
薬
用
仕
罷
有
候
、
右
之
仕
合
故
、
当
御
上
納
辻
諸
色
米
永
御
取
立
物
等
相
成
兼
候
ニ
付
、
当
御
上
納
辻
諸
色
取
立
物
等
、
組
頭

中
江
被
仰
付
被
下
置
候
様
偏
御
慈
悲
奉
願
上
候
、
以
上

一
、
名
主
彦
兵
衛
御
届
ケ
奉
申
上
候
、
三
ヶ
年
已
前
ゟ
凶
作
打
続
甚
困
窮
仕
、
其
上
両
年
ニ
弐
人
之
病
死
人
有
之
、
猶
又
乍
恐
私
儀
三

ヶ
年
相
煩
今
以
薬
用
仕
罷
有
候
仕
合
故
、
甚
困
窮
仕
候
ニ
付
、
此
度
逼
塞
仕
候
而
、
門
を
〆
切
り
、
戸
を
破
、
畳
を
あ
げ
、
筵
を
敷

候
而
、
諸
向
相
片
付
仕
度
心
掛
罷
有
候
ニ
付
、
右
之
段
乍
恐
御
届
ケ
奉
申
上
置
候
、
以
上

文
政
元
年
寅
十
月

御
知
行
所
台
方
村

願
人

名
主

有
原
彦
兵
衛

奥
書
・
宛
先
、
略
）

一
条
目
で
は
退
役
の
理
由
に
つ
い
て
、
持
病
の
眼
病
の
再
発
に
よ
っ
て
業
務
遂
行
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
彦
兵
衛
が
求
め
て
い
る
の
は
、
名
主
の
退
役
で
は
な
く
、
当
年
の
年
貢
諸
役
納
入
業
務
の
組
頭
中
に
よ
る
代
勤
で
あ
る
。
二
条
目
で
は
、

三
年
前
か
ら
の
凶
作
に
よ
り
困
窮
し
、
持
病
も
あ
る
た
め
逼
塞
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
名
主
の
業
務
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
案
文
の
う
ち
、
前
半
部
分
が
正
式
な
願
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
彦
兵
衛
は
名
主
を
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で
、
そ
の
さ
い
に
写
し
取
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

文
政
元
年
を
境
に
、
有
原
家
文
書
に
は
村
方
文
書
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。
天
保
末
年
に
は
組
頭
と
し
て
彦
兵
衛
の
名
が
記
さ

れ
た
文
書
が
散
見
さ
れ
る
が
、
村
運
営
に
関
す
る
文
書
や
帳
簿
は
現
存
し
な
い
。
村
運
営
に
関
す
る
文
書
が
現
れ
る
の
は
嘉
永
七
年
以
降

で
あ
り
、
羽
黒
組
の
「
百
石
割
之
帳
」「
役
銭
取
立
帳
」
と
題
さ
れ
た
帳
簿
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
現
存
し
て
い
る
。
土
地
管
理
帳
簿
と
し

て
は
、
羽
黒
組
の
み
を
対
象
と
し
た
、
安
政
二
年

一
八
五
五
）
反
別
役
高
帳
」
と
い
う
帳
簿
が
現
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
嘉
永
七
年
以

降
の
村
方
文
書
は
、
羽
黒
組
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。

な
お
、
有
原
家
文
書
に
は
人
別
帳
類
が
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
り
、
人

別
帳
が
現
存
し
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
有
原
家
の
村
役
人
と
し
て
の
機
能
等
を
推
測
す
る
こ
と
は
避
け
て
お
き
た
い
。

以
上
、
有
原
家
文
書
に
含
ま
れ
る
村
方
文
書
は
大
き
く
、
①
寛
政
一
一
年
〜
文
政
元
年
ま
で
の
名
主
時
代
の
文
書
と
、
②
嘉
永
七
年
以

降
の
組
頭
時
代
の
文
書
と
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
て
可
能
な
限
り
の
分
析
を
行
っ
て
い
く
。
は
じ
め
に
文

政
元
年
の
名
主
退
役
に
関
し
て
検
討
を
行
い
、
次
に
時
代
を
遡
っ
て
名
主
時
代
の
史
料
の
分
析
を
行
い
、
最
後
に
文
政
元
年
名
主
退
役
の

影
響
を
踏
ま
え
て
、
組
頭
時
代
の
史
料
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

２

文
政
元
年
名
主
退
役
の
背
景

文
政
元
年
の
末
に
、
彦
兵
衛
は
松
平
分
名
主
を
退
役
す
る
。
同
年
一
二
月
に
は
「
名
主
代

勘
左
衛
門
」
か
ら
彦
兵
衛
に
対
し
て
、
村

方
書
類
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
文
書
が
出
さ
れ
て

23
）

お
り
、
翌
年
か
ら
は
勘
左
衛
門
が
松
平
分
名
主
と
し
て
史
料
に
現
れ
る
。
こ
の
名
主
退
役

に
直
接
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
文
書
と
し
て
、
同
年
一
〇
月
に
作
成
さ
れ
た
二
通
の
願
書
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
作
成
者
は
有
原
彦
兵
衛
、

組
頭
五
名
が
奥
書
に
連
名
し
、
地
頭
所
役
人
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
が
、
一
通
は
捺
印
が
あ
っ
て
墨
で
消
さ
れ
て

24
）

お
り
、
も
う
一
通
に
は
捺
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夫
々
ニ
取
立
相
済
候
ハ
ヽ
、
早
々
右
之
段
乍
恐
御
訴
奉
申
上
、
是
迄
之
通
り
乍
恐
彦
兵
衛
方
ニ
而
引
請
出
精
仕
度
、
差
当
り
候
御
取

立
向
等
組
頭
共
江
被
仰
付
、
借
用
方
返
済
相
片
付
候
迄
、
暫
く
御
取
立
向
休
役
御
願
奉
申
上
、
名
主
役
斗
り
相
勤
候
様
偏
ニ
御
慈
悲

之
御
勘
弁
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
り
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
彦
兵
衛
身
上
向
相
立
取
続
相
成
、
誠
ニ
御
慈
悲
与
一
同
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、
猶
又
御
拝
借
御
返
納
之
儀
者
、
田
畑
引
分
ケ
置
急
度
手
当
テ
仕
御
差
支
無
之
様
仕
罷
有
候
間
、
乍
恐
此
段
も
御
届
ケ
奉
申

上
置
候
、
猶
委
細
之
儀
者
彦
兵
衛
勘
左
衛
門
両
人
乍
恐
口
上
ニ
而
御
願
可
奉
申
上
候
、
以
上

文
化
十
三
年
子
閏
八
月

御
知
行
所
台
方
村

願
人

名
主

有
原
彦
兵
衛

組
頭
惣
代

勘
左
衛
門

親
類
惣
代

八
郎
兵
衛

鈴
木
久
右
衛
門
様

外
二
名
、
略
）

虫
損
に
よ
り
意
味
が
取
り
に
く
い
箇
所
も
あ
る
が
、
内
容
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。
①
さ
ま
ざ
ま
な
立
替
米
金
に
伴

う
借
金
が
嵩
ん
だ
た
め
、
田
畑
の
売
却
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
借
金
を
清
算
す
る
。
②
借
金
の
清
算
が
済
む
ま
で
の
数
年
間
は
、
年
貢
諸
役

の
徴
収
業
務
を
組
頭
に
命
じ
て
ほ
し
い
。
③
実
際
の
勘
定
や
組
頭
と
の
相
談
な
ど
は
彦
兵
衛
が
引
き
続
き
行
う
。
④
過
去
の
立
替
米
金
な

ど
が
無
事
徴
収
で
き
た
の
ち
は
、
再
び
彦
兵
衛
が
こ
う
し
た
業
務
を
引
き
受
け
る
。
⑤
つ
い
て
は
、
借
金
の
清
算
が
済
む
ま
で
の
間
、
彦

兵
衛
は
、
年
貢
諸
役
徴
収
業
務
は
休
役
と
し
、「
名
主
役
斗
り
相
勤
」
め
た
い
。

こ
の
願
書
の
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、
文
政
元
年
に
結
果
と
し
て
名
主
を
退
役
す
る
こ
と
に
な
っ
た
彦
兵
衛
の
真
意
は
、
分
散

破
産
）
に

よ
る
借
金
の
清
算
と
、
そ
の
間
の
一
時
的
な
組
頭
へ
の
業
務
の
委
譲
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
彦
兵
衛
の
目

論
見
は
外
れ
、
組
頭
惣
代
の
勘
左
衛
門
に
名
主
役
が
移
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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退
役
し
、
花
輪
組
の
組
頭
だ
っ
た
勘
左
衛
門
が
名
主
に
就
任
す
る
。

彦
兵
衛
の
名
主
退
役
に
つ
い
て
、『
有
原
家
文
書
目
録
』
で
は
病
気
の
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
右
の
史
料
の
二
条
目
を
踏
ま

え
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
理
由
と
し
て
有
原
家
の
経
営
破
綻
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
前
々
年
閏
八
月

に
作
成
さ
れ
た
願
書
を
見
よ
う
。

〔
史

26
）

料
７
〕

乍
恐
書
付
を
以
御
願
奉
申
上
候

一
、
御
知
行
所
台
方
村
名
主
彦
兵
衛
御
願
奉
申
上
候
、
私
儀
無
拠
村
方
百
姓
共
江
前
々
ゟ
取
続
扶
持
米
金
用
立
等
乍
恐
数
多
有
之
、
其

上
御
年
貢
米
永
諸
役
儀
共
ニ
立
替
物
等
是
又
数
多
出
来
有
之
候
分
、
田
畑
ニ
而
返
済
被
致
、
其
田
畑
共

虫
損
）

作
人
共
ニ
入
立

米
金
未
進
被
致
候
ニ
付
、
乍
恐
持
合
候
有
金
茂
無
之
、
借
用
金
斗
り
乍
恐
相
重
り
、
甚
難
儀
仕
候
ニ
付
、
此
度
乍
恐
村
役
人

ニ
親

類
共
一
同
相
談
之
上
、
金
主
共
江
田
畑
引
渡
シ
借
用
金
共
不
残
返
済
仕
、
田
畑
ニ
而
相
片
付
ケ
乍
恐
私
身
上
向
暮
し
方
寛
や
か
ニ
相

成
候
様
仕
度

虫
損
）

候
得
共
、
右
奉
申
上
候
金
主
共
者
、
多
分
御
屋
敷
様
御
高
之
御
田
地
所
持
仕
候
越
石
百
姓
其
外
右
親
類
茂

有
之
、
御
年
貢
御
取
立
向
之
障
り

御
上
様
諸
向
次
合
勘
定
等
万
々
一
申
立
候
儀
も
難
斗
、
乍
恐
左
様
も
相
成
候
而
者
奉
恐
入
候
ニ

付
、
何
卒
右
借
金
取
片
付
□虫

損
）内

当
秋
ゟ
一
両
年
諸
向
共
組
頭
取
立
ニ
被
仰
付
被
下
置
候
様
偏
ニ
御
慈
悲
奉
願
上
候
、
是
迄
数
代
大
切

ニ
相
勤
候
御
譜
代
之
儀
ニ
乍
恐
御
座
候
得
者
、
此
上
御
取
立
向
等
ニ
間
違
出
来
仕
候
而
者
何
共
奉
恐
入
候
ニ
付
、
借
用
金
返
済
□虫

損
）片

付
相
済
候
内
、
組
頭
名
前
ニ
而
被
仰
付
被
下
置
候
様
偏
ニ
御
慈
悲
之
御
勘
弁
奉
願
上
候
、
勿
論
御
屋
敷
様
御
用
其
外
御
公
用

村
用

等
者
、
是
迄
之
通
大
切
ニ
名
主
役
相
勤
、
何
様
ニ
も
諸
世
話
仕
度
御
慈
悲
奉
願
上
候
、
御
取
立
向
斗
り
組
頭
名
前
ニ
奉
願
上
候
、
尤

皆
済
御
勘
定

ニ
組
頭
共
江
相
談
等
、
乍
恐
彦
兵
衛
引
請
、
是
迄
之
通
御
差
支
無
之
様
急
度
皆
済
御
勘
定
可
仕
候
、
尤
御
年
貢
札
其

外
小
前（
催ママ
促）
等
者
、
組
頭
名
前
ニ
御
願
奉
申
上
候
、
借
用
方
田
畑
ニ
而
返
済
仕
、
小
前
立
替
物
用
立
金
銭
其
外
□虫

損
）作

米
金
未
進
等
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表1 享和２年「本村割元帳」の内容

支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

170 松平分名主 彦市 野廻り役へ年頭出米

170 幕領分名主 太郎左衛門 野廻り役へ年頭出米

170 三田分名主 伊助 野廻り役へ年頭出米

170 河野分名主 恒右衛門 野廻り役へ年頭出米

1 172 松平分弥勒組頭 長五郎 村橋板

1 144 186 触元後見 彦兵衛 村橋板

2 2 654 三田分前名主 政次郎 御鷹方賄入用/男池普請入用

2 130 (松平分元大門組頭) 清右衛門 御鷹方賄入用/男池普請入用

2 130 松平分花輪組頭 勘左衛門 御鷹方賄入用/男池普請入用

2 375 触元後見 彦兵衛 御鷹方賄入用/男池普請入用

200 237 触元後見 彦兵衛 御鷹之節人足２人分

140 触元後見 彦兵衛 野廻り衆賄入用

64 勘十郎・喜八 送り夜歩行夫

48 触元後見 彦兵衛 ろうそく代

148 大作彦左衛門 野廻り役へ年頭使

232 伝四郎 勧化人宿代

32 5 伝四郎 勧化人へ渡す

252 松平分名主 彦兵衛 鳥屋宿代

200 29 三田分前名主 政次郎 東金寄合茶代(水掛)

164 松平分名主 彦兵衛 東金寄合茶代(水掛)
52

200 松平分名主 彦兵衛 勧化人へ渡す

100 松平分名主 彦兵衛 ろうそく代

548 83 幕領分名主 太郎左衛門 御鷹用にて幸田村へ参候
節入用、ろうそく代

300 幸助・勘十郎 盲女宿代

116 弥右衛門 勧化人宿代

84 大作五郎兵衛 中手樋普請入用(明俵代)

228 大作利右衛門 中手樋普請入用(明俵･縄代)

24 平兵衛 中手樋普請入用(明俵代)

60 利右衛門 中手樋普請入用(明俵･縄代)

348 42 触元後見 彦兵衛 東金寄合茶代(御鷹用)

200 24 幕領分名主 太郎左衛門 東金寄合茶代(水掛)

112 松平分名主 彦市 東金寄合茶代(水掛)

2 248 460 幕領分名主 太郎左衛門 水懸一件出府入用/道普請入用

2 109 触元後見 彦兵衛 草札引替入用

100 松平分名主 彦市 草札引替入用

64 次助 草札引替の供

600 79 幸助 羽黒弥勒橋普請・羽黒向道
普請入用(明俵・杭木代)

372 次郎兵衛 盲女宿代

148 清蔵 座頭宿代

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
名
主
と
組
頭
の
業
務
・
役
割
の
差
で
あ
る
。
彦
兵
衛
が
組
頭
へ
の
委
譲
を
求
め
た
の
は
、
年
貢
諸

役
の
徴
収
業
務
で
あ
っ
た
。
願
書
で
の
主
張
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
徴
収
業
務
に
は
、
立
替
責
任
も
含
ま
れ
る
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
彦
兵
衛
は
年
貢
諸
役
の
徴
収
・
立
替
え
を
単
独
で
担
っ
て
お
り
、
ゆ
え
に
経
営
破
綻
を
招
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
役
割
は
組
頭
に

委
譲
し
、「
名
主
役
」
だ
け
を
務
め
た
い
と
願
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
領
主
は
新
た
な
名
主
を
任
命
し
た
。
組
頭
に
こ
う
し
た
役
割
を
担

わ
せ
る
こ
と
に
、
領
主
は
否
定
的
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
松
平
知
行
所
に
お
け
る
年
貢
徴
収
に
関
す
る
役
割
は
名
主
が
単

独
で
担
っ
て
お
り
、
組
頭
は
そ
の
責
任
を
基
本
的
に
は
負
っ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

３

寛
政
〜
文
化
期
｜
名
主
時
代
｜

で
は
、
有
原
家
名
主
時
代
の
村
方
文
書
の
検
討
に
移
ろ
う
。
は
じ
め
に
、「
本
村
割
元
帳
」
と
「
千
石
割
元
帳
」
と
い
う
二
種
類
の
役

銭
勘
定
帳
簿
に
つ
い
て
、
と
も
に
享
和
二
年
分
を
事
例
と
し
て
順
に
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
入
地
組
の
性
格
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

⑴
本
村
割
元
帳

本
村
割

27
）

元
帳
」
に
は
、
日
付
ご
と
に
支
払
額
・
支
払
立
替
者
・
支
払
内
容
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
表
１
に
整
理
し

た
が
、
こ
の
表
を
検
討
す
る
前
に
、
書
上
げ
の
後
に
記
さ
れ
た
総
計
部
分
と
奥
書
か
ら
、
こ
の
帳
簿
の
性
格
を
確
認
し
て
お
く
。

総
計
部
分
で
は
、
表
１
に
整
理
し
た
支
出
が
合
計
さ
れ
た
後
、
こ
れ
を
「
四
給
役
高
」
一
四
六
八
石
余
で
割
り
、
石
あ
た
り
の
負
担
額

が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、「
彦
市
組
」「
伊
助
組
」「
太
郎
左
衛
門
組
」「
恒
右
衛
門
組
」
の
四
つ
の
「
組
」
に
つ
い
て
、
組
ご
と
の
高

と
、
そ
れ
に
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
組
ご
と
の
負
担
額
が
記
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
組
内
の
者
に
よ
る
立
替
額
の
合
計

史
料
で
は
「
万
出
物
分
」）

が
差
し
引
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
立
替
額
が
負
担
額
を
上
回
れ
ば
「
村
向
ゟ
可
請
取
分
」、
立
替
額
が
負
担
額
に
不
足
す
れ
ば
「
村
向
へ

可
出
分
」
が
、
組
ご
と
に
計
上
さ
れ
る
。
そ
し
て
奥
書
に
は
「
名
主
組
頭
立
合
吟
味
之
上
勘
定
い
た
し
候
」
と
の
文
言
が
記
さ
れ
、
以
下
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

316 弥勒善兵衛 弥勒道普請入用(杉葉代)

224 19 触元後見 彦兵衛 普請入用(杭木代)

2 74 幕領分名主 太郎左衛門 池祈禱入用

300 25 松平分花輪組頭 勘左衛門 池祈禱入用

100 8 触元後見 彦兵衛 池祈禱入用

400 松平分花輪組頭 勘左衛門 池祈禱入用(白米代)

500 42 松平分弥勒組頭 長五郎 池祈禱入用(白米代)

2 100 81 花輪惣兵衛 男池普請入用/村諸書物
虫干入用

900 76 触元後見 彦兵衛 男池普請入用/村諸書物
虫干入用

2 63 大作松右衛門 御蔵向道普請入用(明俵代)
/ろうそく代

200 次助 御蔵向道普請入用(明俵代)
/ろうそく代

224 触元後見 彦兵衛 野廻り衆賄入用/ろうそく代

300 22 触元後見 彦兵衛 勧化人へ渡す

372 平七 盲女宿代

232 勘十郎 虚無僧宿代

232 利右衛門 餌差宿代

372 源八 盲女宿代

100 6 触元後見 彦兵衛 勧化人へ渡す

1 2 162 三田分前名主 政次郎 男池右地樋伏替入用/東
金寄合茶代

1 300 125 松平分名主 彦市 男池右地樋伏替入用/東
金寄合茶代

610 29 松平分名主 彦市 男池水神普請入用

232 忠兵衛 勧化人宿代

232 松平分花輪組頭 勘左衛門 浪人宿代

148 松平分花輪組頭 勘左衛門 東金寄合茶代(御鷹用)

2 570 108 松平分花輪組頭 勘左衛門 弥勒道普請入用(杭木代)
/中手樋普請入用(明俵代)

2 324 57 幕領分名主 太郎左衛門 五郷寄合茶代

200 10 三田分名主 伊助 五郷寄合茶代

100 5 松平分弥勒組頭 長五郎 五郷寄合茶代

300 15 松平分名主 彦市 五郷寄合茶代

248 12 松平分名主 彦市 大豆谷向村境立会

116 6 松平分名主 彦市 東金寄合入用(大豆谷･田
中村境の用水筋について)

200 10 幕領分名主 太郎左衛門 東金寄合入用(大豆谷･田
中村境の用水筋について)

172 幕領分名主 太郎左衛門 弥勒三手樋破損見分入用

116 利右衛門 餌差宿代

632 30 松平分名主 彦市 岩城樋普請につき寄合入用

102

支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

1300 10 触元後見 彦兵衛 弥勒道普請・手樋普請入
用(明俵・杭木代)

450 河野分名主 恒右衛門 弥勒道普請・手樋普請入
用(明俵・杭木代)

100 勘右衛門・伝四郎 廻状村継

232 忠蔵 浪人宿代

148 触元後見 彦兵衛 ろうそく代

172 触元後見 彦兵衛 東金寄合茶代(御鷹用)

232 伝四郎 勧化人宿代

290 触元後見 彦兵衛 出城脇向普請入用

1 300 227 松平分弥勒組頭 長五郎 男池普請入用/山王雨乞入用

148 松平分名主 彦兵衛 ろうそく代

2 3 2145 幕領分名主 太郎左衛門
御鷹賄入用/田方水懸願
入用/無宿差出入用/道普
請入用(杭木代)

1 775 三田分前名主 政次郎
御鷹賄入用/田方水懸願
入用/無宿差出入用/道普
請入用(杭木代)

2 390 松平分名主 彦兵衛
御鷹賄入用/田方水懸願
入用/無宿差出入用/道普
請入用(杭木代)

3 587 松平分弥勒組頭 長五郎
御鷹賄入用/田方水懸願
入用/無宿差出入用/道普
請入用(杭木代)

2 95 松平分花輪組頭 勘左衛門
御鷹賄入用/田方水懸願
入用/無宿差出入用/道普
請入用(杭木代)

2 417 142 (松平分元大門組頭) 清右衛門
御鷹賄入用/田方水懸願
入用/無宿差出入用/道普
請入用(杭木代)

372 清蔵 盲女宿代

232 源八 浪人宿代

248 24 彦兵衛 虫送り入用/ろうそく代

2 200 89 松平分弥勒組頭 長五郎 花輪前分水口普請入用/
東金寄合茶代

200 幕領分組頭 政右衛門 野廻り役へ祝儀叺代

148 大作彦右衛門 歩行夫

232 伝四郎 勧化人宿代

600 松平分名主 彦市 羽黒弥市橋普請入用(丸太代)

1500 松平分名主 彦市 手樋・橋普請入用(丸太代)

300 松平分名主 彦市 砂郷善右衛門脇普請入用
(丸太代)

924 78 松平分弥勒組頭 長五郎 弥勒道普請入用(明俵・
杭木代)

108 松平分名主 彦市 羽黒道普請入用(明俵・
杭木代)

48 伝四郎 羽黒道普請入用(明俵代)

700 弥勒善兵衛 弥勒道普請入用(杭木代)
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

372 9 松平分名主 彦市 御鷹方人足代

48 松平分名主 彦市 ろうそく代

116 伝四郎 勧化人宿代

832 触元後見 彦兵衛 手樋口留切被仰付ニ付飛脚代

1 251 355 幕領分名主 太郎左衛門 男池岩城樋入用

1 84 松平分弥勒組頭 長五郎 男池岩城樋入用

300 松平分弥勒組頭 長五郎 弥勒手樋普請入用(明俵代)

1 200 92 触元後見 彦兵衛 村書物用の箱風呂敷拵え代

72 2 触元後見 彦兵衛 浪人へ草鞋銭

232 忠蔵 勧化人宿代

2100 つぼや払 鳥追焔硝代

500 砂郷佐兵衛 砂郷道普請入用(明俵代)

28 砂郷孫右衛門 砂郷道普請入用(縄代)

28 乙次郎 砂郷道普請入用(縄代)

172 千蔵 砂郷道普請入用(明俵代)

312 伊助 砂郷道普請入用(明俵代)

372 彦左衛門 砂郷道普請入用(明俵代)

28 三田分組頭 長三郎 砂郷道普請入用(縄代)

200 孫右衛門・他３名 男池人足昼飯代

72 五兵衛・平兵衛 男池普請入用(明俵代)

14 利右衛門 男池普請入用(縄代)

500 大門次助・他19名 男池人足昼飯代

36 大作松右衛門 男池普請入用(明俵代)

200 砂郷長右衛門・他５名 岩城樋普請人足昼飯代

24 大作彦右衛門 岩城樋普請入用(明俵代)

2332 砂郷伊兵衛・他69名 岩城樋普請人足昼飯代

62 利右衛門 岩城樋普請入用(明俵･縄代)

164 幕領分名主 太郎左衛門 ろうそく代・明俵代

124 松平分弥勒組頭 長五郎 中手樋普請入用(明俵代)

76 松平分弥勒組頭 長五郎 中手樋普請入用(縄代)

36 宇右衛門 中手樋普請入用(明俵代)

48 弥勒平七 中手樋普請入用(明俵代)

1100 弥勒万五郎・他21名 田方水切干人足代

2 550 松平分弥勒組頭 長五郎 鳥追給米

36 触元後見 彦兵衛 明俵代

314 三田分組頭 長三郎 大門道普請入用(明俵･縄代)

532 三田分組頭 長三郎 大門道普請入用(杭木代)

148 大作彦右衛門 野廻り役へ年頭使

72 長兵衛 野廻り役へ年頭使

40 万次郎 野廻り役へ年頭使

148 三田分組頭 長三郎 野廻り役へ年頭使
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

36 河野分名主 恒右衛門 岩城樋普請入用(明俵代)

232 茂七 勧化人宿代

900 幕領分名主 太郎左衛門 村用提灯代
131

2 幕領分名主 太郎左衛門 男池普請寄合入用/男池
一件書物虫干入用

464 33 松平分名主 彦市 男池普請寄合入用/男池
一件書物虫干入用

224 松平分名主 彦市 野廻り役賄入用

232 松平分名主 彦市 餌差宿代

124 松平分名主 彦市 ろうそく代

2 74 松平分砂郷組頭 彦左衛門 砂郷道普請入用(杭木･橋板代)

572 48 触元後見 彦兵衛 砂郷道普請入用(杭木代)

300 24 羽黒幸助 羽黒道普請入用(杭木･明俵代)

2 4945 314 山王祭り金之内 野廻り衆より召出につき入
用/瀧之沢村木工師へ無尽

200 松平分名主 彦市 勧化人へ渡す
16

136 松平分名主 彦市 東金寄合茶代(手樋筋相談)

2 575 125 松平分名主 彦市 弥勒道普請入用/ろうそく代

72 松平分名主 彦市 ろうそく代

48 松平分名主 彦市 ろうそく代

48 忠次郎 村役人の供

32 松平分名主 彦市 浪人へ草鞋銭

72 次助 村役人の供

72 松平分名主 彦市 ろうそく代

72 半七 村役人の供

124 松平分名主 彦市 ろうそく代

72 羽黒清蔵 村役人の供

124 茂左衛門 村役人の供

100 新兵衛 村役人の供

100 彦右衛門・長次郎 使い

100 2 松平分名主 彦市 ろうそく代

448 源八 盲女宿代

64 平七・源八 使い

124 松平分名主 彦市 ろうそく代

200 5 松平分組頭 嘉平次 使い、雑用代

100 次助・喜八 使い

32 羽黒喜八 村役人の供

100 次助 使い

232 触元後見 彦兵衛 餌差宿代

2 84 松平分弥勒組頭 長五郎 御鷹方宿代

1 42 幕領分名主 太郎左衛門 御鷹方宿代

2 84 松平分名主 彦市 御鷹方宿代



い
て
い
る
。
そ
の
費
目
に
注
目
す
る
と
、
た
と
え
ば
勧
化
に
つ
い
て
、
勧
化
人
ら
の
宿
提
供
は
様
々
な
者
が
行
う
一
方
で
、
彼
ら
に
勧
化

金
や
草
鞋
銭
な
ど
の
金
銭
を
渡
し
て
い
る
の
は
彦
兵
衛
・
彦
市
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
「
ろ
う
そ
く
代
」
の
支
出
も
両
名
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、
付
記
さ
れ
た
事
情
を
見
る
と
、
ろ
う
そ
く
代
は
夜
間
の
遣
い
や
作
業
な
ど
、
必
要
に
応
じ
そ
の
場
の
判
断
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
判
断
が
有
原
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
台
方
村
全
体
の
運
営
は
、
有
原
家
が
中
心
と
な
っ

て
判
断
を
下
し
、
そ
の
下
で
、
有
原
家
を
含
め
た
四
知
行
所
の
名
主
と
松
平
分
組
頭
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

二
点
目
に
、
普
請
関
係
の
支
出
に
注
目
し
た
い
。
普
請
箇
所
を
見
る
と
、
数
か
村
で
行
わ
れ
る
雄
蛇
ヶ
池

男
池
）
や
、
複
数
の
入
地
に

ま
た
が
る
場
所
と
と
も
に
、
特
定
入
地
内
の
道
橋
も
普
請
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
特
定
入
地
内
の
普
請
は
、
前
章
に
て
確
認
さ
れ
た

「
入
地
普
請
」
と
呼
ば
れ
る
入
地
単
位
の
普
請
と
同
一
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
入
地
普
請
」
は
入
地
単
位
で
普
請
が

遂
行
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
入
用
は
村
全
体
で
行
わ
れ
る
普
請
と
区
別
な
く
、
村
全
体
の
会
計
帳
簿
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
入
地
に
よ
る
土
地
保
全
機
能
は
、
入
地
独
自
の
機
能
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
村
全
体
に
よ
る
保
全
機
能
の
一

部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

⑵
千
石
割
元
帳

次
に
、
同
じ
年
に
作
成
さ
れ
た
「
千
石
割

31
）

元
帳
」
を
検
討
し
よ
う
。
記
載
の
形
式
は
「
本
村
割
元
帳
」
と
同
様
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を

表
２
と
し
て
整
理
し
た
が
、
ま
ず
は
そ
の
後
に
記
さ
れ
た
総
計
部
分
お
よ
び
奥
書
を
確
認
し
た
い
。

総
計
部
分
で
は
、
表
２
に
整
理
し
た
支
出
が
合
計
さ
れ
た
後
、
こ
れ
に
一
〇
三
貫
六
七
五
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
額
は
、「
本

村
割
元
帳
」
に
て
計
上
さ
れ
た
彦
市
組＝

松
平
知
行
所
の
負
担
額
と
完
全
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
こ
の
合
計
か
ら
、
大
豆
代
米
九
俵
分
が

「
惣
高
へ
割
返
す
」
と
し
て
引
か
れ
、
残
り
を
「
可
割
付
役
高
」
で
あ
る
九
四
七
石
余
で
割
り
、
石
あ
た
り
の
負
担
額
が
算
出
さ
れ
る
。

次
に
、
弥
勒
組
・
大
作
組
・
花
輪
組
・
羽
黒
組
・
大
門
組
・
砂
郷
組
・
大
豆
谷
組
の
各
組
に
つ
い
て
、
そ
の
組
高
と
そ
れ
に
乗
じ
て
算
出
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の
一
二
人
が
連
印
し
て
い
る
。

名
主
彦
市

松
平
分
名
主
・
有
原
家
）
・
組
頭
長
五
郎

松
平
分
弥
勒
組
頭
）
・
同
喜
平

次

同
分
大
作
組
頭
）
・
同
勘
左
衛
門

同
分
花
輪
組
頭
）
・
同
彦
左
衛
門

同
分
砂
郷
組

頭
）
・
年
番
名
主
伊
助

三
田
分
名
主
）
・
組
頭
長
三
郎

三
田
分
組
頭
）
・
名
主
太
郎

左
衛
門

幕
領
分
名
主
）
・
組
頭
政
右
衛
門

幕
領
分
組
頭
）
・
名
主
恒
右
衛
門

河
野

分
名
主
）
・
取
立
役
長
蔵
・
触
元

28
）

後
見
彦
兵
衛

松
平
分
名
主
彦
市
の
父
・
有
原
家
）

以
上
か
ら
「
本
村
割
元
帳
」
と
は
、
台
方
村
全
体
と
し
て
の
入
用
を
総
計
し
、
四
知

行
所

史
料
で
は
名
主
名
を
冠
し
た
組
）
に
て
高
割
に
す
る
た
め
の
帳
簿
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
彦
市
組＝

松
平
知
行
所
は
役
高
九
五
五
石
で
あ
り
、
こ
の
年
の
負
担
額

は
一
〇
三
貫
六
七
五
文
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
表
１
を
見
よ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

一
点
目
に
、
立
替
え
を
主
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
①
各
知
行
所
の
名
主
と
、
②
松
平

分
組
頭
の
一
部
で
あ
る
。
支
出
内
容
に
注
目
す
る
と
、
東
金
で
行
わ
れ
る
村
々
寄
合
や
、

五
郷

29
）

寄
合
、
雄
蛇

30
）

ヶ
池

男
池
）
に
関
す
る
村
々
寄
合
な
ど
、
複
数
の
村
で
開
催
さ
れ
る

寄
合
に
台
方
村
の
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
の
は
、
①
と
②
に
限
ら
れ
て
お
り
、
②

の
組
頭
が
単
独
で
寄
合
に
参
加
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
台
方
村
全
体

の
運
営
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
各
知
行
所
の
名
主
と
松
平
分
組
頭
で
あ
っ
た
。

た
だ
そ
の
中
に
お
い
て
、
有
原
家

彦
兵
衛
・
彦
市
）
の
支
出
回
数
は
明
ら
か
に
群
を
抜
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

40 平七 歩行夫

24 松平分名主 彦市 ろうそく代

1000 利右衛門 番人へ仕着代

100 次郎吉 小遣日雇

300 触元後見 彦兵衛 ろうそく代

400 (松平分元大門組頭) 清右衛門 柳堀下堰損料

1 利右衛門 草鞋銭

148 利右衛門 村割之節勝手働

1740 松平分名主 彦市 村割之節買物代

1100 松平分名主 彦市 村割之節味噌塩白米代

200 義助 村割之節筆墨代

200 17 幕領分名主 太郎左衛門 寄合茶代

参照史料：享和２年「本村割元帳」［有原ウ15］
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

164 次郎吉 御屋敷献上竹の子代

300 次郎吉 御屋敷献上竹の子代

900 弥勒組 竹の子上納飛脚代

348 弥勒組 竹の子上納伝馬代

372 36 触元後見 彦兵衛 御年貢米催促時の昼飯代

232 触元後見 彦兵衛 浜野村問屋宿代

32 触元後見 彦兵衛 ろうそく代

3 2 603 名主 彦市 出府入用(名主任命)

348 名主 彦市 伝馬代(名主任命)

2 343 花輪組頭 勘左衛門 名主御請御礼仕上物代

1016 五郎兵衛 出府供代

832 72 名主 彦市 七組役高抜差入用/組書物虫干入用

48 松之助 小遣

24 利右衛門 ろうそく代

3 2 600 弥勒組頭 長五郎 出府入用(御屋敷より御召)

348 弥勒組頭 長五郎 伝馬代(御屋敷より御召)

332 24 名主 彦市 御蔵前水押ニ付普請入用(明俵・杭木代)

72 利右衛門 御蔵前水押ニ付普請入用(杉葉･縄代)

900 仙蔵 畑方夏成飛脚

900 源八 畑方夏成飛脚

400 源八 畑方夏成飛脚増賃

248 大作喜八事新右衛門 御屋敷御用浜野村飛脚

24 大作喜八事新右衛門 ろうそく代

100 7 名主 彦市 組用炭代

72 利右衛門 御蔵普請入用(杭木代)

36 平八 御蔵普請入用(明俵代)

24 伝四郎 御蔵普請入用(明俵代)

1 2 773 名主 彦市 出府入用(御定免願)

2 62 花輪組頭 勘左衛門 出府入用(御定免願)

1 128 惣兵衛 書物写入用/飛脚代(御定免願等)

1 2 190 大作組頭 彦左衛門 出府入用(御定免願)

2 256 市左衛門 出府入用(御定免願)

348 安右衛門 登戸村へ伝馬

1200 87 弥勒組頭 長五郎 御蔵普請入用(板釘代)

348 五左衛門 御蔵普請入用(大工手間賃)

272 勘十郎 御蔵普請入用(板釘代)

150 利右衛門 御蔵普請入用(丸太代)

116 彦兵衛 飛脚宿代

3 2 200 名主 彦市 出府入用(御定免御請書持参)

348 庄右衛門 登戸村へ伝馬

300 次郎吉 曽我野まで供
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表2 享和２年「千石割元帳」の内容

支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

1 弥勒組頭 長五郎 出府入用(御用餅米等石代願)
509

1 触元後見 彦兵衛 出府入用(御用餅米等石代願)

1 2 花輪組頭 勘左衛門 出府入用(御用餅米等石代願)
541

1060 触元後見 彦兵衛 出府供代

2 2 645 花輪組頭 勘左衛門 門松代上納/飛脚代

132 触元後見 彦兵衛 曽我野よりの飛脚宿代

1 彦兵衛･勘左衛門･長五郎 御蔵番給

1 256 弥勒組頭 長五郎 奉公人歩金上納

900 伝四郎 倉水村へ飛脚

3 2 568 花輪組頭 勘左衛門 御屋敷御用/御年礼

1 2 288 弥勒組頭 長五郎 御屋敷御用/御年礼

348 惣兵衛 登戸村へ伝馬

248 源八 御林くね結縄代

900 久次郎 江戸飛脚代(歩奉公人用)

48 触元後見 彦兵衛 御定目御請書入用

100 弥右衛門 御定目御請書入用

24 利右衛門 御定目御請書入用

2 300 171 松右衛門 御蔵橋板代/橋普請入用(杭木代)

348 42 利右衛門 御蔵残米俵拵之節鼠喰足し

272 利右衛門 曽我野よりの使い宿代

3 2 752 弥勒組頭 長五郎 出府入用(御年貢勘定)

2 500 167 触元後見 彦兵衛 御勘定祝義

348 惣兵衛 登戸村へ伝馬

1 1200 弥勒組頭 長五郎 御年貢納入用/切石上納
532

1 500 花輪組頭 勘左衛門 村絵図仕立入用

48 松之助 村絵図仕立の節小遣

3 2 676 花輪組頭 勘左衛門 出府入用(宗門帳等上納)

664 花輪組頭 勘左衛門 出府供代

348 花輪組頭 勘左衛門 登戸村へ伝馬

400 利右衛門 御屋敷御用大豆代

500 触元後見 彦兵衛 宗門人別帳仕立入用
112

500 触元後見 彦兵衛 御定目五人組帳仕立入用

632 76 触元後見 彦兵衛 浜野・曽我野へ出張入用(御
年貢手形引替)

2 100 弥勒組頭 長五郎 倉水村へ飛脚

300 次郎吉 曽我野へ使い(御用木)

148 忠平 御屋敷献上竹の子代

348 利右衛門・忠平 御屋敷献上竹の子代

164 平五郎 御屋敷献上竹の子代

200 平七 御屋敷献上竹の子代



さ
れ
る
負
担
額
、
お
よ
び
各
組
が
負
担
す
る
大
豆
代
米
代
金

が
記
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
組
内
の
者
に
よ
る
立
替
額
の
合
計
が

引
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
立
替
額
が
負
担
額
を
上
回
れ
ば

「
割
元
ゟ
可
渡
分
」、
立
替
額
が
負
担
額
に
不
足
す
れ
ば
「
割

元
へ
可
出
分
」
が
、
組
ご
と
に
計
上
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
奥

書
が
あ
り
、
連
印
者
は
名
主
彦
市
と
組
頭
四
名
、
そ
し
て
触

元
後
見
彦
兵
衛
の
計
六
名
で
あ
る
。
以
上
か
ら
こ
の
帳
簿
は
、

松
平
知
行
所
に
お
い
て
生
じ
た
入
用
を
、
本
村
割
の
同
知
行

所
負
担
額
と
合
算
し
、
松
平
知
行
所
内
の
組

入
地
組
）
へ
高

割
す
る
た
め
の
帳
簿
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
表
２
を
見
よ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
以

下
の
二
点
で
あ
る
。
一
点
目
に
、
支
出
の
内
容
は
ほ
ぼ
す
べ

て
領
主
松
平
氏
に
関
係
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
二

点
目
に
、
普
請
に
つ
い
て
は
御
蔵
に
関
す
る
も
の
の
み
が
現

れ
て
い
る
。
年
貢
米
を
管
理
す
る
御
蔵
は
、
村
全
体
と
し
て

の
普
請
の
対
象
と
は
異
な
り
、
松
平
知
行
所
が
単
独
で
管
理

す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
点
目
に
関
し
て
、
文
政
六
年
に
発
生
し
た
御
蔵
屋
敷
の
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

100 次郎吉 千石割入用(小使)

148 次助 千石割入用(勝手勤)

500 名主 彦市 千石割入用(白米)

200 19 弥勒組頭 長五郎 上納竹の子不足分

348 利右衛門 御年貢札竹代

100 利右衛門 ろうそく代

248 弥勒組 夫銭

2348 弥勒組 大豆役銭取立入用

448 大作組 夫銭九人

2348 大作組 大豆役銭取立入用

648 花輪組 夫銭十三人

2348 花輪組 大豆役銭取立入用

648 羽黒組 夫銭十三人

2348 羽黒組 大豆役銭取立入用

148 大門組 夫銭三人

2348 大門組 大豆役銭取立入用

1300 砂郷組 夫銭

2448 砂郷組 大豆役銭取立入用

300 大豆谷・福俵 大豆役銭取立入用

3148 七組 大豆駄賃

参照史料：享和２年「千石割元帳」［有原サ11］
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支 出 額

両 分 朱 文

利分

文

立 替 者

役 職 名 前
支 出 内 容

232 名主 彦市 砂郷組役高抜差入用

316 61 名主 彦市 御蔵入用(ろうそく・わら)

372 名主 彦市 曽我野へ伝馬(御屋敷御用)

1700 84 名主 彦市 御年貢入用

630 名主 彦市 百姓上中反別帳仕立入用(紙筆代)
26

20 名主 彦市 百姓上中反別帳仕立入用(筆代)

80 弥右衛門 百姓上中反別帳仕立入用(炭代)

48 平六 百姓上中反別帳仕立入用(小使)

232 名主 彦市 御蔵入用

130 8 弥勒組頭 長五郎 御蔵入用(墨代)

12 利右衛門 御蔵入用(俵代)

32 利右衛門 御蔵前下敷わら代

100 利右衛門 御蔵入用

3 2 287 触元後見 彦兵衛 出府入用(御林御用･扶持米被下)

900 平兵衛 江戸より飛脚代

348 惣兵衛 江戸より伝馬

500 18 触元後見 彦兵衛 江戸にて入用

1064 36 触元後見 彦兵衛 江戸より飛脚代

100 次助 御蔵入用(ろうそく)

1 41 花輪組頭 勘左衛門 御屋敷御用筵代/ろうそく代

500 48 花輪組頭 勘左衛門 浜野・曽我野へ伝馬

64 平六 御蔵番部屋わら代

72 次助 御蔵橋普請入用

12 平八 御蔵橋普請入用(縄代)

1800 勘十郎・清蔵 畑方冬成飛脚

200 勘十郎・清蔵 畑方冬成飛脚増賃

1916 弥勒組頭 長五郎 御用餅米羽銭

400 弥勒組頭 長五郎 御用餅米伝馬

1916 花輪組頭 勘左衛門 御用餅米伝馬

400 花輪組頭 勘左衛門 御用餅米伝馬

2 2 33 利右衛門 御年貢枡取給

1600 利右衛門 年中用事繁ニ付諸色入用

900 利右衛門 もも引代

600 利右衛門 御蔵夜廻り御年貢津出ろうそく代

200 平六 御蔵用人足代

48 平六 御蔵入用(わら代)

348 花輪組頭 勘左衛門 筵伝馬

72 茂七 御林立札板之代

1 2 93 名主 彦市 御奉公人歩金

600 触元後見 彦兵衛 千石割入用(ろうそく・小使)

1600 触元後見 彦兵衛 千石割入用(紙･ろうそく･小買物)



を
そ
の
居
住
入
地
別
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、「
村
入
石
」
以
下
五
冊
は

他
領
・
他
村
の
者
を
居
住
村
別
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
村
入
石
」
以
下
の
五
冊
で
は
、
各
土
地
所
持
者
に
、
①
入
地
組

名
と
、
②
居
住
入
地
ま
た
は
村
名
が
注
記
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
村
入
石
」
の

場
合
、「
弥
勒
組

大
作

源
兵
衛
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
こ
れ
は
大
作
に

居
住
す
る
他
領
百
姓
の
源
兵
衛
が
、
弥
勒
組
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

他
村
の
場
合
は
「
花
輪
組

岩
崎

利
助
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
他
領
・
他
村
の
者
も
す
べ
て
、
い
ず
れ
か
の
入
地
組
に
所
属
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
各
組
に
属
す
る
者
の
所
持
高
の
合
計
が
、
組
高
と
し
て
算

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
現
存
す
る
「
名
寄
帳
」
に
お
い
て
は
、

複
数
冊
に
ま
た
が
っ
て
登
場
す
る
家
は
原
則
と
し
て
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
家
は
、
基
本
的
に
い
ず
れ
か
一
つ
の
組
に
の
み
所
属

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
組
編
成
が
属
地
的
で
は
な
く
属
人
的
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
「
名
寄
帳
」
と
「
千
石
割
元
帳
」

を
用
い
て
組
高
の
変
遷
を
整
理
し
た
表
３
を
見
よ
う
。
寛
政
一
一
年
「
名
寄

帳
」
と
享
和
二
年
「
千
石
割
元
帳
」
と
で
は
組
高
が
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
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表3 組高の変遷

寛政11年 享和２年 文化４年 文化６年 文化８年 文化９年 文化11年 文政元年
組

反別名寄 千石割 反別名寄 千石割 反別名寄 千石割 千石割 反別名寄

弥 勒 167石5496 167石54 158石6557 158石65 162石2474 162石24 162石22 192石2628

大 作 114石9692 114石96 121石1754 121石17 126石3189 126石31 126石31 150石0237

花 輪 128石2258 128石22 131石2904 131石29 139石3280 139石32 139石32 139石2037

羽 黒 156石7163 156石71 156石7338 156石73 158石2564 158石25 158石25 152石7430

大 門 137石8165 137石81 123石4812 123石48 109石7855 109石78 109石78 104石2414

砂 郷 150石2269 150石22 150石4136 150石41 158石8913 158石09 158石09 153石5390

大豆谷 91石9281 91石928 70石2785 70石27 64石3422 64石34 93石13 67石2304

福 俵 ― ― 35石5180 35石41 28石7980 28石79 29石5684

参照史料 寛政11年： 田畑反別名寄帳」［有原ウ９］・「七組役高改覚帳」［有原ウ８］/享和２

年： 千石割元帳」［有原サ11］/文化４年： 田畑反別名寄帳」［有原ウ31・32］/文化６

年： 千石割元帳」［有原ウ45］/文化８年： 田畑反別名寄帳」［前嶋ヌ46～56］/文化９

年： 千石割元帳」［有原ク９］/文化11年： 千石割元帳」［有原サ９］/文政元年： 田畑

反別名寄帳」［台方区有Ａ40～49］

＊文化８年の反別名寄帳は一部が欠落しており、欠落部分を以下の史料にて補ってい

る(文化８年「田畑役高帳」［有原ウ55］)。この点は表４も同様である。

帰
属
を
め
ぐ
る
争
論
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
争
論
に
お
い
て
、
三
田
知
行
所
の
百
姓
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て

32
）

い
る
。
①
台
方
村
の

郷
蔵
は
、
元
禄
期
に
三
田
と
松
平
の
両
地
頭
に
よ
っ
て
御
普
請
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
祭
礼
道
具
収
納
を
め
ぐ
る
出
入
り

や
再
建
の
さ
い
に
も
、
松
平
・
三
田
両
知
行
所
に
て
相
談
や
許
可
を
行
っ
て
い
る
、
②
郷
蔵
屋
敷
の
土
地
は
、
元
禄
期
に
四
給
へ
分
割
さ

れ
た
、
③
今
回
、
村
内
で
引
取
り
手
の
な
い
ち・
ゑ・
と
い
う
女
性
に
つ
い
て
、
村
役
人
一
同
が
「
村
方
郷
蔵
屋
敷
入
会
小
屋
借
受
引
取
置

旨
」
を
勘
定
奉
行
に
申
し
出
た
が
、
三
田
知
行
所
の
百
姓
と
し
て
は
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
は
「
此
方
様
御
分
無
地
高
ニ
相
成
」「
御
高

不
足
ニ
相
成
」
の
で
捨
て
置
き
難
い
、
④
こ
の
た
め
「
郷
蔵
屋
敷
・
御
蔵
共
、
此
方
様
御
分
ニ
相
分
り
候
様
」
に
し
て
ほ
し
い
。

以
上
の
主
張
は
、
村
役
人
レ
ベ
ル
の
認
識
と
は
異
な
る
小
前
百
姓
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
郷
蔵
が
村
全
体
の
管
理
物
で
は

な
く
知
行
所
単
位
の
管
理
物
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
表
２
に
見
ら
れ
る
普
請
の
仕
組
み
と
共
通
し
て
い
る
。
郷
蔵
は
各
知
行
所
の
管
理
下

に
置
か
れ
て
お
り
、
村
人
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
、
四
給
協
同
の
機
会
が
多
い
村
役
人
は
、
各
知
行
所
単
位
の
管
理
の
独

立
性
に
そ
こ
ま
で
固
執
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
右
の
よ
う
な
出
入
り
が
発
生
し
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

⑶
反
別
名
寄
帳
と
入
地
組
高

こ
こ
で
、
千
石
割
の
基
準
と
な
っ
た
入
地
組
の
組
高
に
注
目
し
よ
う
。
組
高
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。
組
に
属
す
る
家
の
所

持
地
の
合
計
か
、
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
土
地
片
ご
と
に
所
属
組
が
定
ま
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
、
入
地
組
と
い
う
枠

組
み
の
性
格
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

入
地
組
の
組
高
の
構
成
を
確
認
で
き
る
史
料
と
し
て
「
名
寄
帳
」
が

33
）

あ
る
。
松
平
分
の
「
名
寄
帳
」
は
、
そ
の
記
載
形
式
自
体
は
前
掲

し
た
河
野
分
の
も
の
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
一
一
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
一
一
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に
、

「
弥
勒
組
」「
大
作
組
」「
花
輪
組
」「
羽
黒
組
」「
大
門
組
」「
砂
郷
組
」「
村
入
石
」「
大
豆
谷
組
」「
福
俵
組
」「
東
金
上
宿
入
石
」「
東
金

新
宿
岩
崎
入
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
村
入
石
」
と
は
台
方
村
内
の
他
領
の
者
を
指
し
て
い
る
。
前
半
の
六
冊
は
松
平
知
行
所
付
百
姓
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が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
居
住
入
地
が
一
定
度
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
居

住
入
地
と
は
異
な
る
入
地
組
に
編
成
さ
れ
る
者
も
多
く
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
見
非
合
理
的
な
組
編
成
が
、
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

羽
黒
組
に
は
有
原
家

彦
兵
衛
）
が
含
ま
れ
る
。
同
家
の
持
高
は
、
寛
政
一
一
年
に
は
三
二
石
余

八
郎
左
衛
門
と
合
計
）
、
文
化
四
年
に
は

四
五
石
余
、
文
化
八
年
に
は
一
〇
八
石
余
と
急
増
し
て
い
る
。
し
か
し
羽
黒
組
の
組
高
は
、
表
３
に
整
理
し
た
通
り
、
一
五
六
石
前
後
の

ほ
ぼ
一
定
規
模
を
保
ち
続
け
る
。
表
４
を
見
る
と
、
寛
政
一
一
年
に
は
東
金
上
宿
の
嘉
平
次

二
五
石
）
と
、
東
金
新
宿
の
茂
左
衛
門

二
四

石
）
が
羽
黒
組
に
属
し
て
い
た
が
、
茂
左
衛
門
は
文
化
四
年
に
花
輪
組
へ
、
嘉
平
次
は
文
化
八
年
に
同
じ
く
花
輪
組
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
編
成

替
え
と
な
り
、
結
果
と
し
て
羽
黒
組
の
組
高
は
一
定
規
模
を
保
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
他
知
行
所
・
他
村
の
百
姓
を
適
宜
編
成
替
え
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
組
高
の
規
模
が
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

属
人
的
編
成
を
と
る
入
地
組
に
お
い
て
は
、
組
を
超
え
た
土
地
取
引
に
よ
っ
て
、
土
地
所
持
者
の
所
属
組
と
、
土
地
の
所
属
組
と
の
齟

齬
が
常
に
発
生
す
る
。
そ
こ
で
「
名
寄
帳
」
の
改
訂
時
に
土
地
の
所
属
組
を
変
更
し
、
齟
齬
の
解
消
が
図
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け

で
は
組
高
の
規
模
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
た
め
、
他
知
行
所
・
他
村
の
土
地
所
持
者
の
所
属
組
を
適
宜
編
成
替
え
し
、
各
組
の
組
高
が
一

定
規
模
に
な
る
よ
う
調
整
す
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
に
よ
っ
て
、
表
３
に
見
た
よ
う
な
組
高
の
変
遷
が
実
現
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
は
小
括
に
て
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑷
年
貢
徴
収
業
務
と
役
銭
徴
収
業
務

名
主
時
代
の
分
析
の
最
後
に
、
年
貢
徴
収
業
務
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
田
方
勘
定
帳
」
は
年
貢
米
徴
収
業
務
の
基
本
帳
簿

で
あ
る
。
文
化
八
年
分
を
も
と
に
、
気
づ
く
点
を
列
挙
す

34
）

る
と
、
①
作
成
さ
れ
る
の
は
毎
年
一
冊
で
あ
り
、
作
成
者
は
名
主
で
あ
る
、
②

記
載
は
名
寄
形
式
で
、
土
地
所
持
者
ご
と
に
、
地
目
ご
と
の
合
計
反
別
、
役
高
、
利
用
状
況
に
応
じ
た
引
高
、
こ
れ
ら
を
引
い
て
算
出
さ

れ
る
年
貢
高
、
年
貢
高
に
定
数
を
掛
け
て
算
出
さ
れ
る
取
米
高
が
記
さ
れ
、
納
入
の
記
録
が
続
く
、
③
「
名
寄
帳
」
の
よ
う
な
入
地
組
の
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し
か
し
文
化
四
年
「
名
寄
帳
」
に
な
る
と
、
組
高
は
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
新
た
に
福
俵
組
が
作
ら
れ
て
い
る
。
文
化
四
年
「
名
寄
帳
」

と
、
文
化
六
年
「
千
石
割
元
帳
」
と
は
、
組
高
が
完
全
に
一
致
す
る
。
文
化
八
年
「
名
寄
帳
」
の
組
高
は
、
文
化
四
年
と
若
干
異
な
り
、

文
化
九
年
・
一
一
年
「
千
石
割
元
帳
」
の
組
高
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
て
、
そ
れ
が
文
政
元
年
の
「
名
寄
帳
」
に
な
る
と
、
ま
た
組
高
が
若

干
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
若
干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
各
組
の
組
高
は
一
定
の
規
模
を
保
ち
続
け
て
い
る
こ
と
に
も
注

目
し
た
い
。
組
は
属
人
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
組
を
超
え
た
土
地
取
引
に
よ
っ
て
組
高
は
常
に
変
動
す
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
組
高
が
数
年
間
は
固
定
さ
れ
て
お
り
、
数
年
ご
と
に
若
干
の
変
動
を
す
る
も
の
の
、
組
の
規
模
は
一
定
水
準
を
保
ち

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

属
人
的
編
成
を
と
る
は
ず
の
組
の
組
高
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
一
定
規
模
を
保
ち
続
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
点
を
表
４
に
よ
っ
て

検
討
し
た
い
。
こ
の
表
は
、
現
存
す
る
四
つ
の
「
名
寄
帳
」
を
も
と
に
、
各
組
の
家
の
構
成
と
変
化
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
左

端
の
「
組
名
」
欄
は
、
各
家
が
所
属
す
る
入
地
組
名
を
、「
冊
名
」
欄
は
、
一
一
冊
作
成
さ
れ
る
名
寄
帳
の
う
ち
い
ず
れ
の
冊
に
記
載
さ

れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
組
名
と
冊
名
が
一
致
し
て
い
る
の
は
松
平
知
行
所
付
の
百
姓
で
あ
り
、
冊
名
が
「
村
入
石
」
で
あ
れ
ば
台

方
村
内
の
他
知
行
所
付
の
百
姓
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
「
名
寄
帳
」
間
で
の
所
属
入
地
組
の
異
同
を
、「
組
の
異
同
」
欄
に
整
理
し
た
。

こ
の
表
か
ら
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
松
平
知
行
所
付
の
百
姓
に
つ
い
て
は
、
入
地
組＝

居
住
入
地
と
し
て
固
定
さ
れ
て

お
り
、
他
組
に
編
成
替
え
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
第
二
に
、
村
内
他
知
行
所
や
他
村
の
百
姓
に
つ
い
て
は
、
対
照
的
に
組
替
え
が
頻
繁
で

あ
る
。
例
え
ば
弥
勒
組
の
村
入
石
の
最
上
段
に
い
る
源
兵
衛
の
場
合
を
見
れ
ば
、
同
家
は
大
作
に
居
住
し
て
い
る
が
、
寛
政
一
一
年
に
は

弥
勒
組
、
文
化
四
年
に
は
花
輪
組
、
文
化
八
年
以
降
は
再
び
弥
勒
組
と
、
所
属
組
が
頻
繁
に
替
わ
っ
て
い
る
。
居
住
入
地
と
入
地
組
の
関

係
に
注
目
す
る
と
、
源
兵
衛
の
よ
う
に
全
く
関
係
を
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
居
住
入
地
と
同
じ
入
地
組
に
編
成

さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
役
銭
徴
収
を
担
う
入
地
組
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
入
地
組
構
成
員
が
入
地
居
住
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
方

114
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表4 名寄帳」にみる各組の構成

組
名

冊
名

寛政11年「七組役高改覚帳」

居住 名 役高
組の異同

文化４年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

→×

×→ (弥勒) 久六 4.8410

×→ (弥勒) 太兵衛 27.4907

×→ 弥勒 としまや次助 4.

(弥勒) 長五郎 32.4120 弥勒 長五郎こと長右衛門 33.5506

0926 →×

×→ 弥勒 逸平分権左衛門 2.3940 (弥勒) 権左

(弥勒) 善六分長五郎 1.1807 →×

衛門 10.7456

弥勒 三しう屋兵吉 0.1960 弥勒 三州

(弥勒) 彦五郎事彦右衛門 2.6790 弥勒 彦右衛門 2.6790

屋兵吉 0.1960

弥勒 又助こと六右衛門 0.8027

(弥勒) 貞広事逸平 1.7100 弥勒 逸平こと平兵衛 1.7100

(弥勒) 六右衛門 0.8027

花輪より→ 大作 源兵衛 1

(弥勒) 徳右衛門 9.7172 弥勒 徳右衛門 5.9840

.7967 大作 源兵衛 1.7967

大作 太郎左衛門 8.072

×→ 弥勒 善兵衛 3.1313

0 →×

→×

×→ 大作 太右衛門 3

弥
勒
組 ×→ (弥勒) 善兵衛女房 5.2920

.0240

×→ 大作 茂右衛門 0.9280

弥勒 佐次右衛門 6.2107 弥勒 佐次右衛門 2.8747

羽黒より→ 弥勒 次兵衛 6.9777 弥勒 治兵衛 9.4426

→× ×→ (弥勒

×→ 弥勒 三しうや兵吉 0.1960

) 七之丞 0.4440

×→ 弥勒 与茂助 1.3720

×→ 弥勒 重

×→ 弥勒 又助 0.8027

右衛門 1.1200

大門より→ 弥勒 次郎左衛門 0.4560 弥勒 治郎

大作 源兵衛 7.4293 →花輪へ

左衛門 0.4560

大門 政次郎 8.4310 大門 政次郎 8

大作 太郎左衛門 10.0833 大作 太郎左衛門 7.1440

.4310

大作より→ 砂郷 善右衛門

×→ 弥勒 源太郎 0.1773

9.8159 砂郷 善右衛門 10.8542

上宿 与八 4.852

弥勒 佐次右衛門 9.3700 弥勒 佐次右衛門 7.7227

7 上宿 与八 7.9230

×→ 上宿 紺屋喜八 1.2000

花輪

村
入
石

弥勒 治兵衛 3.6446 →羽黒へ

より→ 上宿 惣右衛門 7.6377 上宿 惣右衛門 7.4377

弥勒 七之丞 0.4440 弥勒 七之丞 0.4440

上宿 茂兵衛 16.4673 上宿 茂兵衛 16.4673

上宿

弥
勒
組

権右衛門 23.7764 上宿 権右衛門 22.1908

→羽黒へ

×→ 上宿 丹七 1.5863

→大門へ

花

大門より→ 大門 政治郎 8.4310

輪より→ 岩崎 六右衛門 3.5140 岩崎 六右衛門 3.5140

×→ 岩崎 又兵衛 7.7000 岩崎 又兵衛 4.1800

×→ 上宿 与八 4.5547

×→ 谷 長三郎 3.0053 谷 長三郎 3.0053

羽黒より→ 谷 本漸寺塔中寛源院 2.4290 (谷) 本漸寺塔中寛源院 2.4290

→×

新宿

大作より→ 上宿 茂兵衛 16.4673

勘兵衛 3.2467 新宿 勘兵衛 3.2467

大作 松右

上宿 庄兵衛 19.8284 →羽黒へ
上
宿 上宿 庄兵衛 10.1143

上宿 逸平 3.0217 →羽黒へ

上宿 権右衛門 29.7018 上宿 権右衛門 23.7764

衛門 9.7114 (大作) 松右衛門 11.9834

花輪より→ 上宿 茂右衛門 1.5550

上宿 八兵衛 4.6290 →×

岩崎 新兵衛 20.2273 →羽黒へ

×→ 岩崎 伝兵衛 28.8183

岩
崎

谷 真城坊 1.3570 →大門へ

花輪より→ 谷 西福寺 2.9727

大門より→ 新宿 勘兵衛 3.2467

(大作) 松右衛門 6.9320 大作 松右衛門 6.9320

116

組の異同
文化８年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高
組の異同

文政元年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

(弥勒) 長右衛門 34.6167 弥勒 長右衛門 17.1458

×→ (弥勒) 長五郎 13.5500

×→ 弥勒 長次郎 1.0687

弥勒 彦右衛門 0.2850 弥勒 彦右衛門 0.2850

(弥勒) 平兵衛 1.7100 弥勒 平兵衛 1.7100

(弥勒) 徳右衛門 0.5040 (弥勒) 徳右衛門 0.5040

(弥勒) 善兵衛 3.2573
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組
名

冊
名

寛政11年「七組役高改覚帳」

居住 名 役高
組の異同

文化４年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

弥勒より→ 大作 源兵衛 6.5380

大門より→ 大門 甚兵衛 0.4946

118

組の異同
文化８年

(大作) 利右衛門 0.6800 大作 利右衛門 0.6800

「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高
組の異同

文政元年「田畑反別名寄帳

(大作) 五郎兵衛 8.5550 大作 五郎兵衛 8.5550

」

居住 名 役高

大作 利右衛門こと次助 0.6800 (大作) 次助 0.6800

大作 五郎兵衛こと卯之三郎 8.5550 (大

(大作) 喜八 0.5153 大作 喜八こと新右衛門 0.5153

作) 卯之三郎こと周助 12.7663

×→ 大作 五郎兵衛倅留八 5.0732 →×

大作 新右衛門こと万次郎 0.219

(大作) 嘉平治 4.2753 大作 嘉平次 4.9150

0 (大作) 新右衛門こと万次郎 0.2193

(大作) 勘

×→ 大作 嘉右衛門 1.8800

右衛門 10.6314

大作 嘉平次 5.6533 (大作) 嘉

大
作
組

(大作) 大林寺 0.5773 大作 大林寺 0.5773

平次 5.4903

大作 嘉右衛門 0.2000 (大作)

(大作) 太兵衛 0.2873 大作 太兵衛 0.2873

嘉右衛門 0.2000

大作 大林寺 0.5773 (大

(大作) 平兵衛 1.7147 大作 平兵衛 0.4735

作)

(大作) 彦右衛門 7.5079 大作 彦右衛門 7.5078

大林寺 0.5773

大作 太兵衛 0.2873 (大作) 太兵衛 2.943

(大作) 新兵衛 1.4330 大作 新兵衛 1.4330

3

→×

大作 彦右衛門 7.5780 (大作) 彦右衛門こ

(大作) 長次 0.4733 大作 長次こと次郎兵衛 3.4973

と新左衛門 7.5080

大作 新兵衛 1.4330 (大作) 新兵衛 1

(大作) 是恕分長次 7.0560 →×大
作
組 (大作) 忠平 2.2560 大作 勘七こと忠平 2.2506

.4330

大作 七次こと次郎兵衛

善六分組田 6.3680 弥勒善六分組引請 6.3680

2.6247 (大作) 治郎兵衛 2.1513

大作 忠

×→ 大作 忠助 2.1513

助こ

大作 孫右衛門 0.1400 大作 孫右衛門 0.1400

と定五郎 2.2560

善六分組田 6.3680 善六分

村
入
石

組引請 6.3680

→×

大作 孫右衛門 1.1807 大作 孫

大門より→ 砂郷 善右衛門こと新兵衛 10.9270

右衛門 1

砂郷 平六 1.7360

上宿 茂兵衛 16.4673 →弥勒へ
上
宿

.1807

花輪より→ 大作 浄光寺 3.2693 大作 常光寺 3.2693

→弥勒へ

大門より→ 上宿 彦右衛門 1.7407 上

谷 仙妙坊 0.4920 (谷) 本漸寺塔中仙妙坊 0.4920

宿 彦右衛

岩崎 清十郎 46.6729 岩崎 清十郎こと太兵衛 60.7250

門 1.7407

大門より→ 上宿 久四郎 1.5587 上宿 久四郎 1.5

岩
崎

587

→花輪へ

岩崎 太兵衛弐番組 60.0370 岩崎 太兵衛弐

大門より→ 岩崎 権三郎岩崎藤七ニ成 0.8680

番組 60

新宿 弥治馬 0.8353 →砂郷へ

.5121

岩崎 太兵衛三番組 6.7566 岩崎 太兵衛三番

(花輪) 忠左衛門 8.7174 →×

(花輪) 勘左衛門 27.6150 花輪 勘左衛門 30.5566

組 17.9753

→花輪へ

砂郷より→ 新宿 弥治馬 0.8353 新

(花輪) 新助 0.1587 花輪 新助 0.1587

宿 弥治馬 0.8353

花輪 勘左衛門 34.0613 (花輪) 勘左衛門 29.8

(花輪) 孫兵衛 2.7620 花輪 孫兵衛 15.6894

053

(花輪) 新助こと五郎兵衛 0.1587 →×

×→ (花

(花輪) 庄右衛門おばつる 1.2833 花輪 庄右衛門おばつる 1.2833

輪) 久左衛門 1.9360

花輪 孫兵衛 1

(花輪) 大法寺 2.4060 花輪 大法寺 2.4060

5.6894 (花輪) 孫兵衛 17.2287

花輪 庄右

(花輪) 平八 0.6580 花輪 平八 4.6100

衛門おばつる 0.8633 →×

花輪 大法寺 2.4060 (花輪)

×→ 花輪 彦左衛門倅平蔵 1.6380

大法寺 1.3366

花輪 平八こと平次郎 6.4300 (花輪

花
輪
組

(花輪) 彦左衛門 0.2007 花輪 彦左衛門 1.9227

) 平次郎 11.0634

花輪 彦左衛門倅平蔵 1.6380 (花輪) 平蔵 1

(花輪) 重郎左衛門 0.2380 花輪 重郎左衛門 0.2380

.6

(花輪) 惣兵衛 19.0947 花輪 惣兵衛 22.0734

380

花輪 彦左衛門こと彦四郎 1.9227 →×

×→ (花

×→ 花輪 慶春 0.6527

輪) 清四郎 0.2287

(花輪) 八左衛門 0.2100 花輪 八左衛門 0.2100

→×

花輪 惣兵衛 21.2334 (花輪) 惣兵衛 21.23

(花輪) 彦四郎 3.8726 →×

(花輪) 平六 0.5600 花輪 平六こと忠平 1.2227

34

花輪 慶春 0.6527

花輪 八左衛門 0.2100 (花輪) 八左衛門 0.2100

花輪 平七

(花輪) 半右衛門 5.1220 花輪 半右衛門 0.8687

こと忠平 0.8563 (花輪) 忠平 0.8563

(花輪) 清四郎忠平持ニ成 1.0694

花輪 半右衛門 0.8687 (花輪) 半右衛門 0.8687

→弥勒へ

大門 甚兵衛 0.4946 大門 甚兵衛 0.4946



121 第二章 台方村の小集落と知行所(小松)

組
名

冊
名

寛政11年「七組役高改覚帳」

居住 名 役高
組の異同

文化４年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

衛 0.8177

×→ 上宿 久八 0.5227

→弥勒へ

→大門へ

→大門へ

→羽黒へ

大作より→ 谷 本漸寺塔中仙妙坊 0.4920 (谷)

村
入
石

×→ 弥勒 小左衛門養子太左衛門 3.5200

本漸寺塔中仙妙坊 0.4920

×

砂郷より→ 大作 常光寺 3.2693

→ 岩崎 武

砂郷 善右衛門 34.9920 →大門へ花
輪
組 上宿 又兵衛 2.1887 →×

上宿 茂右衛門 1.5550 →弥勒へ

上宿 久四郎 1.5587 →大門へ

右衛門 1.0020 →×

大作より→ 岩崎 藤七 0.8680 岩崎 藤七 0.8680

→弥勒へ

×→ 新宿 かまや勘左衛門 5.2780 新宿 かまや勘左衛門 6.9713

×→ 新宿 彦左衛門 1.7906 新宿 彦左衛門 1

上
宿

.7906

→×

羽黒 彦兵衛 108.0547 (羽黒) 彦兵衛 96.5246

羽黒

上宿 惣右衛門 6.0673 上宿 惣右衛門 8.8137

彦兵衛母

×→ 上宿 佐助 0.3300

りん 1.

×→ 上宿 吉左衛門 2.9935

6474

×→ 上宿 小七 1.2600

→×

(

谷 西福寺 2.9727 →弥勒へ

羽黒) 忠蔵 0.4933 (羽黒) 忠蔵 0.1433

羽黒 勘十郎 1.6013 (羽黒) 勘重郎 8.2640

羽黒 平五郎 1.4140 (羽黒) 平五郎 1.4140

羽黒 伝

岩
崎 岩崎 六右衛門 3.5140 岩崎 六右衛門 3.5140

四郎 16

岩崎 利助 2.4790 →×

.2167 (羽黒) 伝四郎 12.9173

×→ (羽黒) 清五郎 3.2993

羽黒 藤七妹かる 0.3000 (羽黒) 藤七孫かな 0

羽黒より→ 新宿 茂左衛門 17.0271

.3

(羽黒) 彦兵衛 18.4677 (羽黒) 彦兵衛 45.1010

000

羽黒 伊之松こと次郎吉 0.3000 (羽黒) 治郎吉 0

(羽黒) 八郎左衛門 14.0439 →×

×→ 羽黒 彦兵衛母りん 1.6474

.3000

羽黒 茂七こと清左衛門 1

(羽黒) 忠蔵 4.0334 羽黒 忠蔵 4.0334

.4040 (羽黒) 清左衛門 1.6800

羽黒 忠兵衛

(羽黒) 勘十郎 4.8800 羽黒 十内こと勘重郎 4.1100

10.5399 (羽黒) 忠兵衛 10.5399

羽黒 源

(羽黒) 平五郎 1.4140 平五郎 1.4140

八こと源兵衛 0.1100 (羽黒) 源兵衛 0.1100

(羽黒) 伝四郎 16.7927 羽黒 伝四郎 16.2167

(羽黒) 清蔵 0.1333 (羽黒) 清蔵 0.1333

羽黒 幸助 3.9917 (羽黒) 幸

×→ 羽黒 藤七 0.3000

助 4.1500

羽黒 半左衛門こと松之郷村富次郎 0.2000

羽
黒
組 (羽黒) 伊之松 0.3000 羽黒 伊之松 2.4093

(羽黒) 半左衛門こと松之郷村富次郎 0.2000

×→ (羽黒) 次助

(羽黒) 茂七こと清左衛門 4.6380 羽黒 茂七こと清左衛門 3.4040

4.0926

→弥勒へ

羽黒 吉兵衛 2.9394 →×

上宿 逸平 3.0

(羽黒) 忠兵衛 3.1666 羽黒 忠兵衛 10.5399

217 上宿 逸平 3.0217

弥勒より→ 上宿 茂右衛門 1.

(羽黒) 源八こと源兵衛 6.5540 羽黒 源八こと源兵衛 2.4247

5550 上宿 茂右衛門 4.5790

花輪より→ 上宿 小七 1.26

(羽黒) 清蔵 0.1333 羽黒 清蔵 0.1333

00 →×

×→ 上宿 嘉兵衛 1.0740 上宿 嘉兵衛 1.0

(羽黒) 平七 5.3267 →×

(羽黒) 幸助 3.9917 羽黒 幸助 3.9917

740

×→ 羽黒 半左衛門 0.2000

弥勒より→ 弥勒 治兵衛 4.3003村
入
石 ×→ 羽黒 吉兵衛 2.9394

弥勒より→ 上宿 逸平 3.0217羽
黒
組

上
宿

120

組の異同
文化８年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高
組の異同

文政元年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

×→ 砂郷 庄兵衛 3.5247 →×

大作 太左衛門 2.6560 →×

→大作へ

羽黒より→ 上宿 嘉平治 30.6683 上宿 嘉平次 31.6703

羽黒より→ 上宿 つぼや喜兵衛 1.5987 上宿 つぼや喜兵衛 4.5623

×→ 上宿 いづみや庄次郎 3.5447 上宿 いづみや庄次郎 0.5720

×→ 上宿 半次郎 2.9727

×→ 上宿 八郎兵



123 第二章 台方村の小集落と知行所(小松)

組
名

冊
名

寛政11年「七組役高改覚帳」

居住 名 役高
組の異同

文化４年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

6.8072 (大門) 妙福寺 6.8072

定使田 2.7000 定使田 2.7020

大門 茂

上宿 嘉平次 25.0463 上宿 嘉平次 29.9683

助 0.1

上宿 つぼや喜兵衛 1.5987 上宿 つぼや喜兵衛 1.5987

200

弥勒より→ 上宿 庄兵衛 12.8590

(大門)

砂郷より→ 岩崎 伝兵衛岩崎伝右衛門ニ成 0.9973

茂助 0.

弥勒より→ 岩崎 新兵衛 2.6947

1200

岩
崎 大門より→ 谷 本漸寺塔中寛源院 2.4290

大門 経

新宿 茂左衛門 24.0321 →花輪へ

本須賀 四郎左衛門 1.9343

福俵 佐兵衛 2.4127

福俵 伊兵衛 1.2903

福俵 与五左衛門 1.0610

福俵 三郎兵衛 1.3813

福俵 富治郎 2.3637
福
俵
入
石

→福俵へ
福俵 本福寺 0.8493

福俵 八郎左衛門 2.2377

福俵 甚右衛門 3.0800

下田中 源兵衛 0.8167

押堀 藤右衛門 2.4450

押堀 半兵衛 2.4320

(大門) 喜平治 1.7870 大門 喜左衛門 0.0650

竹坊 2.7520 (大門) 経竹坊 2.7520

→弥勒へ

→

(大門) 清右衛門 36.3586 大門 清右衛門 26.2381

×

→砂郷へ

→砂郷へ

→大作へ

花輪より→ 上宿 佐助 3.7647

(大門) 彦右衛門 27.5794 大門 重右衛門 21.7924

上宿 佐助 3.7647

花輪より→ 上宿 吉左衛門 2.9935 上宿

大
門
組

(大門) 妙福寺 6.8073 大門 妙福寺 6.8072

吉左衛門 2.9935

上宿 嘉七 2.0193 上宿 嘉七

祭礼田 2.7020 定使田祭礼田ニ成 2.7020

2.0793

→大作へ

上宿 木出源左衛門 1

(大門) 佐助 0.1200 大門 茂助 0.1200

.1527 →×

弥勒より→ 岩崎 伝兵衛 27.3413

(大門) 経什坊 2.7520 大門 経什坊 2.7520

岩崎 伝兵衛 27.2413

羽黒より→ 岩崎 伝右衛門 7.

大門 政治郎 7.6020 →弥勒へ

(大門) 太郎右衛門分政治郎 1.5407

大門 甚兵衛 0.4946 →花輪へ

弥勒 次郎左衛門 16.2787 弥勒 治郎左衛門 5.2252

0217

村
入
石

大門 吉蔵 6.1332 →×

砂郷 善右衛門 19.3767 →大作へ

花輪より→ 砂郷 善右衛門こと新兵衛 36.3770

岩

砂郷より→ 砂郷 孫右衛門 5.2013

崎 伝右衛

大
門
組

×→ 砂郷 文蔵 1.7520

門 7.0

上宿 彦右衛門 1.7407 上宿 彦右衛門 1.7407

217

→×

羽黒より→ 新宿 茂左衛門 12.2350 新宿 茂左衛門 8.1526

岩崎 新兵衛 0.2700 →×

→×

上
宿 砂郷より→ 上宿 嘉七 3.1393

花輪より→ 上宿 久四郎 1.5587

×→ 上宿 木出源左衛門 1.1527

谷 寛源院 2.4290 →羽黒へ

岩崎 権三郎 0.8680 →大作へ

岩
崎 弥勒より→ (谷) 本漸寺塔中真城坊 1.3570

新宿 勘兵衛 3.2467 →弥勒へ

×→ 片貝 三郎治引請世話砂郷新兵衛 4.0926

×→ 広瀬 吉左衛門 1.4080

122

組の異同
文化８年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高
組の異同

文政元年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

→花輪へ

→花輪へ

→砂郷へ

→大門へ

→大門へ

→弥勒へ

大門 喜左衛門 0.8400 (大門) 喜左衛門 0.8400

大門 清右衛門 18.7214 (大門) 清左衛門 18.7214

大門 重右衛門 21.0457 (大門) 重右衛門 21.0457

大門 妙福寺



125 第二章 台方村の小集落と知行所(小松)

組
名

冊
名

寛政11年「七組役高改覚帳」

居住 名 役高
組の異同

文化４年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

右衛門 1.1760

砂郷 彦左衛門 8.5920 (砂郷) 彦左衛門 5.7403

砂郷 与四郎 0

(砂郷) 新四郎 3.7606 砂郷 新四郎 2.5526

.2053 (砂郷) 与四郎 1

(砂郷) 幸八 0.4047 砂郷 幸八 0.4047

.4233

砂郷 市左衛門 7.6430 (砂郷) 市左衛門 4.2

(砂郷) 彦左衛門 12.2338 砂郷 彦左衛門 8.5920

957

砂郷 文六 5.2383 →×

砂郷 藤吉 0.3600

×→ 砂郷 与四郎 1.4233

(砂郷) 藤吉こと源助 0.3600

砂郷 源次郎 2.36

(砂郷) 七助 0.2667 →×

(砂郷) 金蔵 0.2340 →×

(砂郷) 市左衛門 6.3533 砂郷 市左衛門 7.6430

33 (砂郷) 源次郎こと幸助 1.7272

砂郷 四郎左衛門

(砂郷) 文六 7.7770 砂郷 文六 5.2383

3.5490 (砂郷) 四郎

(砂郷) 藤吉 0.3600 砂郷 藤吉 0.3600

左衛門 8.2917

砂郷 平蔵 0.2673 →×

砂郷 五左衛

(砂郷) 小四郎 0.3233 →×

(砂郷) 源次郎 3.9230 砂郷 源次郎 2.3633

門 0.3643 (砂郷) 五左衛門 7.4013

砂郷 七郎兵衛こ

(砂郷) 四郎左衛門 0.4000 砂郷 四郎左衛門 0.4000

と八郎兵衛 5.8520 (砂郷) 八郎兵衛 6.3014

砂郷 安

×→ 砂郷 平蔵 0.2673

右衛門 3.7327 (砂郷

砂
郷
組 (砂郷) 五左衛門 1.0293 砂郷 五左衛門 0.3643

) 安右衛門 3.7327

砂郷 文長 16.6735 (砂郷)

(砂郷) 七郎兵衛 3.1500 砂郷 七郎兵衛こと三右衛門 4.3500

文長 15.1313

砂郷 重蔵 2.2056 (砂郷) 重蔵 2.2056

(砂郷) 安右衛門 0.8567 砂郷 安右衛門 3.7327

砂郷 天神田 1.7640 (砂郷) 天神田 1.7640

砂郷 長

(砂郷) 文長 8.1469 砂郷 文長 16.6735

右衛門こと長左衛門 3.1250 (砂郷) 長左衛門 3.

(砂郷) 伊八分文長 1.0103 →×

(砂郷) 兵蔵 1.9430 砂郷 重蔵こと兵蔵 3.2370

1250

砂郷 長四郎 1.6920 (砂郷) 長四郎

砂郷 天神田 1.7640 砂郷 天神田 1.7640

1.9767

→× ×→ (砂郷) 半重郎 0.3120

×→ (砂郷) 三左衛門後家 0.2700

砂郷 伊兵衛 0.1800 →×

→×

×→

砂
郷
組

砂郷 清吉 2.2877 →×

大門より→ 砂郷 文蔵 1.75

(砂郷) 半十郎 0.3120 砂郷 半十郎岩崎太兵衛ニ成 0.3120

20 →×

大門より→ 砂郷 孫右衛門 5.8639 砂郷 孫右衛門 2.0000

×

(砂郷) 伊兵衛 0.2980 砂郷 伊兵衛上宿与八ニ成 0.2980

→ 砂郷 平兵衛 0.9474 砂

×→ 砂郷 小七 5.5294

郷 平

大作 常光寺 3.2693 →花輪へ

兵衛 2.7204

×→ 砂郷 甚兵衛 2.2877

×→ 砂郷 吉左衛門 2.

砂郷 孫右衛門 7.4444 →大門へ

3186

×→ 砂郷 甚右衛門 0.6627

→×

川場 長左衛門 1.7360 川場 長左衛門 1.7360

羽黒より→ 上宿 伊勢

村
入
石

屋庄兵衛 1.6070 →不明

上宿 兵右衛門 1.0647

→×

岩崎 太兵衛 75.5147

×→ 砂郷 甚蔵彦兵衛ニ成 0.8820

岩崎

×→ 川場 長左衛門引請世話人砂郷今介 1.7360

太兵衛壱番組 75.5147

→大作へ

大豆谷 甚五右衛

上宿 嘉七 2.0193 →大門へ

門 4.8737 大豆谷 甚五右衛門 7.2990

上
宿

大豆谷 増右衛門 7.54

×→ 上宿 清助 0.4533

54

岩崎 清十郎 82.3033 岩崎 清十郎こと太兵衛 81.0016

大豆谷 増右衛門 5.1452

大豆谷 久八 3.3330 大豆

岩
崎 岩崎 伝兵衛 0.6440 →羽黒へ

大作より→ 新宿 弥治馬 0.8353

谷 久八 3

大豆谷 甚五右衛門 7.2990 大豆谷 甚五右衛門 4.8737

.3330

×→ 大豆谷 久兵衛 1.3280

大豆谷 半左衛門 1.3

大豆谷 増右衛門 5.1200 大豆谷 増右衛門 7.5454

280 →×

大豆谷 善蔵 8.1280 大豆谷 善蔵 5.188

大豆谷 久八 3.3330 大豆谷 久八 3.3330

0

×→ 大豆谷 清助 1.9347

大豆谷 半左衛門 1.3280 大豆谷 半左衛門 1.3280

大豆谷 善蔵 5.1880 大豆谷 善蔵 7.1247

124

組の異同
文化８年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高
組の異同

文政元年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

砂郷 新四郎 1.7966 →×

砂郷 幸八 1.5807 (砂郷) 幸八こと又



127 第二章 台方村の小集落と知行所(小松)

組
名

冊
名

寛政11年「七組役高改覚帳」

居住 名 役高
組の異同

文化４年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

大豆谷 善右衛門 16.0767 大豆谷 善右衛門 18.4184

→×

×→ 大豆谷 重左衛門 4.83

×→ 大豆谷 五左衛門 1.7453

47

大豆谷 留右衛門 2.2080

大豆谷 勘左衛門 2.1400 大豆谷 勘左衛門 2.1400

大豆谷 重左衛門 4.8347

×→ 大豆谷 織右衛門 3.916

大豆谷 彦右衛門 1.0360 大豆谷 彦右衛門 1.0360

0

→×

福俵 佐兵衛 2.4127 福俵 佐兵衛 2.4127

大
豆
谷
組

大
豆
谷
組

大豆谷 蓮妙坊 2.6280 大豆谷 蓮妙坊源蔵引請 2.6280

福俵 伊兵衛こと庄左衛門 1.2903 福俵 庄左衛門 1.2903

福俵 与

大豆谷 久右衛門 14.9057 大豆谷 久右衛門 7.5338

五左衛門 2.3580 福俵 与五左衛門 2.3560

福俵 吉

大豆谷 三郎治久右衛門引受 4.0926 →×

大豆谷 六郎左衛門 2.3893 大豆谷 六郎左衛門 5.5017

右衛門 0.3570 福俵 吉右衛門 0.3570

福俵 三郎兵衛 1

大豆谷 仁兵衛 9.0973 大豆谷 仁兵衛 9.0973

.3813 福俵 三郎兵衛 1.3813

福俵 富治郎 2.

大豆谷 甚右衛門 7.2990 大豆谷 甚右衛門こと源蔵 0.4920

3637 福俵 富次郎 2.3637

福俵 本福寺 0.8493 福俵 本福寺 0.

×→ 大豆谷 善右衛門 5.4952

8493

福俵 八左衛門 2.2377 福俵 八郎左衛門 2.237

×→ 大豆谷 喜兵衛 4.8347

7

下田中 源兵衛 0.8177 下田中 源兵衛 0.8167

→×

×→ 福俵 要七 1.8503 福俵

大豆谷 源治郎 23.8642 →×

×→ 赤坂 良右衛門彦兵衛ニ成 5.5697

要七

福俵 佐兵衛 2.4127

1.8503

福俵 甚右衛門 3.0800 福俵 甚右

福俵 伊之丞こと庄左衛門 1.2903

衛門 3.0800

×→ 福俵 文左衛門 1.8853

×→ 福俵 栄治 1.0

福俵 与五左衛門 2.3580

314

押堀 藤右衛門 2.4450 押堀 藤右衛門 2.445

福俵 吉右衛門 0.3570

0

押堀 八左衛門 2.4320 押堀 八左衛門 2.432

福俵 三郎兵衛 1.3813

0

→×

押堀 勘兵衛 0.5950 押堀 勘兵衛 0.595

福俵 富治郎 2.3637

0

押堀 吉兵衛 2.1847 押堀 吉兵衛 2.1847

福俵 本福寺 0.8493

油井 勘兵衛 2.1443 →×

→×

×→ 大作 与左衛門

福俵 八郎左衛門 2.2377

4.9070

×→ 大作 清蔵 1.3347

砂郷より→ 上宿 伊

下田中 源兵衛 0.8167

勢屋庄兵衛 1.6070

田中 源八 0.1050福
俵
組

福
俵
組

羽黒より→

福俵 甚右衛門 3.0800

押堀 藤右衛門 2.4450

押堀 八左衛門 2.4320

押堀 助左衛門吉兵衛ニ成 2.1847

押堀 勘兵衛 0.5950

油井 勘兵衛 2.1443

福俵 太兵衛大豆谷善右衛門ニ成 8.4653

不
明

126

組の異同
文化８年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高
組の異同

文政元年「田畑反別名寄帳」

居住 名 役高

→×

大豆谷 勘左衛門 1.0480 大豆谷 勘左衛門 1.0480

大豆谷 彦右衛門 1.0360 大豆谷 彦右衛門 1.0360

大豆谷 蓮妙坊源蔵引請 2.6280 大豆谷 蓮妙坊源蔵引請 2.6280

大豆谷 久右衛門 1.0757 大豆谷 久右衛門 1.0757

大豆谷 六郎左衛門 5.5017 大豆谷 六郎左衛門 3.1124

大豆谷 仁兵衛 6.4413 大豆谷 仁兵衛 6.4413

大豆谷 甚右衛門こと源蔵 0.4920 大豆谷 甚右衛門こと源蔵 0.4920



行
所
・
他
村
の
者
の
手
に
渡
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
組
の
編
成
替
え
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
組
高
は
錯
綜
し
た
形
と
な
る
。

残
念
な
が
ら
、
文
政
元
年
以
降
の
組
高
構
成
の
全
体
像
を
記
し
た
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
後
の
有
原
家
の
所
持
地
構
成
か
ら
こ
の

点
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

は
じ
め
に
天
保
五
年
作
成
の
「
田
畠
高

35
）

改
帳
」
と
い
う
、
有
原
家
の
所
持
地
を
整
理
し
た
帳
簿
を
見
る
と
、
松
平
分
の
田
畑
は
、
花
輪

組
に
四
石
余
と
、
羽
黒
組
に
五
石
余
が
存
在
し
、
所
持
地
が
二
組
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
次
に
「
皆
済
帳
」
と
題
さ
れ
た
帳
簿
を
用

36
）

い
る
。

こ
れ
は
有
原
家
に
課
さ
れ
た
年
貢
諸
役
に
つ
い
て
、
知
行
所
・
村
ご
と
費
目
ご
と

に
納
入
量
や
皆
済
日
が
記
さ
れ
、
一
部
に
つ
い
て
は
担
当
村
役
人
が
捺
印
を
行
っ

た
帳
簿
で
あ
る
。
表
５
は
「
皆
済
帳
」
の
役
銭
納
入
記
録
を
も
と
に
持
高
を
逆
算

し
、
入
地
組
・
知
行
所
ご
と
の
持
高
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
の
性
格
上
、

同
家
所
持
地
の
す
べ
て
が
現
れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
有
原

家
の
所
持
地
は
複
数
の
入
地
組
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
関
係
す
る
入
地
組
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

以
上
、
断
片
的
な
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
天
保
期
以
降
、
複
数
組
に
ま
た
が

る
土
地
所
持
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
の

こ
と
を
も
っ
て
、
文
政
元
年
以
降
、
一
度
も
組
の
再
編
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は

断
定
で
き
な
い
。
天
保
五
年
の
松
平
知
行
分
の
有
原
家
所
持
地
合
計
は
一
〇
石
弱
、

天
保
一
三
年
の
羽
黒
組
高
所
持
地
は
一
五
石
弱
で
あ
り
、
天
保
五
年
の
所
持
地
が
、

す
べ
て
羽
黒
組
高
に
再
編
さ
れ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
前
述
の
通
り
、
文
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表5 有原家の組・領分別持高 (単位：石)

天保５ 天保13 嘉永元 嘉永４

田畠高改帳 皆済帳

松平領分羽黒組 5.02 14.85 16.36 12.15

松平領分弥勒組 0.33

松平領分大作組

松平領分花輪組 4.12 11.70 12.16 7.16

松平領分大門組 2.91 3.00 2.91

松平領分砂郷組 0.67

三田領分 0.36 3.19 3.27

清水領分 4.42 2.25 3.91 3.77

河野領分 0.70 4.05 4.18 1.86

参照史料 天保５年： 田畠高改帳」［有原コ38］/天保13年・嘉永

元年：天保13年「御年貢米永皆済帳」［有原ツ33］/嘉永

４年： 御年貢米永皆済帳」［有原ウ86］

記
載
は
な
く
、
高
に
つ
い
て
も
組
高
の
区
分
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
点
、
お
よ
び
前
述
し
た
年
貢
徴
収
業
務
に
お
け
る
名
主
と
組
頭
の
役
割
の
差
を
考
え
る
と
、
組
頭
｜
入
地
組
の
系
統
は
、
年
貢

徴
収
に
は
全
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
年
貢
徴
収
業
務
は
年
貢
高
を
基
準
と
し
、
名
主
｜
知
行
所
の
系
統

の
み
で
完
結
し
て
い
る
。
一
方
で
組
頭
｜
入
地
組
系
統
は
、
役
高
を
基
準
と
す
る
役
銭
徴
収
業
務
の
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

４

安
政
年
間
｜
組
頭
時
代
｜

⑴
文
政
期
以
降
の
変
化

前
述
の
通
り
有
原
家
は
文
政
元
年
時
点
に
お
い
て
、
松
平
分
だ
け
で
一
〇
〇
石
弱
の
土
地
を
所
持
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
天
保
五
年

一
八
三
四
）
に
は
一
〇
石
程
度
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
文
政
元
年
「
名
寄
帳
」
に
は
、
天
保
期
ま
で
の
土
地
所
持
者
の
移
動
が
書
き
加

え
ら
れ
て
お
り
、
有
原
家
の
所
持
地
の
変
遷
を
見
る
と
、
修
正
が
重
ね
ら
れ
判
読
困
難
な
記
載
も
あ
る
た
め
デ
ー
タ
化
は
難
し
い
が
、
同

家
所
持
地
の
ほ
と
ん
ど
が
文
政
二
〜
三
年
に
他
家
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
事
実
上
の
分
散

破
産
）
で
あ
り
、
同
家

の
経
営
は
こ
こ
で
一
旦
破
綻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
政
元
年
「
名
寄
帳
」
に
天
保
期
ま
で
の
土
地
の
移
動
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
天
保
期
ま
で

は
こ
の
帳
簿
が
現
用
文
書
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
前
項
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、「
名
寄
帳
」
の
改
訂
と
同
時
に
組
の

編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
文
政
元
年
の
改
訂
以
降
し
ば
ら
く
の
間
は
改
訂
が
行
わ
れ
ず
、
組
の
編
成
替
え
も
な
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

文
政
初
年
に
有
原
家
の
所
持
地
の
多
く
が
売
却
さ
れ
た
こ
と
で
、
羽
黒
組
の
組
高
で
あ
っ
た
有
原
家
所
持
地
の
多
く
が
、
他
組
・
他
知
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「
千
石
割
元
帳
」
で
処
理
さ
れ
て
い
た
費
目
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
書
上
げ
の
の
ち
、「
村
用
」
と
「
組
用
」
の
各
合
計
額

お
よ
び
総
計
額
が
算
出
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
処
理
が
行
わ
れ
る
。

〔
史

37
）

料
８
〕

村
組
出
物

〆
金
弐
分
三
朱
ト
銭
拾
弐
貫
七
百
九
拾
弐
文

皆
為
銭

〆
銭
拾
七
貫
四
百
六
拾
八
文

此
処
江
高
請
分

五
拾
貫
八
百
文

引
〆

三
拾
三
貫
三
百
弐
拾
八
文

割
元
江
可
出
分

高
百
石
ニ
付

四
拾
弐
貫
百
三
拾
弐
文
割

銭
相
場
六
貫
八
百
文

三
拾
三
貫
三
百
弐
拾
八
文

割
元
江
可
出
分

内
一
、
金
弐
両
也

定
使
甚
太
郎
江
渡

…
…
①

一
、
壱
貫
百
四
拾
弐
文

半
右
衛
門
役
銭
可
請
取
分
継
合

…
…
②

一
、
三
百
七
拾
弐
文

重
右
衛
門
高
分
役
銭
可
請
取
分
継
合
…
…
②

一
、
百
八
拾
九
文

栄
蔵
分
役
銭
継
合
可
成
分

…
…
②

一
、
百
八
十
九
文

組
頭
役
料
駄
賃
分

…
…
③

一
、
金
壱
朱
也

金
左
衛
門
去
春
中
軍
用
金
上
納
飛
脚

…
…
④

一
、
壱
貫
六
百
弐
文

石
拾
弐
本
運
賃
駄
賃
分
引

…
…
⑤
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政
元
年
「
名
寄
帳
」
の
加
筆
が
天
保
期
ま
で
で
あ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
天
保
後
期
に
組
の
再

編
と
「
名
寄
帳
」
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は

か
な
り
高
い
と
言
え
る
。
た
だ
、
有
原
家
文
書
に

は
、
文
政
元
年
の
名
主
退
役
か
ら
、
安
政
年
間
に

組
頭
に
就
任
す
る
ま
で
の
間
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど

含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
期
間
の
組
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
の
検
討

は
困
難
で
あ
る
。

⑵
百
石
割
之
帳

組
頭
時
代

安
政
期
）
の
有
原
家
文
書
に
お
い
て

注
目
し
た
い
の
は
、「
百
石
割
之
帳
」
と
題
さ
れ

た
帳
簿
で
あ
る
。
表
紙
に
「
羽
黒
組
」「
組
頭
彦

兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
羽
黒
組
頭
彦
兵

衛
の
作
成
に
よ
る
帳
簿
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
安
政

三
年
の
も
の
を
例
に
検
討
し
よ
う
。
内
容
は
表
６
に
整
理
し
た
通
り
で
、「
村
用
」
と
「
組
用
」
に
分
け
て
、「
本
村
割
元
帳
」「
千
石
割

元
帳
」
と
同
様
に
支
出
額
・
立
替
者
・
支
出
内
容
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
支
出
内
容
を
見
る
と
、「
村
用
」
に
は
御
鷹
関
係
や
普
請

入
用
な
ど
、「
本
村
割
元
帳
」
で
処
理
さ
れ
て
い
た
費
目
が
挙
が
っ
て
お
り
、
一
方
の
「
組
用
」
に
は
、
出
府
入
用
や
夫
銭
、
祝
儀
な
ど

130

表6 安政３年「百石割之帳」の内容

支出額

両 分 朱 文

利分

文
立替者 支 出 内 容

32 彦兵衛 蝋燭代立替

1 200 251 彦兵衛 御鷹賄入用

200 26 彦兵衛 筆墨代

600 72 彦兵衛 箱手樋普請材木代立替

1 500 238 彦兵衛 箱手樋普請材木代立替
村
用 2 120 93 彦兵衛 箱手樋普請入用立替

1 200 45 彦兵衛 男蛇普請入用立替

164 彦兵衛 提灯張替代

148 彦兵衛 蝋燭代

164 金左衛門 提灯張替代

村用〆金２分３朱銭3073文

753 70 彦兵衛 上納金立替

300 42 彦兵衛 出府入用

757 彦兵衛 出府入用

2348 彦兵衛 割祝儀・役銭取立組
用 1100 彦兵衛 人足夫銭

2889 彦兵衛 組頭役料

1348 彦兵衛 糯米相場違

組用〆銭9719文

村組出物〆金２分３朱銭12792文」(以下、［史料８］に続く)

参照史料：安政３年「百石割之帳羽黒組」(有原ウ101)



定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
入
地
組
単
位
で
発
生
し
た
独
自
の
支
出
が
新
た
に
加
算
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
来
割
元
か
ら
受
け
取
る

金
銭
を
羽
黒
組
が
代
わ
り
に
支
出
し
、
羽
黒
組
が
割
元
へ
納
入
す
る
金
銭
と
相
殺
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。「
百
石
割
之
帳
」
は
、
あ
く

ま
で
「
千
石
割
」
に
よ
っ
て
確
定
し
た
組
単
位
の
役
銭
負
担
額
を
処
理
す
る
た
め
の
帳
簿
で
あ
り
、
入
地
組
独
自
の
入
用
は
現
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
②
「
継
合
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
の
部
分
も
ま
た
、
本
来
は
割
元
か
ら
受
け
取
る
べ
き
金
銭
を
、
羽
黒
組

か
ら
割
元
へ
納
入
す
る
金
銭
と
相
殺
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
継
合
」
を
行
っ
て
い
る
三
名
は
、
重
右
衛
門
が
松
平
分
名
主
、
半
右
衛

門
は
同
元
名
主
、
栄
蔵
は
組
頭
で
、
い
ず
れ
も
他
の
入
地
に
居
住
す
る
松
平
分
の
村
役
人
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
村
役
人
は
多
額
の

立
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
「
継
合
」
と
は
、
立
替
額
が
過
分
と
な
っ
て
割
元
か
ら
返
金
を
受
け
る
は
ず
の
者
が
、
当
該
入
地
組

に
所
持
す
る
高
に
か
か
る
役
銭
と
相
殺
す
る
処
理
方
法
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

継
合
」
が
行
わ
れ
る
前
提
に
は
、
松
平
知
行
所
の
他
組
所
属
で
あ
る
彼
ら
が
、
羽
黒
組
高
の
土
地
を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
、
入
地

組
を
超
え
た
土
地
所
持
の
展
開
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
安
政
二
年
の
「
反
別
役

38
）

高
帳
」
と
い
う
羽
黒
組
高
の
み
の
名
寄
帳

か
ら
、
少
な
く
と
も
安
政
二
年
に
は
、
右
に
名
前
が
現
れ
た
者
た
ち
が
羽
黒
組
高
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
同
じ
帳

簿
に
お
い
て
、
河
野
知
行
所
の
前
嶋
家

治
助
）
が
、
こ
の
帳
簿
に
六
石
余
の
所
持
者
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
同
家
の

持
高
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
尚
志
氏
が
役
銭
の
高
割
額
か
ら
そ
の
変
遷
を
確
定
し
て
お
り
、
安
政
二
年
に
は
、
松
平
知
行
分
の
土
地
を
三
四

石
余
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

39
）

い
る
。
つ
ま
り
こ
の
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
前
嶋
家
所
持
地
は
そ
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
同
家
は
松

平
知
行
分
の
土
地
を
複
数
組
に
ま
た
が
っ
て
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
入
地
組
を
ま
た
い
だ
土
地
所
持
は
、
こ
の
時

期
か
な
り
広
範
に
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら

40
）

れ
る
。

組
編
成
の
全
体
像
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
限
定
的
な
分
析
に
留
ま
っ
た
が
、
以
上
か
ら
安
政
期
の
入
地
組
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
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一
、
百
三
拾
弐
文

石
壱
本
千
葉
町
ゟ
駄
賃
分

…
…
⑤

〆
金
弐
両
壱
朱
三
貫
六
百
三
拾
八
文

皆
為
銭

拾
七
貫
六
百
六
拾
弐
文

差
引
〆

拾
五
貫
六
百
六
拾
弐
文

不
足

外
ニ
壱
貫
六
百
弐
拾
弐
文

左
ニ
有
之
候
駄
ち
ん
不
足

〆
拾
七
貫
弐
百
八
拾
四
文

不
足

村
用
」「
組
用
」
の
総
計
一
七
貫
四
六
八
文
を
、「
高
請
分
」
五
〇
貫
八
〇
〇
文
か
ら
引
き
、
三
三
貫
三
二
八
文
が
「
割
元
へ
可
出
分
」

と
な
る
。
こ
の
処
理
は
前
述
の
「
千
石
割
元
帳
」
で
の
処
理
と
同
様
で
あ
り
、「
高
請
分
」＝

羽
黒
組
の
組
高
に
課
さ
れ
た
役
銭
か
ら
、
羽

黒
組
の
者
に
よ
る
立
替
分
が
差
し
引
か
れ
、
不
足
額
が
算
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
不
足
額
か
ら
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
費
目
が
差
し
引

か
れ
る
。
差
し
引
か
れ
る
の
は
、
①
定
使
へ
の
支
払
、
②
「
継
合
」、
③
組
頭
役
料
の
駄
賃
分
、
④
そ
の
ほ
か
羽
黒
組
の
者
に
よ
る
立
替

分
、
⑤
石
の
駄
賃
で
あ
る
。
そ
し
て
差
し
引
い
た
残
り
が
「
不
足
」
分
と
な
り
、
こ
れ
を
羽
黒
組
か
ら
割
元
へ
納
入
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
ま
ず
松
平
知
行
所
の
「
百
石
割
」
の
、
役
銭
徴
収
シ
ス
テ
ム
上
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
確
定
し
て
お
こ
う
。「
百
石
割

之
帳
」
と
は
、「
千
石
割
元
帳
」
で
算
出
さ
れ
た
各
入
地
組
が
負
担
す
る
役
銭
に
つ
い
て
、
立
替
分
と
相
殺
す
る
た
め
、
各
組
に
て
作
成

さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
。
前
章
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
同
じ
「
百
石
割
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ
て
も
、
河
野
知
行
所
で
は
、
松
平
知

行
所
に
お
け
る
「
千
石
割
」
を
「
百
石
割
」
と
呼
ん
で
い
る
。
同
じ
「
百
石
割
」
と
い
う
名
称
が
、
異
な
る
性
格
の
入
用
割
に
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

次
に
、
不
足
額
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
費
目

①
〜
⑤
）
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
入
地
組
の
独
自
の
入
用
と
判
断
す
る
の

は
早
計
で
あ
る
。
役
銭
の
負
担
額
は
千
石
割
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
た
「
高
請
分
」
の
一
〇
〇
石
に
付
き
四
二
貫
一
三
二
文
で
、
す
で
に
確
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れ
て
お
ら
ず
、
推
測
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
村
役
人
に
よ
る
立
替
機
能
に
注
目
し
て
考
え
て
お
き
た
い
。
前
述
の
通
り
、

年
貢
諸
役
の
立
替
機
能
は
名
主
が
単
独
で
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
有
原
家
の
経
営
破
綻
の
要
因
に
も
な
っ
た
。
一
方
、
役
銭
に
つ
い
て
は

立
替
機
能
が
組
頭
な
ど
に
も
分
担
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
立
替
え
を
担
う
者
、
特
に
そ
れ
を
中
心
的
に
担
っ
た
組
頭
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
大

き
な
負
担
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
組
高
が
一
定
規
模
に
保
た
れ
、
名
主
・
組
頭
が
所
属
組
高
に
応
じ
た
比
率
で
立
替
え
を
行
っ

た
な
ら
ば
、
組
間
で
の
差
引
勘
定
は
ほ
と
ん
ど
不
要
と
な
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
組
高
と
は
各
組
に
よ
る
立
替
義
務
の
比
率
を
示
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
複
数
組
に
分
属
す
る
家
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
滞
納
者
が
発
生
し
た
場
合
、
滞
納
分
の
立
替
責
任
を
負
う

単
位
が
明
確
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
組
間
で
の
差
引
勘
定
を
極
力
少
な
く
し
、
組
内
に
て
役
銭
の
徴
収
業
務
を
完
結
さ
せ
、

滞
納
分
の
立
替
責
任
を
明
確
化
し
、
か
つ
各
組
が
そ
れ
ぞ
れ
先
例
通
り
の
比
率
で
立
替
義
務
を
担
う
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
形
の
入
地
組

を
編
成
す
る
目
的
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

文
政
期
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
は
限
定
的
な
分
析
し
か
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
組
高
の
属
人
的
編
成
が
解
体
し
、
属
地
的
編
成
へ
と

変
質
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
画
期
と
し
て
、
有
原
家
の
経
営
破
綻
が
想
定
さ
れ
る
。
羽
黒
組
高
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
一
〇
〇
石
前

後
の
有
原
家
所
持
地
が
、
短
期
間
に
他
組
・
他
知
行
所
・
他
村
に
引
き
取
ら
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
土
地
所
持
の
秩
序
を
大
き
く
動
揺
さ

せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
な
に
よ
り
経
済
力
を
も
つ
家
が
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
り
、
知
行
所
運
営
・
村
運
営
の
あ
り
方
自
体
の
大
き
な
改
編
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
土
地
の
引
取
手
の
確
定
、
そ
の
後
の
知
行
所
運
営
・
村
運
営
体
制
な
ど
、
検
討
す
べ
き
点

が
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
、
組
を
ま
た
い
だ
土
地
所
持
の
解
消
作
業
を
事
実
上
放
棄
し
、
そ
の
展
開
を
容
認
し
つ
つ
、
そ
れ

に
応
じ
た
役
銭
精
算
の
仕
組
み
な
ど
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
入
地
組
が
担
っ
て
い
た
役
銭
徴
収
業
務
の
分
担
と
い
う
役
割
が
、
以
後
も
果

た
さ
れ
続
け
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

以
上
を
も
と
に
、
次
に
台
方
村
に
お
け
る
入
地
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
前
章
に
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
入
地
は
祭
礼
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と
め
て
お
く
。
文
政
期
以
降
、
複
数
の
入
地
組
に
ま
た
が
る
土
地
所
持
を
解
消
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
編
成
替
え
は
な
か
な
か
行
わ
れ
ず
、

組
を
ま
た
が
る
土
地
所
持
が
一
般
化
し
、
入
地
組
は
属
人
的
編
成
か
ら
、
土
地
ご
と
に
所
属
組
が
固
定
さ
れ
た
属
地
的
編
成
へ
と
変
質
を

遂
げ
た
。
し
か
し
変
質
後
の
入
地
組
が
果
た
し
た
役
割
と
は
、
四
給
全
体
で
行
わ
れ
る
本
村
割
、
松
平
知
行
所
で
行
わ
れ
る
千
石
割
を
受

け
て
、
立
替
者
と
の
相
殺
を
行
い
、
組
高
所
持
者
か
ら
役
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
お
り
、
入
地
組
が
独
自
の
業
務
を
遂

行
し
て
独
自
の
入
用
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
年
貢
徴
収
に
つ
い
て
も
、
有
原
家
の
「
皆
済
帳
」
な
ど
か
ら
、
以
前
と
変
わ
ら

ず
松
平
知
行
所
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
入
地
組
は
、
属
地
的
編
成
へ
と
変
質
し
た
幕
末
段
階
に
い
た
っ
て
も
、
知

行
所
の
下
部
組
織
と
し
て
役
銭
徴
収
業
務
を
分
担
す
る
単
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

小

括

ま
ず
松
平
知
行
所
の
入
地
組
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
入
地
組
と
は
役
銭
徴
収
の
単
位
で
あ
っ
て
、
台
方
村
全
体
お
よ
び

松
平
知
行
所
に
て
発
生
し
た
入
用
に
つ
い
て
、
組
内
の
立
替
支
払
者
と
の
間
で
相
殺
し
、
組
間
で
の
差
引
勘
定
を
行
い
、
組
構
成
員
か
ら

役
銭
を
徴
収
し
た
。
入
地
組
が
年
貢
徴
収
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
入
地
組
が
独
自
の
活
動
に
よ
っ
て
入
用
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
構
成
は
、
文
政
期
ま
で
は
属
人
的
編
成
を
と
っ
て
お
り
、
数
年
に
一
度
の
編
成
替
え
に
よ
っ
て
、
複
数
組
に
ま
た

が
る
土
地
所
持
を
解
消
し
て
い
た
。
ま
た
台
方
村
内
の
他
知
行
所
付
百
姓
に
つ
い
て
は
、
居
住
す
る
入
地
と
の
関
係
を
一
定
度
考
慮
し
つ

つ
も
、
組
の
規
模
が
一
定
の
水
準
を
保
つ
よ
う
、
編
成
替
え
が
度
々
行
わ
れ
て
い
た
。
文
政
期
以
降
に
は
編
成
替
え
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、

組
高
は
固
定
化
さ
れ
、
属
地
的
編
成
単
位
に
変
質
す
る
。
し
か
し
以
後
も
、
知
行
所
の
下
で
役
銭
徴
収
業
務
を
分
担
す
る
と
い
う
そ
の
役

割
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

松
平
知
行
所
に
お
い
て
、
な
ぜ
こ
う
し
た
入
地
組
が
必
要
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
端
的
に
示
す
よ
う
な
史
料
は
見
つ
け
ら
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「
治
助
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
日
記
の
書
き
始
め
は
嘉
永
二
年

一
八
四
九
）
五
月
二
八
日
で
あ
り
、「
五
月
廿
八
日
、
嘉
七
住
居
屋
敷
一

件
ニ
付
出
府
罷
在
候
所
、
済
寄
ニ
相
成
候
ニ
付
帰
宅

41
）

仕
候
」
と
い
う
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
嘉
七
の
屋
敷
に
関
す
る
一
件
が
落
着
し
、

江
戸
か
ら
帰
村
し
た
治
助
は
、
そ
の
日
か
ら
日
記
を
記
し
始
め
た
。『
千
葉
県
史

通
史
編
』
で
は
、「
こ
の
一
件
の
中
で
、
治
助
は
記
録

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て

42
）

い
る
。

嘉
七
・
由
松
屋
敷
地
境
一
件
と
呼
ば
れ
る
こ
の
一
件
は
、
前
嶋
家
が
住
む
弥
勒
入
地
内
に
お
い
て
、
河
野
知
行
付
百
姓
で
あ
る
嘉
七
と

松
平
知
行
付
百
姓
で
あ
る
由
松
と
が
、
屋
敷
地
の
境
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
出
入
り
で
あ
る
。
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
嘉
七
は
、
当
時
組
頭

だ
っ
た
前
嶋
家
当
主
治
助
と
は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
。
嘉
永
元
年
八
月
に
治
助
が
評
定
所
へ
出
訴
し
、
翌
年
五
月
に
内
済
と
な
っ
た
。

本
節
で
は
、
こ
の
一
件
の
経
緯
お
よ
び
双
方
の
主
張
や
立
場
を
検
証
し
、
知
行
所
｜
入
地
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
。

あ
ら
か
じ
め
当
時
の
村
役
人
の
構
成
を
説
明
し
て
お
く
。
河
野
知
行
所
の
名
主
は
小
安
家
の
治
郎
左
衛
門
、
組
頭
は
治
助
と
保
次
郎
の

二
名
で
、
保
次
郎
は
治
郎
左
衛
門
の
分
家
で
あ
る
。
こ
の
三
人
は
い
ず
れ
も
弥
勒
入
地
に
居
住
し
て
い
る
。
一
方
の
松
平
知
行
所
の
名
主

は
大
次
郎
と
半
右
衛
門
で
、
大
次
郎
は
弥
勒
入
地
、
半
右
衛
門
は
花
輪
入
地
に
居
住
し
て
お
り
、
弥
勒
組
の
組
頭
は
長
右
衛
門
で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
訴
訟
方
で
あ
る
嘉
七
・
治
助
・
治
郎
左
衛
門
の
側
、
す
な
わ
ち
河
野
知
行
所
側
を
「
河
野
方
」、
相

手
方
で
あ
る
由
松
・
長
右
衛
門
の
側
、
す
な
わ
ち
松
平
知
行
所
側
を
「
松
平
方
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

１

出
入
り
に
至
る
経
緯
と
双
方
の
主
張

ま
ず
は
、
治
助
が
嘉
永
元
年
九
月
に
幕
府
勘
定
奉
行
所
へ
提
出
し
た
河
野
方
の
訴
状
を
見
よ
う
。

〔
史

43
）

料
９
〕

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
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や
講
・
日
待
ち
な
ど
宗
教
的
な
機
能
を
担
い
、
ま
た
治
安
維
持
機
能
や
「
入
地
普
請
」
な
ど
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
章
で
は
、

ま
ず
台
方
村
の
村
入
用

役
銭
）
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、「
入
地
普
請
」
に
伴
う
入
用
が
台
方
村
全
体
の
会
計

帳
簿
に
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
祭
礼
等
の
宗
教
的
行
事
に
伴
う
入
用
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
費
目

を
帳
簿
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
入
地
普
請
」
を
除
い
た
入
地
入
用
が
、
台
方
村
全
体
の
村
入
用
徴
収
シ
ス

テ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
入
地
が
村
｜
知
行
所
と
は
別
の
位
相
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
言
え
る
。

ま
た
本
節
で
は
、
松
平
知
行
所
の
入
地
組
と
土
地
と
の
関
係
を
分
析
し
、
入
地
組
は
属
人
的
に
編
成
さ
れ
て
い
て
、
入
地
組
と
土
地
と

の
有
機
的
な
結
び
つ
き
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
点
は
、
台
方
村
全
体
に
お
け
る
入
地
と
土
地
と
の
関
係
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
入
地
が
一
定
領
域
の
土
地
を
「
入
地
の
土
地
」
と
し
て
確
保
・
管
理
す
る
よ
う
な
、
入
地
と

土
地
と
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
が
あ
れ
ば
、
入
地
組
も
ま
た
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
固
定
さ
れ
た
組
高
に
基
づ
く
属
地
的
な
編
成
を
と
る

は
ず
で
あ
ろ
う
。
入
地
組
の
属
人
的
編
成
は
、
そ
の
ま
ま
入
地
と
土
地
と
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
の
欠
如
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
加
え
て
、
入
地
単
位
の
土
地
保
全
機
能
で
あ
る
「
入
地
普
請
」
に
つ
い
て
も
、
入
地
独
自
の
機
能
で
は
な
く
、
村
全
体
の
保
全
機
能

の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
か
ら
、
入
地
と
土
地
と
の
関
係
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
入
地
と
は
、

土
地
所
有
を
基
盤
と
す
る
厳
密
な
意
味
で
の
「
共
同
体
」
と
は
評
価
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

三

入
地
内
の
知
行
所
間
対
立

台
方
村
河
野
知
行
分
の
名
主
を
務
め
た
前
嶋
家
の
幕
末
期
の
当
主
で
あ
る
治
助
は
、
詳
細
な
日
記
を
書
き
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
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申
聞
候
者
、
境
筋
之
儀
、
分
明
ニ
而
紛
敷
儀
者
曾
而
無
之
候
得
共
、
前
々
ゟ
結
付
来
候
与
者
乍
申
、
竹
垣
之
儀
目
障
之
趣
、
相
手
村

役
人
申
之
ニ
付
、
前
々
ゟ
私
方
ニ
而
補
理
来
候
久
根
垣
之
儀
、
目
障
ニ
候
共
、
今
更
取
払
候
儀
者
難
相
成
趣
申
断
、
然
ル
所
其
後
、

相
手
由
松
組
合
村
役
人
一
同
馴
合
、
兼
而
相
巧
置
候
儀
ニ
可
有
之
哉
、
由
松

組
頭
長
右
衛
門
重
立
組
合
之
者
共
一
同
、
右
竹
垣
理

不
尽
ニ
取
除
、
境
筋
を
打
越
、
居
屋
敷
内
ニ
植
付
置
候
並
木
迄
不
残
取
込
、
多
人
数
ニ
而
不
法
ニ
杭
木
打
建
、
右
体
狼
藉
之
所
業
差

働
候
ニ
付
、
最
初
可
差
留
与
声
掛
近
寄
候
処
、
銘
々
所
持
之
竹
木
切
等
を
以
可
相
掛
体
ニ
而
、
彼
是
妨
致
候
得
者
可
打
殺
抔
、
種
々

悪
口
雑
言
申
罵
候
ニ
付
、
恐
怖
い
た
し
、
其
場
を
逃
退
居
宅
口
々
戸
〆
り
致
、
差
扣
罷
在
候
処
、
勝
手
儘
ニ
乱
妨
差
働
候
儀
ニ
有
之
、

此
儘
捨
置
候
而
者
居
屋
敷
地

並
木
共
被
奪
取
候
儀
ニ
付
、
難
捨
置
、
無
是
非
今
般
御
訴
訟
奉
申
上
候
、
何
卒
以
御
慈
悲
相
手
由

松
・
長
右
衛
門
其
外
右
江
携
候
者
共
一
同
被
召
出
、
不
法
之
始
末
逸
々
御
吟
味
之
上
、
打
建
候
杭
木
早
々
抜
取
、
竹
垣
元
形
ニ
取
結
、

歴
然
相
分
居
候
境
筋
江
彼
是
不
差
綺
候
様
被
仰
付
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上

嘉
永
元
申
年
九
月

河
野
良
以
知
行
所

上
総
国
山
辺
郡
台
方
村

訴
訟
人

組
頭

治
助

御
奉
行
所
様

嘉
七
の
屋
敷
地
に
つ
い
て
、
こ
の
屋
敷
地
は
「
上
畑
屋
敷
地
」
で
あ
り
、
治
助
の
父
治
兵
衛
の
代
か
ら
前
嶋
家
が
進
退
し
、
文
化
一
三

年

一
八
一
六
）
、
治
兵
衛
が
弟
の
長
蔵

嘉
七
の
養
父
）
に
こ
の
屋
敷
地
を
貸
し
、
家
作
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
村
役
人
や
隣
家
の

久
六

由
松
の
父
）
も
立
ち
会
っ
て
、
以
前
か
ら
の
屋
敷
地
の
境
を
確
認
し
、
目
印
と
な
る
木
を
植
え
付
け
、
そ
の
木
の
芯
を
境
と
定
め
、

そ
こ
か
ら
互
い
に
一
尺
ず
つ
下
が
っ
た
所
に
並
木
を
植
え
た
。
並
木
は
立
派
に
生
長
し
、
ま
た
竹
垣
も
結
い
付
け
て
あ
る
の
で
、
地
境
は
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河
野
良
以
知
行
所

上
総
国
山
辺
郡
台
方
村

訴
訟
人

組
頭

治
助

不
法
出
入

松
平
右
近
様
御
知
行
所

同
国
同
郡
同
村

相
手

百
姓

由
松

同

組
頭

長
右
衛
門

右
訴
訟
人
治
助
奉
申
上
候
、
当
村
字
弥
勒
ニ
而
上
畑
屋
敷
地
弐
筆
合
弐
畝
廿
三
歩
之
場
所
者
、
私
親
治
兵
衛
代
ゟ
引
続
進
退
所
持
罷

有
候
処
、
去
ル
文
化
十
三
子
年
中
、
右
治
兵
衛
弟
長
蔵
江
右
屋
敷
地
貸
遣
、
家
作
為
致
候
ニ
付
而
者
、
村
役
人

隣
家
相
手
由
松
親

久
六
儀
も
一
同
立
会
、
往
古
ゟ
有
来
候
境
筋
傍
示
相
改
、
奥
木
植
付
、
同
木
之
真
を
境
与
定
、
互
ニ
壱
尺
程
宛
引
去
並
木
植
付
置
、

年
来
相
立
候
ニ
付
、
悉
盛
木
致
何
れ
も
弐
尺
五
寸
廻
位
ゟ
三
尺
廻
り
位
迄
ニ
相
成
、
竹
垣
結
付
双
方
地
境
之
儀
歴
然
相
分
居
、
是
迄

数
拾
ヶ
年
来
故
障
も
無
之
候
処
、
相
手
由
松
儀
、
如
何
之
所
存
ニ
御
座
候
哉
、
此
節
ニ
至
境
筋
不
分
明
ニ
候
間
、
双
方
ゟ
親
類
組
合

之
者
為
立
会
相
改
度
由
申
来
、
一
円
合
点
不
仕
候
儀
ニ
者
御
座
候
得
共
、
同
人
任
申
ニ
双
方
組
合
之
者
共
取
斗
ニ
而
、
当
人
共
を
相

除
、
境
筋
見
届
候
上
、
前
書
奥
木
之
真
を
境
与
致
、
双
方
ニ
而
植
付
置
候
並
木
有
之
候
上
者
、
聊
境
筋
紛
乱
可
致
様
無
之
、
地
境
之

儀
者
是
迄
之
有
姿
ニ
而
眼
前
相
分
居
候
趣
、
相
手
由
松
江
申
諭
候
処
、
一
旦
納
得
致
、
尚
其
後
ニ
至
、
右
植
付
有
之
候
木
品
盛
木
致

迷
惑
ニ
付
、
不
残
伐
採
候
様
可
致
旨
難
題
申
掛
候
得
共
、
右
者
居
屋
敷
非
常
之
備
ニ
立
置
候
並
木
之
儀
ニ
付
、
伐
採
候
儀
者
難
相
成
、

尤
枝
之
分
者
伐
採
、
差
障
不
相
成
様
可
致
旨
及
挨
拶
候
処
、
由
松
儀
、
両
組
村
役
人
江
申
出
、
場
所
立
会
見
分
之
上
、
村
役
人
共
ゟ
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弥
勒
上
畑
弐
筆
合
弐
畝
弐
拾
三
歩
之
場
所
者
、
右
近
知
行
分
彦
兵
衛
所
持
上
畑
ニ
而
、
屋
敷
地
ニ
無
之
、
文
化
十
三
子
年
中
同
人
ゟ

治
兵
衛
方
江
質
地
ニ
差
入
、
其
後
去
ル
文
政
五
午
年
中
右
地
所
を
治
兵
衛
儀
弟
長
蔵
江
貸
渡
、
家
作
為
致
差
置
候
得
共
、
人
別
之
儀

者
如
何
之
訳
ニ
候
哉
、
其
頃
ゟ
河
野
良
以
様
江
差
出
、
引
続
同
人
聟
養
子
嘉
七
住
居
、
百
姓
相
続
罷
在
、
然
ニ
同
人
親
代
ゟ
住
居
畑

地
廻
り
江
奥
木
其
外
並
木
等
追
々
勝
手
儘
ニ
植
付
候
得
共
、
隣
由
松
義
者
親
久
六
代
ゟ
困
窮
者
ニ
而
年
々
作
奉
公
ニ
罷
出
、
明
地
同

様
ニ
相
成
居
候
始
末
、
殊
ニ
追
々
両
親
死
失
旁
ニ
付
、
何
等
之
儀
も
不
心
付
打
過
、
漸
当
五
六
ヶ
年
以
来
由
松
儀
宅
江
引
取
農
業
営

罷
在
候
処
、
右
嘉
七
方
ニ
而
植
付
候
並
木
、
追
々
覆
茂
り
収
納
等
ニ
差
支
、
其
上
境
筋
不
分
明
ニ
付
、
村
役
人
江
申
出
、
長
蔵
養
子

嘉
七
江
掛
合
候
得
共
、
由
松
困
窮
を
見
掠
、
彼
是
申
紛
等
閑
置
、
却
而
竹
垣
結
出
し
木
蔭
ニ
相
成
候
故
、
弥
由
松
農
業
ニ
差
支
難
儀

之
旨
を
以
、
組
合
一
同
村
役
人
方
江
申
出
、
右
者
右
近
知
行
分
ニ
付
、
双
方
地
主

当
給
役
人
共
立
会
木
蔭
懸
り
地
境
等
改
方
取
斗

候
而
も
可
然
哉
ニ
奉
存
候
得
共
、
地
主
治
助

嘉
七
支
配
名
主
次
郎
左
衛
門
江
掛
合
為
立
会
候
処
、
嘉
七
方
ニ
而
結
付
候
竹
垣
有
之
、

何
分
境
堺
難
見
極
候
間
、
取
除
候
様
同
人
江（
情ママ）々
申
談
候
得
共
不
承
知
申
不
取
除
、
左
候
迚
其
儘
差
置
候
而
者
改
方
差
支
候
間
、
当

給
村
役
人
共
ゟ
地
主
治
助

治
郎
左
衛
門
江
掛
合
、
一
同
立
会
之
上
垣
根
取
除
改
見
候
処
、
一
体
字
弥
勒
与
申
畑
地
之
儀
者
、
上
之

方
ゟ
境
目
毎
ニ
二
尺
三
尺
位
ツ
ヽ
段
々
引
下
り
、
境
堺
之
儀
者
高
方
ゟ
低
方
迄
之
間
を
畑
足
与
唱
、
い
つ
れ
も
低
方
ニ
小
溝
有
之
候

を
境
与
銘
々
相
心
得
罷
在
、
然
ニ
治
助
所
持
畑
与
由
松
之
境
ニ
限
り
外
並
与
者
相
違
致
候
間
、
一
同
相
談
納
得
之
上
、
同
所
外
地
境

之
姿
ニ
泥
ミ
境
引
い
た
し
、
嘉
七
方
ニ
而
植
出
候
立
木
者
伐
採
候
積
ニ
而
行
届
候
得
共
、
其
余
木
蔭
懸
り
立
木
伐
採
之
儀
、
当
給
役

人
ゟ
何
様
申
聞
候
而
も
嘉
七
不
承
知
申
不
行
届
、
当
惑
仕
、
一
同
相
談
お
よ
び
候
処
、
畢
竟
御
相
給
人
別
之
者
を
右
近
知
行
分
畑
地

江
家
作
為
致
差
置
候
故
右
体
之
差
縺
も
出
来
、
殊
ニ
村
役
人
申
聞
を
も
不
取
用
我
意
不
法
申
張
候
儀
ニ
而
、
先
役
之
者
共
取
斗
与
者

乍
申
已
後
右
様
之
木
蔭
掛
り
等
之
争
論
猶
出
来
候
節
者
勿
論
、
其
外
変
事
等
出
来
候
砌
者
地
頭
所
江
対
シ
候
而
も
不
相
済
、
且
者
村

役
人
取
斗
ニ
も
難
渋
仕
候
間
、
御
相
給
人
別
ニ
而
右
近
知
行
分
畑
地
江
家
作
住
居
罷
在
候
者
共
者
、
已
来
当
給
分
江
人
別
入
仕
、
住
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明
瞭
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
由
松
が
最
近
に
な
っ
て
、
境
が
不
分
明
な
の
で
双
方
の
親
類
組
合
の
立
会
い
の
も
と
で
確
認
し
た
い
と
言
っ
て

き
た
。
納
得
は
で
き
な
い
が
、
由
松
の
言
う
通
り
に
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、
地
境
は
明
瞭
で
あ
る
と
由
松
に
申
し
諭
し
た
。
す
る
と
由

松
は
、
一
旦
は
納
得
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
並
木
が
生
長
し
す
ぎ
て
迷
惑
な
の
で
残
ら
ず
伐
採
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
き
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
並
木
は
屋
敷
の
非
常
の
備
え
で
あ
り
伐
採
は
で
き
な
い
が
、
枝
は
伐
採
し
、
由
松
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
返
答

し
た
。
し
か
し
由
松
は
、
今
度
は
「
両
組
」
の
村
役
人
に
、
竹
垣
が
目
障
り
で
あ
る
と
訴
え
出
た
。
こ
こ
で
い
う
「
両
組
」
と
は
、
河
野

知
行
所
と
松
平
知
行
所
を
指
し
て
い
る
。
治
助
・
嘉
七
は
こ
の
こ
と
を
松
平
方
の
村
役
人
か
ら
聞
い
た
が
、
以
前
か
ら
あ
る
竹
垣
を
取
り

払
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
返
答
し
た
。
す
る
と
、
由
松
と
、
松
平
知
行
所
の
弥
勒
組
頭
で
あ
る
長
右
衛
門
、
そ
の
ほ
か
主
だ
っ
た
「
組

合
」
の
者
が
、
竹
垣
を
理
不
尽
に
取
り
除
き
、
地
境
を
越
え
て
、
嘉
七
の
屋
敷
地
内
の
並
木
を
も
取
り
込
ん
で
、
勝
手
に
杭
木
を
立
て
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
屋
敷
地
も
並
木
も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
出
訴
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
松
平
方
に
対
し
、
杭
木
の
取
り

除
き
と
、
竹
垣
の
修
復
を
命
じ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

次
に
、
松
平
方
が
同
年
一
〇
月
に
作
成
し
た
返
答
書
を
見
よ
う
。

〔
史

44
）

料
10
〕

乍
恐
以
返
答
書
奉
申
上
候

松
平
右
近
知
行
所
上
総
国
山
辺
郡
台
方
村
百
姓
由
松
・
組
頭
長
右
衛
門
奉
申
上
候
、
河
野
良
以
様
御
知
行
所
同
村
組
頭
治
助
ゟ
私
共

江
相
掛
り
不
法
出
入
申
立
、
先
月
中
久
須
美
佐
渡
守
様
江
奉
出
訴
、
当
二
日
御
差
日
御
尊
判
頂
戴
被
相
附
、
拝
見
承
知
奉
畏
、
乍
恐

返
答
書
を
以
左
ニ
奉
申
上
候
、

治
助
の
訴
状
の
内
容
要
約
、
略
）

此
段
当
村
之
儀
者
、
清
水
様

三
田
運
一
郎
様
・
河
野
良
以
様
・
松
平
右
近
御
四
給
入
会
之
村
方
ニ
有
之
、
訴
訟
人
治
助
所
持
之
字
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め
、
屋
敷
地
は
空
地
同
然
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
間
に
長
蔵
・
嘉
七
が
、
勝
手
に
目
印
の
木
や
並
木
を
植
え
付
け
た
。
由
松
は
五
、六
年

前
に
よ
う
や
く
家
に
戻
り
、
農
業
を
再
開
し
た
が
、
嘉
七
が
植
え
付
け
た
並
木
が
覆
い
茂
っ
て
農
業
に
差
し
支
え
、
さ
ら
に
地
境
も
不
分

明
だ
っ
た
の
で
、
村
役
人
へ
訴
え
出
た
が
、
嘉
七
は
取
り
合
っ
て
く
れ
ず
、
さ
ら
に
竹
垣
を
結
い
付
け
た
の
で
、
由
松
の
農
業
に
さ
ら
に

支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
。
本
来
こ
の
土
地
は
松
平
知
行
付
で
あ
る
か
ら
、
双
方
の
地
主
と
松
平
方
の
村
役
人
と
で
地
境
の
改
め
を
行

え
ば
よ
い
は
ず
な
の
だ
が
、
こ
の
時
は
河
野
方
の
村
役
人
に
も
立
ち
会
っ
て
も
ら
い
、
竹
垣
を
取
り
除
く
よ
う
掛
け
合
っ
た
。
し
か
し
嘉

七
・
治
助
は
こ
れ
を
承
知
し
な
い
。
そ
も
そ
も
弥
勒
の
畑
地
は
地
境
ご
と
に
段
が
あ
り
、
そ
の
低
い
方
に
は
溝
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
地
境

と
し
て
い
る
が
、
嘉
七
と
由
松
の
屋
敷
地
境
だ
け
が
他
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
他
の
地
境
と
同
様
に
し
、
並
木
を
伐
採
す
る
よ
う
松

平
方
村
役
人
か
ら
嘉
七
に
掛
け
あ
っ
た
が
、
嘉
七
は
承
知
し
な
い
と
い
う
。

そ
の
後
、
松
平
方
一
同
の
相
談
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
と
い
う

史
料
傍
線
部
）
。
そ
も
そ
も
他
の
知
行
付
の
者
を
松
平

知
行
付
の
畑
地
に
住
ま
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
、
村
役
人
の
説
得
も
受
け
入
れ
ず
に
我
意
を
申
し
張
る
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
で
は
今
後
も
、
こ
う
し
た
争
論
が
起
き
た
時
は
も
ち
ろ
ん
、
何
か
変
事
が
起
き
た
時
も
、
知
行
所
村
役
人

に
よ
る
対
処
が
難
し
く
な
る
。
つ
い
て
は
嘉
七
に
対
し
、
松
平
知
行
所
へ
「
人
別
入
」
を
行
わ
せ
、
住
居
の
畑
地
も
「
屋
敷
受
」
を
行
わ

せ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
治
助
も
ま
た
松
平
知
行
付
の
畑
地
に
住
居
し
な
が
ら
河
野
知
行
付
の
百
姓
で
あ
り
続
け
て
い

る
と
し
て
、
治
助
と
嘉
七
の
双
方
に
、「
人
別
入
」
と
「
屋
敷
受
」
を
す
る
よ
う
掛
け
合
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
両
者
は
こ
れ
を
受
け
入

れ
ず
、
示
談
は
破
談
と
な
り
、
出
訴
に
至
っ
た
。
由
松
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
治
助
と
嘉
七
は
、「
人
別
入
」
と
「
屋
敷
受
」
を
求
め
た

こ
と
を
恨
ん
で
、
偽
り
ば
か
り
を
書
き
連
ね
て
出
訴
を
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
治
助
・
嘉
七
に
対
し
、「
人
別
入
」
と
「
屋
敷
受
」

を
す
る
よ
う
、
も
し
承
知
し
な
い
な
ら
ば
家
作
と
立
木
を
す
べ
て
取
り
払
う
よ
う
命
じ
て
ほ
し
い
と
求
め
て
い
る
。

最
後
に
、
松
平
方
が
実
力
行
使
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
八
月
一
七
日
の
前
後
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
治
助
の
記
録
を
み
て
お
き
た
い
。
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居
畑
地
者
屋
敷
受
相
願
相
続
い
た
し
候
様
仕
度
、
訴
訟
人
治
助
義
も
右
近
知
行
分
畑
地
江
家
作
住
居
罷
在
候
得
共
、
矢
張
河
野
良
以

様
人
別
之
者
ニ
付
、
同
人

嘉
七
江
右
之
趣
掛
合
候
所
、
人
別
入
致
候
儀
者
勿
論
、
屋
敷
受
相
願
候
段
難
相
成
、
右
様
之
儀
申
聞
候

上
者
、
前
書
示
談
之
上
境
杭
立
候
儀
及
破
談
、
其
御
筋
江
奉
出
訴
候
旨
相
断
、
治
助
出
府
い
た
し
候
間
、
当
給
役
人
共
ゟ
地
頭
所
江

申
立
、
其
御
筋
江
出
訴
可
仕
与
奉
存
、
出
府
仕
候
処
、
治
助
ゟ
最
早
御
訴
訟
奉
申
上
候
段
承
知
仕
候
間
、
無
余
儀
差
扣
候
儀
ニ
而
、

私
共
儀
勝
手
儘
ニ
垣
根
取
除
杭
木
打
建
候
儀
者
勿
論
、
立
木
壱
本
た
り
共
伐
採
候
儀
決
而
無
御
座
、
全
屋
敷
受
・
人
別
入
之
儀
、
当

給
役
人
共
ゟ
掛
合
候
儀
を
心
悪
敷
存
、
品
々
相
違
之
儀
書
錺
り
、
愚
昧
与
見
掠
私
共
相
手
取
奉
出
訴
候
儀
ニ
而
、
何
共
難
儀
至
極
仕

候
間
、
何
卒
以
御
慈
悲
前
段
之
始
末
被
為
訳
聞
召
、
訴
訟
人
治
助
儀
已
来
右
体
之
難
題
不
申
懸
ケ
、
同
人

嘉
七
一
同
当
給
分
江
人

別
入
仕
、
住
居
畑
地
者
屋
敷
受
相
願
、
右
不
承
知
ニ
候
ハ
ヽ
家
作
立
木
共
取
払
候
様
被
仰
付
度
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

嘉
永
元
申
年
十
月
二
日

松
平
右
近
知
行
所

上
総
国
山
辺
郡
台
方
村

返
答
人

百
姓

由
松

同

組
頭

長
右
衛
門

御
評
定
所

嘉
七
の
屋
敷
地
に
つ
い
て
ま
ず
、
こ
れ
は
松
平
知
行
付
の
上
畑
で
あ
っ
て
屋
敷
地
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
土
地
は
、
元
々
彦
兵

衛
、
す
な
わ
ち
松
平
知
行
所
の
元
名
主
で
あ
る
有
原
家
が
所
持
し
て
い
た
が
、
文
化
一
三
年
に
治
兵
衛
へ
質
地
に
入
れ
、
文
政
五
年

一

八
二
二
）
に
治
兵
衛
か
ら
長
蔵
へ
貸
し
渡
さ
れ
、
家
作
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
居
住
す
る
長
蔵
の
人
別
は
松
平
知
行
付
で
は
な

く
、
河
野
知
行
付
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
一
方
の
由
松
は
、
親
の
久
六
の
代
か
ら
困
窮
し
て
い
て
、
毎
年
作
奉
公
な
ど
に
出
て
い
た
た
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人
ニ
而
私
宅
迄
参
り
被
申
聞
候
ニ
者
、
是
迄
度
々
懸
合
致
候
得
共
不
行
届
ニ
付
、
双
方
共
此
方
殿
様
之
御
地
面
故
、
此
方
組
役
人
丈

之
取
斗
致
候
趣
申
参
り
候
ニ
付
、
私
ゟ
申
候
者
、
組
役
人
取
斗
与
申
者
何
様
之
儀
ニ
可
有
之
哉
、
其
儀
者
今
少
々
之
内
御
待
被
下
候

与
申
置
、
直
様
名
主
次
郎
左
衛
門
方
江
参
り
右
之
様
子
咄
入
候
処
、
次
郎
左
衛
門
申
候
ニ
者
、
何
様
之
取
斗
ヲ
以
致
候
哉
、
相
分
り

不
申
候
得
共
、
一
体
村
方
之
儀
者
何
事
ニ
よ
ら
ず
差
縺
有
之
候
節
者
四
給
村
役
人
立
会
与
申
事
者
先
年
ゟ
仕
来
り
ニ
有
之
候
間
、
御

四
給
参
会
之
儀
を
頼
入
、
組
役
人
取
斗
ヲ
以
之
儀
者
今
少
々
之
内
待
呉
候
趣
宜
敷
与
申
ニ
付
、
直
様
私
、
相
手
方
村
役
人
共
江
右
之

趣
頼
入
候
処
、
由
松
方
村
役
人
共
申
候
ニ
者
、
此
方
ニ
而
者
相
給
村
役
人
者
願
不
申
、
若
願
度
候
ハ
ヽ
其
方
勝
手
次
第
与
申
ニ
付
、

名
主
半
右
衛
門
方
江
参
会
、
宿
を
頼
入
候
処
、
此
方
ニ
而
者
四
給
参
会
宿
之
儀
者
難
相
成
趣
被
断
候
ニ
付
、
無
余
儀
次
郎
左
衛
門
宅

を
宿
与
定
、
私
組
合
之
者
ど
も
弐
人
ツ
ヽ
次
郎
左
衛
門
之
口
上
を
相
添
参
会
之
儀
願
歩
行
内
、
最
早
由
松
組
頭
長
右
衛
門
先
立
、
村

役
人
六
人
・
由
松
組
合
之
者
共
八
人
、
都
合
拾
六
人
ニ
而
不
法
ニ
久
根
垣
取
払
候
ニ
付
、
可
差
留
与
近
寄
候
処
、
銘
々
竹
木
切
等
を

も
つ
て
可
相
掛
体
ニ
而
打
殺
抔
与
悪
口
ニ
付
、
其
場
を
逃
退
、
居
宅
口
々
戸
〆
り
い
た
し
居
候
、
乍
併
余
り
心
外
之
事
故
、
戸
口
細

目
ニ
明
見
届
候
処
、
最
早
私
方
並
木
迄
由
松
方
江
取
込
、
杭
木
打
建
、
不
成
夫
而
已
組
頭
長
右
衛
門
儀
、
私
方
並
木
壱
本
毎
ニ
抱
代

銭
を
積
り
不
残
ニ
而
金
壱
両
三
分
が
物
有
抔
与
申
居
候
内
、
最
早
夕
刻
之
事
故
か
不
残
引
取
申
候
、

一
、
其
後
、
御
相
給
村
役
人
衆
名
主
次
郎
左
衛
門
方
江
御
出
被
下
候
得
共
、
最
早
乱
妨
も
致
仕
舞
候
ニ
付
、
私
ゟ
逸
々
御
咄
し
申
上
候

得
共
、
最
早
致
方
も
無
之
趣
、
乍
併
松
平
様
村
役
人
共
是
迄
之
郷
例
を
相
破
り
候
趣
、
殊
の
外
立
腹
仕
候
、

乱
妨
相
働
候
者
共
名
前

組
頭
長
右
衛
門

同
利
左
衛
門

同
平
左
衛
門

同
新
右
衛
門

同
権
右
衛
門

名
主
格
清
右
衛
門

名
主
見
習
大
次
郎

百

姓
由
松

同
文
六

同
長
五
郎

百
姓
六
右
衛
門

同
市
右
衛
門

同
徳
右
衛
門

同
勝
次
郎

同
藤
五
郎

同
為
蔵

先
掛
合
中
ニ
者
右
場
所
ニ
居
り
候
得
共
、
乱
妨
之
砌
者
病
気
与
申
其
場
ニ
不
居
、
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一
、
当
八
月
十
五
日
、
隣
家
由
松

ニ
組
合
藤
五
郎
・
為
蔵
右
両
人
同
道
ニ
而
私
方
江
参
り
被
申
候
ニ
者
、
貴
殿
屋
敷

ニ
我
等
居
屋

敷
境
之
儀
不
分
明
ニ
有
之
候
間
、
我
等
方
ニ
而
者
組
合
を
相
頼
候
ニ
付
、
貴
殿
方
ニ
而
も
組
合
を
相
頼
、
境
筋
相
改
度
由
申
来
候
ニ

付
、
私
ゟ
申
候
者
、
境
筋
之
儀
者
私
親
治
兵
衛
此
屋
敷
受
取
候
砌
り
、
其
方
親
久
六

ニ
元
地
主
其
外
村
役
人
一
同
立
会
之
上
、
往

古
ゟ
之
境
江
奥
木
を
植
付
双
方
ニ
而
壱
尺
程
ツ
ヽ
相
互
ニ
引
去
、
並
木
植
付
有
之
候
得
者
、
境
筋
不
分
明
之
儀
者
無
之
候
得
共
、
其

方
ニ
而
左
様
之
心
得
ニ
候
ハ
ヽ
、
組
合
を
相
頼
可
相
改
由
申
候
所
、
由
松

ニ
外
弐
人
共
返
り
申
候
、
其
後
一
円
得
其
意
不
申
候
得

共
、
私
組
合
保
次
郎
・
久
兵
衛
・
小
左
衛
門
・
儀
助
・
庄
之
助
右
五
人
を
相
頼
、
由
松
方
ゟ
申
来
り
候
趣
組
合
之
者
共
江
相
咄
し
候

所
、
組
合
之
者
共
、
左
様
之
儀
ニ
有
之
候
ハ
ヽ
由
松
方
江
挨
拶
可
致
与
、
組
合
之
内
小
左
衛
門
、
由
松
方
江
参
り
申
候
ニ
者
、
組
合

之
者
共
参
候
間
、
立
会
見
届
可
申
由
申
参
り
候
所

中
略
）

一
、
同
十
七
日
、
由
松
儀
、
支
配
村
役
人
江
申
出
候
所
、
組
頭
長
右
衛
門
・
同
利
左
衛
門
・
同
平
左
衛
門
・
同
新
右
衛
門
・
同
権
右
衛

門
・
名
主
格
清
右
衛
門
・
名
主
見
習
大
次
郎
・
名
主
半
右
衛
門
右
八
人
之
者
共
、
長
右
衛
門
宅
江
参
会
之
上
、
由
松
方
江
参
り
、
私

支
配
名
主
次
郎
左
衛
門
与
私
両
人
を
由
松
方
江
呼
寄
被
申
聞
候
ニ
者
、
貴
殿
組
下
治
兵
衛
持
屋
敷
与
由
松
屋
敷
地
不
分
明
ニ
而
、
由

松
ゟ
申
出
候
間
、
今
日
見
分
致
度
、
貴
殿
ニ
も
立
会
可
致
由
申
ニ
付
、
由
松
方
村
役
人
八
人
・
次
郎
左
衛
門
・
私
一
同
右
場
所
江
参

り
、
境
筋
見
届
候
上
、
私
江
被
申
聞
候
ニ
者
、
境
筋
之
儀
眼
前
ニ
相
分
り
居
、
不
分
明
之
儀
者
決
而
無
之
与
被
申
聞
、
其
後
ニ
至
り

久
根
垣
目
障
之
趣
ニ
而
可
取
払
由
、
由
松
方
村
役
人
共
ゟ
被
申
聞
候
得
共
、
先
前
懸
合
之
者
共
掛
合
中
ニ
も
地
境
之
儀
又
境
並
木
之

儀
を
申
置
、
今
日
ニ
至
り
而
も
眼
前
相
分
り
居
候
趣
申
聞
候
ニ
付
、
其
意
難
得
与
存
候
間
、
前
々
ゟ
私
方
ニ
而
結
付
来
り
候
久
根
垣

取
払
候
儀
者
難
相
成
、
双
方
ゟ
有
姿
ニ
而
見
分
致
呉
候
様
申
候
処
、
由
松
方
村
役
人
共
ゟ
私
名
主
治
郎
左
衛
門
江
被
聞
申
候
ニ
者
、

左
様
有
之
候
得
者
立
会
ニ
者
お
よ
び
不
申
候
由
申
ニ
付
、
次
郎
左
衛
門
・
私
其
場
を
引
去
候
処
、
其
後
組
頭
長
右
衛
門

ニ
為
蔵
両
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第
一
に
、
史
料
11
に
記
さ
れ
た
出
入
り
に
至
る
経
緯
を
見
る
と
、
入
地
内
の
百
姓
は
基
本
的
に
知
行
所
の
枠
組
み
に
拠
っ
て
結
集
し
て

お
り
、
当
人
同
士
の
意
を
受
け
て
話
合
い
を
行
う
の
も
各
知
行
所
役
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
双
方
の
折
合
い
が
つ
か
な
い
場
合
、
そ
れ
を

調
停
す
る
の
は
四
給
村
役
人
の
寄
合
、
す
な
わ
ち
台
方
村
全
体
で
の
協
議
で
あ
っ
た
。
入
地
内
の
知
行
所
間
で
対
立
が
生
じ
た
さ
い
、
入

地
と
い
う
単
位
で
こ
れ
を
調
停
す
る
存
在
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
は
確
認
で
き
な
い
。

第
二
に
、
松
平
方
に
よ
る
「
人
別
入
」
と
「
屋
敷
受
」
と
い
う
要
求
に
注
目
し
た
い
。
松
平
方
は
、
同
知
行
付
の
畑
地
に
他
領
の
者
が

家
作
し
住
居
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
松
平
知
行
付

の
土
地
に
他
領
の
者
が
住
居
し
て
い
る
こ
と
と
、
Ｂ
畑
地
に
家
作
し
住
居
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
Ａ
に
対
し
て

「
人
別
入
」
を
、
Ｂ
に
対
し
て
「
屋
敷
受
」
を
求
め
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
て
、
二
つ
の
要
求
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
相
手
方

が
最
終
的
に
求
め
て
い
る
の
は
、
嘉
七
・
治
助
を
松
平
知
行
所
村
役
人
の
統
制
下
に
置
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
直
接
関
係
す
る
の
は
Ａ

で
あ
り
「
人
別
入
」
で
あ
る
が
、
な
ぜ
Ｂ
と
「
屋
敷
受
」
と
い
う
要
求
が
こ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
た
め
、
ま
ず
こ
れ
に
関
わ
る
治
助
の
反
論
を
見
よ
う
。

〔
史

46
）

料
12
〕

乍
恐
以
追
訴
奉
申
上
候

河
野
良
以
知
行
所
上
総
国
山
辺
郡
台
方
村
訴
訟
人
組
頭
次治

）助
奉
申
上
候
、
当
村
之
儀
者
文
禄
三
甲
午
年
御
検
地
奉
請
、
其
後
元
禄
十

一
寅
年
御
四
給
ニ
相
分
、
高
千
四
百
七
拾
石
余
、
家
数
百
七
拾
軒
余
ニ
而
四
給
入
会
、
都
合
六
組
ニ
相
分
、
御
公
用
村
用
共
古
来
ゟ

一
村
一
体
ニ
而
仕
来
り
候
処
、
相
手
村
役
人
共
儀
者
、
私
所
持
論
所
之
儀
、
右
近
様
御
分
上
畑
弐
筆
合
弐
畝
弐
拾
三
歩
ニ
而
、
文
化

年
中
私
取
添
、
其
後
文
化
年
中
親
類
家
作
致
候
旨
奉
申
上
候
得
共
、
尤
上
畑
ニ
者
御
座
候
得
共
、
往
古
ゟ
畑
屋
敷
与
唱
、
前
々
ゟ
百

姓
住
地
ニ
而
、
既
ニ
去
ル
明
和
年
中
隣
郷
大
豆
谷
村
百
姓
久
右
衛
門
与
申
者
ゟ
私
組
名
主
次治

）郎
左
衛
門
方
江
質
地
ニ
売
渡
候
砌
り
、
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名
主
半
右
衛
門

八
月
一
五
日
、
由
松
と
松
平
方
二
人
が
、
屋
敷
地
境
の
見
分
を
双
方
の
「
組
合
」
に
頼
む
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。
治
助
は
渋
々
了
承

し
、
河
野
知
行
所
の
五
人
に
こ
の
こ
と
を
話
し
、
こ
の
う
ち
小
左
衛
門
が
由
松
方
へ
出
向
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
八
月
一
七
日
、
松

平
方
の
名
主
・
組
頭
計
八
人
が
弥
勒
組
頭
長
右
衛
門
宅
に
集
ま
り
、
彼
ら
か
ら
河
野
方
の
治
郎
左
衛
門
・
治
助
に
対
し
、
双
方
立
会
い
の

も
と
で
見
分
を
行
う
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
見
分
の
場
に
て
も
双
方
の
意
見
は
平
行
線
を
た
ど
る
。
一
旦
解
散
と
な
り
、
そ
の
後
、

松
平
方
の
長
右
衛
門
ら
は
治
助
に
対
し
、
い
ず
れ
の
屋
敷
地
も
松
平
知
行
付
の
土
地
で
あ
る
か
ら
、
松
平
方
役
人
だ
け
で
対
処
す
る
と
通

告
し
た
。
治
助
は
治
郎
左
衛
門
に
相
談
し
、
治
郎
左
衛
門
は
、
台
方
村
で
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
さ
い
に
は
「
四
給
村
役
人
立
会
」
に
す

る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
提
案
し
た
。
治
助
は
す
ぐ
に
松
平
方
役
人
の
元
へ
行
き
四
給
村
役
人
に
よ
る
寄
合
を
提
案
し
た
が
、

松
平
方
役
人
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
河
野
方
役
人
が
頼
む
の
で
あ
れ
ば
勝
手
次
第
で
あ
る
と
返
答
し
た
。
そ
こ
で
松
平
方
の
名
主
で
あ
る
半

右
衛
門
に
寄
合
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
も
断
ら
れ
、
や
む
な
く
治
郎
左
衛
門
宅
を
会
場
と
し
、
組
合
の
者
を
使
っ
て
寄
合
招

集
の
触
れ
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
間
に
、
松
平
方
の
一
六
名
が
実
力
行
使
に
及
ん
だ
の
だ
と
い
う
。

乱
妨
を
働
い
た
と
さ
れ
る
一
六
名
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
組
頭
五
名
、
元
組
頭
で
当
時
は
名
主
格
だ
っ
た
清
右
衛
門
、
名
主
見
習
の
大

次
郎
な
ど
、
名
主
半
右
衛
門
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
松
平
知
行
所
役
人
が
顔
を
揃
え
て
お
り
、
弥
勒
組
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
松
平

知
行
所
と
し
て
集
団
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

２

論
点
の
整
理

以
上
、
出
入
り
が
発
生
す
る
に
至
る
経
緯
と
、
双
方
の
主
張
を
確
認
し
た
。
こ
の
出
入
り
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
以
下
の
点
で

あ
る
。
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〆
分
米
弐
斗
四
升
九
合

右
者
我
等
所
持
之
屋
鋪
畑
、
貴
殿
懇
望
ニ
付
書
面
之
通
り
譲
渡
シ
申
候
、
為
礼
五
両
被
遣
慥
ニ
受
取
申
処
実
正
也
、

中
略
）

文
化
拾
二
年
亥
ノ
十
二
月

台
方
村
畑
屋
鋪
譲
主

名
主

彦
兵
衛

証
人

八
郎
兵
衛

組
頭

勘
左
衛
門

同
断

長
右
衛
門

弥
勒

次
平
殿

石
盛
は
計
算
上
で
九
と
な
り
、
地
目
通
り
上
畑
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
有
所
に
は
弥
勒
屋
敷
と
記
さ
れ
、
畑
屋
敷
・
屋

敷
畑
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
前
節
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
相
給
支
配
の
な
か
で
知
行
所
単
位
の
役
高
を
変

動
さ
せ
な
い
た
め
に
と
ら
れ
た
、
台
方
村
で
は
一
般
的
な
措
置
と
言
え
る
。
そ
し
て
治
助
の
反
論
の
④
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
台
方
村
に
お

い
て
正
式
に
屋
敷
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
は
限
定
的
な
の
で
あ
り
、
多
く
の
百
姓
が
田
畑
に
居
住
し
て
い
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

分
郷
以
前
の
近
世
初
頭
の
検
地
の
ま
ま
、
地
目
や
高
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
確
認
し
た
う
え
で
、
改
め
て
Ａ
と
Ｂ
の
関
係
を
考
え
よ
う
。
嘉
七
屋
敷
地
が
、
仮
に
河
野
方
の
主
張
通
り
、
以
前
か
ら
屋
敷
地

で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
「
人
別
入
」
を
求
め
る
松
平
方
に
ど
の
よ
う
に
不
利
に
働
く
だ
ろ
う
か
。
当
該
地
が
松
平
知
行

付
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
同
知
行
付
の
屋
敷
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
同
知
行
付
の
屋
敷
地
に
、
他
領
の

者
が
居
住
す
る
と
い
う
状
態
が
、
以
前
か
ら
台
方
村
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
以
前
か
ら
の
慣
行
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

Ａ
松
平
知
行
付
の
土
地
に
他
領
の
者
が
住
居
し
て
い
る
と
い
う
論
点
が
有
効
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
松
平
方
の
主
張
の
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元
名
主
半
右
衛
門
裏
印
ニ
而
畑
屋
敷
与
証
文
認
メ
有
之
、
左
候
得
者
、
古
来
ゟ
百
姓
住
居
有
之
、
既
ニ
元
禄
年
中
右
近
様
御
分
百
姓

万
作
与
申
者
、
名
主
役
を
も
相
勤
候
者
住
居
致
、
殊
ニ
当
村
之
儀
、
字
根
郷
・
砂
郷
与
唱
、
六
組
ニ
相
分
、
然
ル
所
元
屋
敷
畝
歩
之

儀
者
字
大
門
・
羽
黒
与
申
此
分
而
已
ニ
而
、
其
外
四
組
之
儀
者
上
田

上
中
下
畑
ニ
百
姓
之（
免ママ）々
住
居
有
之
、
且
又
久
来
ゟ
違
作
之

年
柄
有
之
候
共
、
御
給
々
御
地
頭
所
様
方
ゟ
田
畑
共
夫
々
御
用
捨
引
等
御
座
候
年
柄
ニ
而
も
、
屋
敷
畝
歩
之
儀
者
勿
論
、
其
外
上
田

上
中
下
畑
ニ
至
迄
、
百
姓
住
居
之
分
者
聊
成
共
御
引
方
等
割
合
一
切
無
之
、
然
者
本
屋
敷
同
様
畑
屋
敷
ニ
相
違
無
御
座
候
与
乍
恐

奉
存
候
、

後
略
）

治
助
の
反
論
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
、
①
嘉
七
屋
敷
地
は
上
畑
で
は
あ
る
が
、
以
前
か
ら
畑
屋
敷
と
呼
ん
で
い
て
、
百
姓
が
居
住

し
て
い
た
、
②
明
和
年
中
に
作
成
さ
れ
た
同
地
の
証
文
に
も
畑
屋
敷
と
明
記
さ
れ
て
い
る
、
③
元
禄
年
中
に
は
、
松
平
知
行
所
名
主
で
あ

っ
た
万
作
も
こ
の
地
に
住
居
し
て
い
た
、
④
台
方
村
の
六
つ
の
入
地
の
う
ち
、
屋
敷
地
が
存
在
す
る
の
は
大
門
と
羽
黒
だ
け
で
あ
り
、
他

の
四
入
地
で
は
百
姓
は
田
畑
に
住
居
し
て
い
る
、
⑤
凶
作
時
に
年
貢
が
減
免
さ
れ
る
時
も
、
屋
敷
地
と
、
百
姓
が
屋
敷
地
に
し
て
い
る
田

畑
に
つ
い
て
は
年
貢
が
減
免
さ
れ
な
い
、
と
説
明
し
、
嘉
七
屋
敷
地
は
本
屋
敷
と
同
様
の
畑
屋
敷
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
治
助
の
反
論
は
Ｂ
の
問
題
に
終
始
し
て
い
る
。

念
の
た
め
、
嘉
七
屋
敷
地
の
証
文
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
次
の
史
料
は
、
彦
兵
衛
か
ら
治
兵
衛
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
当
該
屋
敷
地
の
譲

渡
証
文
で
あ
る
。

〔
史

47
）

料
13
〕

譲
渡
申
畑
屋
鋪
証
文
之
事

一
、
上
畑
壱
畝
弐
拾
歩

台
方
村
内
弥
勒
屋
鋪

一
、
上
畑
壱
畝
三
歩

右
同
断
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核
と
す
る
集
団
と
し
て
捉
え
返
し
て
い
っ
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
対
し
松
平
方
は
、
知
行
所
の
枠
組
み
を
、
居
住
す
る
屋
敷
地
の
所
属
に
よ
っ
て
定
義
し
な
お
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

知
行
付
屋
敷
地
居
住
者＝

知
行
付
百
姓
と
い
う
原
則
は
、
ど
の
程
度
保
た
れ
て
い
た
の
か
。
文
政
元
年
「
名

50
）

寄
帳
」
を
見
る
と
、「
村
入

石
」
の
冊
に
も
多
く
の
屋
敷
地
を
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
治
兵
衛
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
今
回
出
入
り
と
な
っ
て
い
る
二
筆
の
屋
敷
地

の
ほ
か
に
、
一
五
筆
、
一
反
七
畝
余
の
松
平
知
行
付
屋
敷
地

た
だ
し
、
す
べ
て
地
目
は
田
畑
）
を
所
持
し
て
い
る
。
大
作
の
孫
右
衛
門
は
、

地
目
も
屋
敷
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
敷
地
を
所
持
し
て
お
り
、
有
所
に
は
「
孫
右
衛
門
屋
敷
」
と
注
記
さ
れ
て
い
て
、
他
知
行
付
百

姓
の
孫
右
衛
門
が
松
平
知
行
付
屋
敷
地
に
居
住
し
て
い
る
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
同
じ
く
他
知
行
付
百
姓
で
あ
る
弥
勒
の
佐
次
右
衛

門
の
所
持
地
も
、「
佐
次
右
衛
門
屋
敷
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
文
政
期
段
階
に
お
い
て
、
右
の
原
則
は
貫
徹
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

屋
敷
地
が
他
知
行
付
百
姓
の
所
持
に
帰
し
、
本
分
家
関
係
に
基
づ
い
て
他
知
行
付
百
姓
が
分
出
さ
れ
れ
ば
、
知
行
所
内
の
百
姓
数
が
増

減
し
、
村
落
内
の
知
行
所
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
か
ね
な
い
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
分
家
創
出
の
あ
り
方
は
大
き
な
矛
盾
を
は
ら
む
も
の

と
言
え
る
。
た
だ
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
出
入
り
に
至
る
経
緯
の
な
か
で
見
た
通
り
、
松
平
方
は
こ
う
し
た
知
行
付

百
姓
数
の
増
減
等
を
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
知
行
付
百
姓
由
松
の
生
活
を
保
障
し
、
対
立
す
る
嘉
七
・
由
松
を
知
行
所
役
人

の
統
制
下
に
置
く
た
め
、
い
わ
ば
副
次
的
な
要
求
と
し
て
「
人
別
入
」
が
現
れ
た
点
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
尾
脇
氏
が
注
目
す
る
よ
う
な

知
行
付
百
姓
数
の
維
持
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
が
、
当
該
期
の
台
方
村
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
顕
然
化
す

る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
一
件
が
発
生
し
た
嘉
永
期
の
台
方
村
社
会
の
歴
史
的
段
階
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
の
た
め
に
次
の
史

料
を
見
た
い
。
河
野
方
の
嘉
七
の
父
で
あ
る
長
蔵
か
ら
、
治
兵
衛
に
対
し
て
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
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よ
う
に
当
該
地
が
畑
地
だ
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
嘉
七
や
治
助
は
畑
地
に
勝
手
に
家
作
し
住
居
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
松
平
知
行
付
の
屋

敷
地
に
住
居
す
る
も
の
は
す
べ
て
松
平
知
行
付
百
姓
に
な
る
べ
き
と
の
主
張
が
説
得
力
を
も
ち
、
人
別
入
・
屋
敷
受
を
承
諾
し
な
い
な
ら

ば
、
家
作
を
取
り
払
う
よ
う
に
、
と
い
う
要
求
が
有
効
性
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。

松
平
方
が
主
張
す
る
知
行
付
屋
敷
地
居
住
者＝

知
行
付
百
姓
と
い
う
関
係
は
、
分
郷
時
の
原
則
と
し
て
は
確
か
に
各
地
で
検
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
近
世
後
期
に
至
る
ま
で
こ
う
し
た
原
則
が
貫
徹
し
続
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
尾
脇

秀
和
氏
が
、
山
城
国
石
見
山
里
村
を
事
例
と
し
て
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
て

48
）

い
る
。
①
分
郷
時
に
お
け
る
知
行
付
百
姓
の
決
定
は
、
原

則
と
し
て
居
住
す
る
屋
敷
地
の
帰
属
が
基
準
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
八
給
に
分
割
さ
れ
た
当
村
で
は
そ
れ
は
必
ず
し
も

貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
。
②
近
世
後
期
の
当
村
で
は
「
帰
属
領
主
以
外
の
領
地
に
し
か
屋
敷
が
な
い
百
姓
」
も
お
り
、
ま
た
あ
る
領
主
の
知

行
付
屋
敷
地
の
所
持
者
が
全
員
「
出
作
百
姓
」
他
領
の
百
姓
）
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
、
③
こ
う
し
た
状
況
が
生
じ
た
の
は
、
分
郷
時
に

原
則
が
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
の
ほ
か
に
、
新
た
に
分
家
さ
れ
た
百
姓
の
領
主
と
の
帰
属
関
係
が
、
居
住
す
る
屋
敷
地
の
帰
属

で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
百
姓
か
ら
の
分
出
で
あ
る
か
と
い
う
「
出
自
」
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
知
行
所
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
宗
門
人
別
帳
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
で
確
定
す
る
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。
④
こ
う
し
た
な
か
で
各
知
行
所
は
、
知
行
付
百
姓
数
の
維
持
に
苦
心
す
る
こ
と
に

な
る
。

右
の
よ
う
な
理
解
は
、
関
東
の
相
給
村
落
に
お
い
て
も
概
ね
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
理
解
を
参
考
に
今
回
の

出
入
り
を
考
え
る
と
、
治
兵
衛
の
分
家
で
あ
る
長
蔵
が
、
松
平
知
行
付
屋
敷
地
に
居
住
し
て
い
な
が
ら
河
野
知
行
付
百
姓
と
な
っ
た
こ
と

は
、
ご
く
一
般
的
な
手
続
き
と
い
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
う
し
て
本
分
家
関
係
に
基
づ
い
て
知
行
付
百
姓
が
決
定
し
て
い
く
と
す
れ

ば
、
知
行
所
と
い
う
枠
組
み
自
体
が
複
数
の
同
族
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
血
縁
を
基
盤
と
す
る
集
団
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に

49
）

な
る
。
知
行
所
の
枠
組
み
は
、
領
主
側
の
都
合
で
創
出
さ
れ
た
支
配
の
た
め
の
枠
組
み
で
は
あ
る
が
、
村
人
の
側
は
、
そ
れ
を
同
族
団
を
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を
治
兵
衛
へ
返
還
し
た
。
そ
し
て
天
保
四
年

一
八
三
三
）
に
な
り
、
治
兵
衛
は
再
び
こ
の
田
地
を
長
蔵
に
譲
り
渡
す
と
い
う
。
お
そ
ら
く

長
蔵
は
、
こ
の
再
譲
渡
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
台
方
村
に
戻
り
、
以
後
は
村
で
余
生
を
過
ご
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
長
蔵
の
屋
敷
地
に
家
作
が
行
わ
れ
た
の
は
、
治
助
の
主
張
で
は
同
地
を
取
得
し
た
直
後
の
文
化
一
三
年
、
相
手
側
の
主
張
で
は

文
政
五
年
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
主
張
に
拠
れ
ば
長
蔵
の
逼
塞
後
の
家
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
治
助
が
異
な
る
主
張
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
何
か
事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
検
討
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
保
四
年
ま
で
長
蔵
は
お
そ
ら
く
江
戸
に
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
屋
敷
地
は
事
実
上
の
明
屋
敷
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
事
情
は
、
相
手
の
由
松
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
史
料
10
で
説
明
さ
れ
て
い
た
通
り
、
由

松
も
ま
た
作
奉
公
な
ど
に
出
て
い
て
、
そ
の
屋
敷
地
は
明
屋
敷
同
然
で
あ
り
、
五
、六
年
前
の
天
保
末
年
に
由
松
は
よ
う
や
く
台
方
村
に

戻
っ
た
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
問
題
と
な
っ
て
い
る
屋
敷
地
は
、
天
保
期
ま
で
は
い
ず
れ
も
明
屋
敷
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
今
回
の
出
入
り
が
発
生
す
る
に
至
る
歴
史
的
段
階
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

①
化
政
期
ま
で
台
方
村
は
い
わ
ゆ
る
荒
廃
状
況
に
あ
り
、
村
人
の
多
く
は
村
外
へ
流
出
し
明
屋
敷
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
村

役
人
は
立
替
義
務
に
よ
っ
て
借
財
が
嵩
み
、
松
平
知
行
分
の
名
主
有
原
家
が
経
営
破
綻
し
、
同
知
行
所
の
土
地
が
知
行
所
を
超
え
て
流
出

す
る
。
②
天
保
後
期
に
な
っ
て
村
外
に
流
出
し
て
い
た
村
人
の
帰
村
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
荒
廃
状
況
は
よ
う
や
く
回
復
を
み
せ
る
。

し
か
し
そ
の
な
か
で
、
化
政
期
に
知
行
所
を
越
え
て
流
出
し
た
屋
敷
地
等
の
問
題
が
顕
然
化
す
る
。
右
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
回
の

出
入
り
は
、
当
該
期
の
当
該
地
域
に
特
有
の
出
入
り
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３

内
済
ま
で
の
経
過

で
は
そ
の
後
、
内
済
ま
で
の
経
過
を
追
っ
て
い

52
）

こ
う
。
嘉
永
元
年
八
月
に
松
平
方
の
実
力
行
使
が
発
生
し
、
河
野
方
は
同
月
中
に
訴
状
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〔
史

51
）

料
14
〕

入
置
申
一
札
之
事

三
田
様
御
分
弐
筆
〆

一
、
上
田
弐
反
九
畝
廿
歩

台
方
村
之
内
柳
堀
下

内
三
畝
弐
歩
田
畑
成

右
田
畑
、
文
化
六
年
巳
年
我
等
江
御
譲
被
下
忝
申
請
手
作
仕
候
処
、
追
々
不
仕
合
打
続
不
如
意
ニ
相
成
、

文
政
ヵ
）

文
化
四
年

巳

年

ヵ

）

虫
損
）

致

逼
塞
、
私
儀
者
江
戸
表
江
罷
出
候
内
、
同
六
年
未
年
、
妻
と
わ
病
死
仕
候
ニ
付
、
前
書
之
始
末
故
其
許
様
御
立
替
金
多
分
ニ
相
成
返

済
不
相
成
、
何
共
気
之
毒
ニ
存
候
間
、
右
譲
受
候
田
畑
相
返
し
可
申
段
□虫

損
）談

候
処
、
追
々
勘
定
可
致
旨
御
申
被
成
候
得
共
、
別
ニ
返

金
手
段
無
御
座
候
ニ
付
、
押
而
相
返
し
申
候
、
然
所
又
々
私
及
老
年
ニ
候
ニ
付
、
為
手
当
与
御
譲
被
下
重
々
忝
存
候
、
然
上
者
貴
殿

者
不
及
申
ニ
子
孫
ニ
至
迄
無
沙
汰
ニ
質
地
ニ
入
申
間
敷
候
、
万
一
難
渋
之
儀
有
之
候
節
者
、
急
度
御
談
之
上
取
斗
可
申
候
、
為
後
日

御
礼
一
札
、
依
而
如
件

天
保
四
年
巳
十
二
月

当
人
弟

長
蔵

倅

嘉
七

爪
印
）

親
類

茂
左
衛
門

兄
次治

）兵
衛
殿

文
化
六
年
に
、
長
蔵
は
治
兵
衛
か
ら
三
田
知
行
所
付
の
田
地
を
譲
り
受
け
、
以
後
数
年
は
手
作
を
し
て
い
た
。
し
か
し
文
政
四
年
に
逼

塞
し
、
江
戸
へ
出
た
。
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
村
に
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
妻
が
文
政
六
年
に
病
死
し
、
そ
れ
を
機
に
譲
り
受
け
た
田
地
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乍
併
次治

）助
相
手
方
ゟ
始
末
書
差
出
し
候
ニ
者
、
帰
村
之
上
国
元
ニ
而
相
給
村
役
人
立
会
之
上
示
談
仕
度
由
を
申
立
ル
ニ
お
い
て
者
、

其
方
も
帰
村
之
上
示
談
可
懸
合
旨
被
仰
候
ニ
付
、
私
ゟ
申
上
候
ニ
者
、
仲
々
国
元
ニ
而
者
相
手
方
者
大
給
之
事
故
大
勢
、
私
方
者
小

給
ニ
而
、
仲
々
私
抔
之
申
事
者
聞
入
無
之
事
故
、
私
共
を
見
掠
メ
不
法
之
儀
ニ
被
及
候
間
、
何
卒
此
所
ニ
而
御
調
被
下
候
様
願
上
候

処

中
略
）
御
留
役
様
ゟ
被
仰
候
ニ
者
、
夫
者
互
い
ニ
睦
敷
有
之
候
得
者
能
、
論
所
之
儀
者
伐
取
候
が
宜
敷
候
哉
、
又
者
不
伐
取
共
宜

敷
候
哉
、
相
給
村
役
人
立
会
之
上
取
斗
ら
い
可
受
旨
、
又
小
給
与
見
掠
メ
非
分
之
取
斗
有
之
候
ハ
ヽ
、
右
之
趣
可
申
出
、
其
節
者
見

分
を
差
遣
し
厳
重
之
調
可
致
旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、
引
取
申
候
、

松
平
方
は
、
国
元
に
て
示
談
し
た
い
と
留
役
に
願
い
出
た
。
こ
れ
を
受
け
た
留
役
は
、
河
野
方
の
治
助
に
帰
村
を
促
す
。
と
こ
ろ
が
治

助
は
、
松
平
知
行
所
は
大
給
で
あ
り
、
河
野
知
行
所
は
小
給
で
あ
っ
て
、
国
元
で
は
人
数
の
多
い
松
平
方
に
有
利
で
あ
る
と
し
て
、
江
戸

で
の
審
理
の
継
続
を
願
っ
た
。
し
か
し
留
役
は
治
助
を
説
得
し
、
治
助
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

こ
う
し
て
同
年
末
に
双
方
は
帰
村
す
る
が
、
示
談
へ
向
け
た
話
合
い
は
、
翌
年
一
月
に
は
早
々
に
破
談
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
月
二

一
日
、
松
平
方
の
長
右
衛
門
が
河
野
方
に
対
し
て
、「
訴
答
両
組
」
す
な
わ
ち
松
平
と
河
野
の
両
知
行
所
の
み
で
の
示
談
交
渉
を
提
案
し

た
の
に
対
し
、
河
野
方
の
治
助
は
「
是
迄
御
利
解
之
趣
ニ
而
者
左
様
之
次
第
ニ
者
無
之
、
四
給
村
役
人
一
同
ニ
而
立
合
示
談
可
懸
合
旨
被

仰
渡
之
趣
申
」
と
、
評
定
所
で
は
四
給
村
役
人
一
同
立
会
い
の
下
で
示
談
を
進
め
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
は
ず
だ
と
主
張
し
、
双
方
と
も
主

張
を
曲
げ
ず
、
破
談
と
な
っ
た
と
い
う
。

一
月
二
三
日
、
双
方
は
再
び
出
府
し
、
江
戸
で
の
審
理
が
再
開
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
四
月
に
も
一
度
帰
村
し
、
国
元
に
お
い
て
、
今
度

は
四
給
村
役
人
立
会
い
の
下
で
の
示
談
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
交
渉
に
先
立
っ
て
、
河
野
方
の
治
助
か
ら
、
清
水
・
三
田
両
知
行
所
の

村
役
人
に
対
し
て
、「
万
一
各
方
引
合
等
ニ
相
成
候
節
者
、
相
当
之
雑
用
差
出
し
可
申
候
」
と
の
一
札
を
提
出
し
、
両
知
行
所
役
人
が
江

戸
へ
召
出
し
と
な
っ
た
際
に
は
、
河
野
知
行
所
が
入
用
を
負
担
す
る
旨
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
治
助
は
、「
右
一
札
文
言
之
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を
幕
府
勘
定
奉
行
の
久
須
美
佐
渡
守
に
提
出
す
る

前
掲
史
料
９
）
。
訴
え
は
評
定
所
で
の
審
理
と
な
り
、
一
〇
月
二
日
が
初
審
理
と
な
る
。

松
平
方
は
同
日
に
返
答
書
を
作
成
し

史
料
10
）
、
こ
れ
を
も
と
に
審
理
が
始
ま
る
。

〔
史

53
）

料
15
〕

一
、
十
月
二
日
明
七
ツ
半
時
、
御
評
定
所
江
罷
出
候
処

中
略
）
久
須
美
様
ゟ
被
仰
出
候
ニ
者
、
畑
地
を
屋
敷
ニ
致
候
儀
者
不
相
済
、
乍

併
其
節
ゟ
故
障
も
無
之
処
、
此
節
ニ
至
り
故
障
申
も
不
相
済
、
又
下
々
ニ
而
能
申
事
成
共
、
此
方
人
別
ニ
入
与
申
も
不
相
済
、
境
筋

之
儀
ゟ
、
其
前
々
之
事
、
双
方
共
不
容
易
儀
ニ
付
、
証
拠
物
を
可
致
持
参
、
追
々
宅
ニ
お
い
て
吟
味
可
致
与
被
仰
候
ニ
付
、
御
評
定

所
者
引
取
、
其
後
直
さ
ま
御
宅
江
罷
出
候
処
、
追
而
呼
出
し
之
趣
ニ
而
引
取
申
候
、

勘
定
奉
行
は
、
①
畑
地
を
屋
敷
に
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
②
以
前
か
ら
屋
敷
に
し
て
い
た
の
に
突
然
故
障
を
訴
え
る
の
も
認
め

ら
れ
な
い
、
③
人
別
の
変
更
も
認
め
ら
れ
な
い
、
と
し
て
、
屋
敷
地
境
よ
り
も
、
そ
の
前
提
部
分
が
よ
り
問
題
で
あ
る
と
告
げ
た
と
い
う
。

そ
の
後
は
こ
の
前
提
部
分
に
つ
い
て
の
審
理
が
続
く
が
、
両
者
の
主
張
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
河
野
方
の
治
助
は
一
一
月
一
〇
日
に
、

「
相
手
方
ニ
而
者
、
今
般
私
ゟ
奉
出
訴
候
地
境
之
申
争
者
差
置
、
地
面
之
儀
者
屋
敷
地
ニ
者
無
之
上
畑
之
旨
申
之
、
懸
合
不
行
届
候
」
と
、

松
平
方
が
争
点
を
ず
ら
し
て
い
る
と
主
張
す
る
願
書
を
提
出
す
る
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
一
一
月
一
八
日
に
は
留
役
か
ら
松
平
方

に
対
し
て
、
畑
屋
敷
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、「
其
方
親
長
右
衛
門
も
其
節
組
頭
役
ニ
而
畑
屋
敷
証
文
ニ
印
形
も
致
置
、
今
更
取
用

ニ
不
相
成
」
と
、「
畑
屋
敷
」
と
記
さ
れ
た
証
文

史
料
13
）
の
存
在
を
指
摘
し
、
今
後
争
点
と
し
な
い
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
も
江
戸
で
の
審
理
は
続
き
、
訴
答
双
方
に
よ
る
内
済
へ
向
け
た
相
談
も
何
度
か
行
わ
れ
る
が
、
決
着
し
な
い
。
そ
こ
で
留
役
は

一
二
月
五
日
に
、
次
の
よ
う
に
、
国
元
へ
の
一
時
帰
村
を
提
案
す
る
。

〔
史

54
）

料
16
〕

一
、
十
二
月
五
日
、
右
之
通
之
願
書
を
以
御
訴
申
上
候
所
、
御
呼
込
ニ
相
成
、
御
留
役
様
ゟ
被
仰
出
候
ニ
者
、
又
々
懸
合
不
行
届
趣
、
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証
文
へ
の
明
記
に
つ
い
て
は
答
え
な
い
。
こ
の
や
り
取
り
に
対
し
て
勘
定
奉
行
は
、「
其
儀
者
訴
外
与
申
者
也
」
と
、
畑
屋
敷
で
あ
る
か

否
か
は
訴
外
で
あ
る
と
し
、
今
後
も
し
家
作
な
ど
に
故
障
が
生
じ
た
ら
、
そ
の
時
に
ま
た
訴
え
出
る
よ
う
に
と
、
治
助
を
説
得
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
そ
の
翌
日
の
五
月
七
日
に
、
内
済
証
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
、
訴
え
下
げ
と
な
っ
て
出
入
り
は
一
応
の
決
着
を
み
た
。
内
済
の
内

容
は
、
①
地
境
は
以
前
か
ら
あ
る
目
印
の
木
と
定
め
る
こ
と
、
②
繁
茂
し
た
並
木
の
枝
葉
は
、
四
給
村
役
人
立
会
い
の
下
で
伐
採
す
る
こ

と
、
と
い
う
二
点
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、「
屋
敷
受
」「
人
別
入
」
等
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

小

括

今
回
の
出
入
り
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
松
平
方
の
由
松
の
屋
敷
地
が
並
木
に
よ
っ
て
木
蔭
に
な
っ
て
お
り
、
並
木
に
よ
っ
て
土
地
自

体
も
本
来
よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
い
わ
ば
由
松
の
生
活
保
障
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
村
人
の
生
活
保
障
機
能
を
第
一

に
担
っ
た
の
は
、
知
行
所
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
の
知
行
所
と
の
間
で
利
害
が
対
立
し
、
そ
の
機
能
は
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

な
か
で
、
知
行
所
構
成
員
に
よ
る
実
力
行
使
が
発
生
し
、
公
訴
に
発
展
す
る
。

松
平
方
が
問
題
に
し
た
の
は
、
第
一
に
土
地
に
お
け
る
地
目
と
利
用
状
況
と
の
乖
離
で
あ
り
、
松
平
方
は
最
後
ま
で
「
屋
敷
地
」
と
明

記
す
る
こ
と
を
拒
み
続
け
た
。
し
か
し
松
平
方
が
よ
り
問
題
視
し
て
い
た
の
は
、
知
行
所
付
屋
敷
地
に
他
知
行
付
百
姓
が
居
住
す
る
と
い

う
、
領
主
の
土
地
支
配
と
人
別
支
配
の
乖
離
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
松
平
方
は
、
争
論
に
な
っ
て
い
る
屋
敷
地
は
い
ず
れ
も
松
平
知
行

付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
知
行
所
内
の
問
題
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
。
一
方
の
河
野
方
は
、
松
平
知
行
付
百
姓
と
河
野
知
行
付

百
姓
と
の
争
論
で
あ
る
と
し
て
、
知
行
所
間
の
話
し
合
い
、
四
給
村
役
人
寄
合
で
の
相
談
、
そ
し
て
公
訴
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
く
。
松
平

方
は
、
知
行
所
内
の
問
題
と
し
て
こ
の
出
入
り
を
処
理
で
き
な
い
状
況
に
対
し
て
、
知
行
付
屋
敷
地
居
住
者＝

知
行
付
百
姓
と
い
う
原
則

を
再
確
認
す
る
と
い
う
方
向
へ
と
向
か
う
。
こ
の
よ
う
に
今
回
の
出
入
り
に
お
い
て
は
、
近
世
領
主
支
配
の
根
幹
に
関
わ
る
構
造
的
矛
盾
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内
、
相
当
之
雑
用
差
出
し
可
申
候
為
後
日
与
申
処
江
、
双
方
ゟ
与
申
文
言
書
入
呉
候
様
及
掛
合
候
得
共
、
聞
入
無
之
ニ
付
、
右
之
通
之
書

面
差
出
し
申
候
」
と
付
記
し
て
い
て
、
入
用
は
松
平
知
行
所
と
と
も
に
負
担
す
べ
き
と
主
張
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。

し
か
し
そ
こ
で
の
示
談
交
渉
も
ま
た
、
双
方
の
主
張
が
平
行
線
を
た
ど
る
な
か
で
破
談
と
な
る
。
四
月
二
八
日
に
扱
人
が
手
切
れ
の
挨

拶
を
し
、
閏
四
月
二
日
に
三
た
び
出
府
す
る
。
勘
定
奉
行
か
ら
は
、
四
給
村
役
人
全
員
を
江
戸
へ
召
し
出
す
旨
が
伝
え
ら
れ
、
実
際
に
同

月
二
三
日
に
全
員
が
出
府
す
る
に
至
る
。

四
給
全
村
役
人
の
江
戸
召
出
し
が
告
げ
ら
れ
た
閏
四
月
六
日
、
河
野
方
の
治
助
は
国
元
の
家
族
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
、「
定
而
大
作
茂

左
衛
門
様
も
御
差
紙
名
前
之
内
ニ
有
之
候
間
、
定
而
御
出
府
与
奉
存
候
間
、
宜
敷
御
振
合
被
成
下
」
と
、
清
水
知
行
所
の
組
頭
で
大
作
入

地
居
住
の
茂
左
衛
門
へ
根
回
し
す
る
よ
う
指
示
し
て

55
）

い
る
。
ま
た
治
助
は
、
同
月
に
作
成
し
た
願
書
の
下
書
に
お
い
て
、「
殊
ニ
相
手
方

名
主
大
次
郎
、
右
同
人
妻
之
父
、
清
水
殿
御
領
名
主
惣
代
相
勤
候
治
左
衛
門
与
聟
舅
之
縁
合
を
以
、
諸
事
村
方
不
穏
儀
を
相
工
、
兎
角
悪

事
等
取
仕
組
、
御
取
締
ニ
茂
相
拘
り
可
申
程
之
事
共
度
々
有
之
由
」
と
、
清
水
知
行
所
名
主
の
治
左
衛
門
に
つ
い
て
、
松
平
知
行
所
名
主

大
次
郎
の
親
類
だ
と
し
て
悪
事
を
書
き
立
て
て

56
）

い
る
。
お
そ
ら
く
国
元
に
お
い
て
、
親
類
関
係
を
は
じ
め
と
し
た
、
入
地
・
知
行
所
を
超

え
て
展
開
す
る
諸
関
係
を
使
っ
た
様
々
な
工
作
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
月
に
な
り
、
よ
う
や
く
示
談
が
ま
と
ま
り
、
内
済
証
文
の
作
成
に
入
っ
た
。
し
か
し
内
済
証
文
が
完
成
す
る
前
日
の
五
月
六
日
に
至

っ
て
も
な
お
、
意
見
対
立
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
河
野
方
の
治
助
は
、「
畑
屋
敷
与
申
文
言
無
之
候
得
者
、
以
来
家
作
之
儀
故
障

無
之
趣
、
何
れ
成
共
書
入
置
度
趣
奉
願
上
与
申
上
候
」
と
、
内
済
証
文
に
「
畑
屋
敷
」
と
い
う
文
言
を
入
れ
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

今
後
も
家
作
は
故
障
が
な
い
と
の
文
言
を
入
れ
る
よ
う
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
松
平
方
は
、「
畑
屋
敷
与
申
儀
者
名
寄
帳
与
相
違
之
趣
」

と
「
畑
屋
敷
」
文
言
の
明
記
は
あ
く
ま
で
拒
否
し
、「
家
作
之
儀
者
故
障
無
之
趣
申
上
」
と
家
作
は
故
障
が
な
い
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
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の
結
果
、
入
地
組
は
文
政
期
ま
で
は
属
人
的
編
成
を
と
り
、
組
の
規
模
を
一
定
に
保
つ
よ
う
に
編
成
替
え
が
度
々
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

文
政
期
以
降
に
は
大
規
模
な
編
成
替
え
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
属
地
的
編
成
へ
と
変
質
し
た
が
、
そ
の
役
割
や
機
能
に
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
入
地
と
土
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
入
地
が
一
定
領
域
の
土
地
を
「
入

地
の
土
地
」
と
し
て
確
保
・
管
理
す
る
よ
う
な
有
機
的
な
結
び
つ
き
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
関
係
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
入
地
と

は
土
地
所
有
を
基
盤
と
す
る
厳
密
な
意
味
で
の
「
共
同
体
」
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

つ
づ
く
第
三
節
で
は
、
入
地
内
で
の
知
行
所
間
対
立
の
事
例
と
し
て
「
嘉
七
・
由
松
屋
敷
地
境
一
件
」
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、
村

人
の
生
活
保
障
を
第
一
に
担
う
単
位
は
知
行
所
で
あ
り
、
入
地
に
は
入
地
居
住
者
の
生
活
を
独
自
に
保
障
す
る
よ
う
な
機
能
は
備
わ
っ
て

お
ら
ず
、
ま
た
知
行
所
間
で
利
害
対
立
が
生
じ
た
際
に
、
そ
れ
を
調
停
す
る
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
台
方
村
全
体
に
つ
い
て
も
、
知
行
所
村
役
人
の
協
同
に
よ
る
運
営
形
態
ゆ
え
、
知
行
所
間
対
立
に
お
い
て
果
た
し
得
る
役
割
に
は

限
界
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

本
章
で
の
分
析
を
通
じ
て
、
台
方
村
に
お
け
る
入
地
に
対
す
る
知
行
所
の
優
位
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
こ
の
こ
と
は
、

入
地
が
い
わ
ば
「
生
活
共
同
体
」
と
し
て
宗
教
的
諸
機
能
な
ど
を
担
っ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
よ
う
な
入
地
の
果
た
し
た
様
々
な
役
割
・
機
能
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
こ
で
主
張
し
た
い
の
は
、
入
地
は
土
地
所
持
を
基
盤

と
す
る
「
共
同
体
」
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
領
主
な
ど
が
課
す
負
担
・
業
務
を
独
自
に
担
う
単
位
に
は
な
り
得
ず
、
そ
の
意
味
で
台
方
村

が
構
築
し
た
村
請
の
仕
組
み
の
総
体
の
中
に
独
自
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
村
請
の
単
位
で
あ
る
知
行
所
と
入

地
と
で
は
位
相
が
異
な
っ
て
お
り
、
ゆ
え
に
知
行
所
・
入
地
の
双
方
に
関
わ
る
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
た
際
に
は
知
行
所
が
優
先
さ
れ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
こ
う
し
た
主
張
は
、
領
主
に
よ
り
「
上
」
か
ら
設
定
さ
れ
た
村
請
の
枠
組
み
が
村
社
会
を
縛
り
続
け
る
と
い
う
よ
う
な
、
古
典
的
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が
争
点
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
評
定
所
は
、
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
「
訴
外
」
で
あ
る
と
し

て
審
理
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
内
済
へ
至
る
経
過
に
お
い
て
も
、
幕
府
側
の
態
度
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
明
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
を
極

力
避
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
し
て
結
局
内
済
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
は
一
切
触
れ
ず
に
、
支
障
の
あ
る
枝
葉
を
伐
採
す
る
と
い

う
無
難
な
妥
協
点
に
落
ち
着
い
た
。

以
上
を
踏
ま
え
、
改
め
て
入
地
・
知
行
所
と
い
う
枠
組
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
入
地
内
で
知
行
所
間
の
利
害
が
対
立
し
た
場
合
、
こ

れ
を
調
停
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
た
の
は
四
給
村
役
人
寄
合
、
す
な
わ
ち
台
方
村
全
体
で
あ
っ
て
、
入
地
に
は
知
行
所
間
対
立
を
調
停
す

る
よ
う
な
役
割
は
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
四
給
村
役
人
寄
合
に
つ
い
て
も
、
河
野
方
の
治
助
が
、
大
給
で
あ
る
松
平
知
行
所
の
発

言
力
の
強
さ
を
危
惧
し
て
い
た
よ
う
に
、
各
知
行
所
の
利
害
や
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
規
定
さ
れ
、
ま
た
入
地
・
知
行
所
を
超
え
て
展
開
す

る
親
類
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
諸
関
係
に
影
響
さ
れ
て
い
て
、
今
回
の
出
入
り
で
は
、
結
局
調
停
機
能
を
十
分
に
果
た
し
切
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
各
知
行
所
の
村
役
人
の
協
同
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
入
地
や
村
が
、
知
行
所
間
の
利
害
対
立
と
い
う
場
面
で
果
た
し
得
る
機

能
に
は
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

本
章
は
、
台
方
村
の
村
｜
知
行
所
と
い
う
相
給
村
落
特
有
の
重
層
的
な
村
運
営
機
構
に
お
い
て
、
小
集
落
で
あ
る
入
地
が
い
か
な
る
位

置
に
置
か
れ
て
い
る
か
を
、
土
地
管
理
、
年
貢
や
役
銭
な
ど
諸
負
担
の
処
理
、
紛
争
調
停
機
能
な
ど
の
局
面
を
切
り
口
と
し
て
分
析
し
て

き
た
。

第
二
節
で
は
松
平
知
行
所
の
役
銭
徴
収
単
位
で
あ
る
入
地
組
を
取
り
上
げ
、
特
に
組
高
に
注
目
し
て
そ
の
編
成
原
理
を
検
討
し
た
。
そ
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２
）

伊
藤
陽
啓
「
近
世
後
期
相
給
村
落
に
お
け
る
村
方
騒
動
」『
千
葉
県
の
歴
史
』
二
九
、
一
九
八
五
年
）。

３
）

伊
藤
陽
啓
「
相
給
村
落
に
お
け
る
村
結
合
と
知
行
所
結
合
」『
歴
史
科
学
と
教
育
』
七
、
一
九
八
八
年
）。

４
）

伊
藤
陽
啓
「
相
給
村
落
の
終
焉
と
直
轄
県
」『
房
総
の
郷
土
史
』
一
五
、
一
九
八
七
年
）。

５
）

伊
藤
陽
啓
「
相
給
村
落
に
お
け
る
「
入
地
」
結
合
」
千
葉
歴
史
学
会
編
『
近
世
房
総
の
社
会
と
文
化
』
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

６
）

渡
辺
尚
志
「
相
給
知
行
と
豪
農
経
営
」『
論
集
き
ん
せ
い
』
一
一
、
一
九
八
九
年
。
の
ち
に
同
『
惣
百
姓
と
近
世
村
落
』
岩
田
書
院
、
二

〇
〇
七
年
に
収
録
）。

７
）

中
村
塑
「
近
世
相
給
知
行
主
と
村
落
共
同
体
」『
愛
国
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
紀
要
』
一
三
、
二
〇
一
一
年
）。

８
）

こ
う
し
た
視
角
か
ら
の
研
究
の
到
達
点
と
し
て
、
渡
辺
尚
志
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
村
と
地
域
」『
歴
史
学
研
究
』
六
三
八
、
一
九
九

二
年
。
の
ち
に
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
三
年
に
再
録
。
の
ち
に
同
『
近
世
村
落
の
特
質
と
展
開
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年

に
収
録
）が
あ
る
。

９
）

牧
原
成
征
「
近
世
村
落
の
村
運
営
と
村
内
小
集
落
」『
史
学
雑
誌
』
一
〇
四
｜
四
、
一
九
九
五
年
。
の
ち
に
同
『
近
世
の
土
地
制
度
と
在

地
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
に
収
録
）。

10
）

拙
稿
「
幕
末
期
岡
田
家
の
地
主
小
作
関
係
と
村
落
」
渡
辺
尚
志
編
『
畿
内
の
豪
農
経
営
と
地
域
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

11
）

拙
稿
前
掲
註

10
）の
ほ
か
、「
豪
農
の
土
地
所
持
と
村
落
」
渡
辺
尚
志
編
『
東
北
の
村
の
近
世
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）な
ど
。

12
）

村
落
共
同
体
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
尚
志
「
近
世
村
落
共
同
体
を
ど
う
捉
え
る
か
」
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
歴
史
に
お
け
る
家

族
と
共
同
体
』
青
木
書
店
、
一
九
九
二
年
。
の
ち
に
同
『
近
世
村
落
の
特
質
と
展
開
』
前
掲
）に
収
録
）を
参
照
。

13
）

台
方
村
で
は
知
行
所
の
枠
組
み
を
組
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
松
平
知
行
所
に
の
み
、
そ
の
下
に
入
地
名
を
冠
し
た
組
が
存
在
す
る
。
以

下
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
各
知
行
所＝

組
に
つ
い
て
は
「
知
行
所
」
と
呼
び
、
松
平
知
行
所
の
み
に
見
ら
れ
る
入
地
単
位
の
組
を
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な
村
請
制
理
解
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
村
の
土
地
所
有
と
村
請
の
仕
組
み
は
、
各
村
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
歴
史

的
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
台
方
村
の
入
地
が
「
共
同
体
」
た
り
得
な
か
っ
た
こ
と
も
、
台
方
村
が
辿
っ
た
歴
史
の
な
か
で
説
明
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
本
章
で
は
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
複
数
村
と
の
緊
張
を
は
ら
ん
だ
関
係
の
な
か
で
存
立

す
る
同
地
域
の
水
利
環
境
の
特
質
な
ど
に
規
定

57
）

さ
れ
、
土
地
保
全
・
水
利
関
係
業
務
と
い
っ
た
百
姓
の
存
立
に
関
わ
る
部
分
の
多
く
が
台

方
村
全
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
で
、
入
地
単
位
で
の
土
地
保
全
や
水
利
環
境
整
備
の
必
要
性
が
限
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
加
え
て
、
明
屋
敷
が
多
く
発
生
す
る
よ
う
な
荒
廃
状
況
の
も
と
、
年
貢
や
役
銭
の
立
替
え
が
村
役
人

ら
の
大
き
な
負
担
と
な
る
な
か
で
、
例
え
ば
松
平
知
行
所
で
構
築
さ
れ
た
役
銭
徴
収
の
た
め
の
入
地
組
な
ど
、
年
貢
や
役
銭
を
徴
収
す
る

た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
知
行
所
の
優
位
性
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
役
高
が
固
定
さ
れ
る
な
か
で
、
年
貢
高

が
知
行
所
単
位
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
も
、
同
様
の
要
因
と
し
て
想
定
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
知
行
所
と
い
う
枠
組
み
自
体
に
つ
い
て
も
、
同
族
団
を
核
と
し
た
集
団
と
し
て
捉
え
返
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
展
望

を
示
し
た
。
こ
の
点
は
い
ま
だ
展
望
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
従
来
の
二
項
対
立
的
な
、
小
集
落
が
「
下
」
か
ら
創
出
さ
れ
た
枠
組
み
で
あ

り
、
知
行
所
は
「
上
」
か
ら
編
成
さ
れ
た
枠
組
み
で
あ
る
と
い
っ
た
前
提
を
、
克
服
し
て
い
く
糸
口
と
も
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
重

要
な
の
は
、「
下
」
か
ら
の
動
き
と
み
ら
れ
る
も
の
を
無
理
に
評
価
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
態
と
し
て
の
機
能
や
役
割
の
分
有
や
力
関

係
を
、
構
築
さ
れ
た
村
請
の
仕
組
み
の
総
体
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
本
章
は
、
こ
の
う
ち
の
実
態
部
分
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
検
討
し
き
れ
な
か
っ
た
多
く
の
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註１
）

伊
藤
陽
啓
「
近
世
村
落
に
お
け
る
小
地
域
集
団
」『
房
総
の
郷
土
史
』
一
五
、
一
九
八
七
年
）。
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て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
「
触
元
」
と
い
う
肩
書
は
、
公
式
な
文
書
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
の
で
、
以
下
で
も
こ
の
時
期
の
有
原

家
の
肩
書
に
つ
い
て
は
「
名
主
」
と
し
て
お
く
。

23
）

文
政
元
年
「
覚

村
方
書
物
預
証
文
）」
有
原
テ
一
三
七
）。

24
）

文
政
元
年
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

眼
病
再
発
に
付
）」
有
原
ク
二
〇
三
）。

25
）

文
政
元
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

彦
兵
衛
体
調
不
良
に
付
年
貢
取
立
方
御
免
願
い
）」
有
原
ネ
一
二
一
）。

26
）

文
化
一
三
年
「
乍
恐
書
付
を
以
御
願
奉
申
上
候

借
用
金
嵩
み
甚
だ
難
儀
に
付
）」
有
原
チ
七
）。

27
）

享
和
二
年
「
本
村
割
元
帳
」
有
原
ウ
一
五
）。

28
）

触
元
」
の
肩
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

22
）を
参
照
。

29
）

五
郷
組
合
と
は
東
金
町
・
大
豆
谷
村
・
田
中
村
・
山
田
村
と
台
方
村
の
五
村
の
組
合
で
あ
り
、
行
斃
人
の
処
理
な
ど
を
担
っ
て
い
た
。

『
前
嶋
家
文
書
目
録
１
』
前
掲
）の
解
説
を
参
照
の
こ
と
。

30
）

雄
蛇
ヶ
池
に
つ
い
て
は
、
冨
善
一
敏
「
近
世
東
金
地
域
に
お
け
る
水
利
秩
序
と
用
水
組
合
の
性
格
に
つ
い
て
」
吉
田
伸
之
・
渡
辺
尚
志
編

『
近
世
房
総
地
域
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

近
世
１
』
二
〇
〇
八
年
）
コ
ラ
ム
16

雄
蛇
ヶ

池
の
用
水
を
利
用
す
る
村
々
」
執
筆
者
は
後
藤
雅
知
氏
）、
な
ど
を
参
照
。

31
）

享
和
二
年
「
千
石
割
元
帳
」
有
原
サ
一
一
）。

32
）
『
千
葉
県
史

資
料
編

近
世
３
』
二
〇
〇
一
年
）四
七
一
頁
、
文
政
六
年
一
二
月
「
郷
蔵
屋
敷
・
御
蔵
帰
属
に
つ
き
願
書
」。

33
）

寛
政
一
一
年
「
田
畑
反
別
名
寄
帳
」
有
原
ウ
九
）、
文
化
四
年
「
田
畑
反
別
名
寄
帳
」
有
原
ウ
三
一
・
三
二
）、
文
化
八
年
「
田
畑
反
別
名

寄
帳
」
前
嶋
ヌ
四
六
〜
五
六
）、
文
政
元
年
「
田
畑
反
別
名
寄
帳
」
台
方
区
有
Ａ
四
〇
〜
四
九
）。

34
）

文
化
八
年
「
未
年
田
方
勘
定
帳
」
有
原
ウ
五
六
）。
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「
入
地
組
」
も
し
く
は
「
〇
〇
組
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

14
）

嘉
永
五
年
「
反
別
名
寄
帳
」
前
嶋
ネ
六
）。

15
）

河
野
知
行
所
の
「
百
石
割
之
帳
」
に
つ
い
て
は
第
一
章

中
谷
論
文
）を
参
照
。

16
）

嘉
永
五
年
「
反
別
名
寄
帳
」
前
嶋
ネ
六
）。

17
）

嘉
永
五
年
「
役
高

役
米
帳
」
前
嶋
オ
七
五
）。

18
）

嘉
永
五
年
「
御
年
貢
米
勘
定
帳
」
前
嶋
テ
四
三
）。

19
）

千
葉
県
総
務
部
文
書
課
編
『
前
嶋
家
文
書
目
録
１
』
一
九
八
八
年
）、
当
該
箇
所
執
筆
者
は
伊
藤
陽
啓
氏
。

20
）

文
化
七
年
「
日
記
帳
」
二
月
一
九
日
条

前
嶋
イ
一
）。

21
）

千
葉
県
文
書
館
編
『
有
原
家
文
書
目
録

上
』
二
〇
一
一
年
）、
解
題
執
筆
者
は
中
谷
正
克
氏
・
高
橋
伸
拓
氏
・
宮
間
純
一
氏
。

22
）

享
和
二
年
の
こ
の
帳
簿
に
「
触
元
後
見
」
と
い
う
肩
書
が
初
め
て
現
れ
る
。
肩
書
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
け
ば
、
翌
三
年
八
月
作
成
の

「
村
法
式
」
と
い
う
史
料
で
は
、
前
述
の
通
り
彦
市
が
「
触
元
名
主
」
と
い
う
肩
書
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
年
八
月
作
成
の
普
請
入
用
帳
簿

や
、
同
年
一
二
月
作
成
の
「
本
村
割
元
帳
」
で
は
彦
市
の
肩
書
は
単
に
名
主
と
な
っ
て
い
て
、
触
元
と
い
う
肩
書
の
有
無
か
ら
当
該
役
職
へ

の
就
任
時
期
を
考
え
る
こ
と
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
寛
政
年
間
に
、
台
方
村
四
給
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
「
三
給
・
一
給
引
き

分
け
出
入
り
」
と
呼
ば
れ
る
出
入
り
が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
さ
い
の
史
料
か
ら
、
こ
の
当
時
す
で
に
有
原
彦
兵
衛
が
他
の
給
分
の
名
主

と
は
異
な
る
特
別
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
千
葉
県
史

通
史
編
』
で
は
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
有
原
彦
兵
衛
が
「「
触

元
」
と
い
う
役
職
を
務
め
て
い
た
」
と
説
明
し
て
お
り
『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

近
世
１
』
二
〇
〇
八
年
、
当
該
箇
所
執
筆
者
は
舟
橋
明

宏
氏
）、
有
原
家
は
名
主
就
任
当
初
か
ら
「
触
元
」
を
務
め
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
有
原
家
の
就
任
以

前
に
お
い
て
も
、
村
内
で
最
大
規
模
を
ほ
こ
る
松
平
知
行
分
名
主
が
、「
触
元
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
特
別
な
役
割
を
一
貫
し
て
担
い
続
け
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44
）

嘉
永
元
年
「
乍
恐
以
返
答
書
奉
申
上
候
」
前
嶋
家
自
宅
所
蔵
分
箱
三

二
八
）。

45
）

嘉
永
元
年
「
嘉
七
住
居
屋
敷
掛
合
控
」
前
嶋
ナ
九
一
）。

46
）

嘉
永
二
年
「
乍
恐
以
追
訴
奉
申
上
候
」
前
嶋
ア
二
三
六

一
）。

47
）

文
化
一
二
年
「
譲
渡
申
畑
屋
鋪
証
文
之
事

写
）」
前
嶋
ヌ
四
一

九
）。

48
）

尾
脇
秀
和
「
相
給
支
配
構
造
と
株
百
姓
の
実
態
」
同
『
近
世
京
都
近
郊
の
村
と
百
姓
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

49
）

史
料
１
で
確
認
し
た
河
野
知
行
所
年
番
名
主
保
次
郎
と
前
名
主
治
郎
左
衛
門
の
関
係
か
ら
も
、
知
行
所
の
同
族
団
的
性
格
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

50
）

文
政
元
年
「
田
畑
反
別
名
寄
帳
」
前
掲
）。

51
）

天
保
四
年
「
入
置
申
一
札
之
事

老
年
の
手
当
て
と
し
て
田
地
譲
り
下
さ
る
に
付
）」
前
嶋
ト
一
九
七
）。

52
）

嘉
永
元
申
年
八
月
ゟ
同
二
酉
年
五
月
迄
「
字
弥
勒
上
畑
屋
鋪
弐
畝
弐
拾
三
歩
嘉
七
住
居
屋
鋪
不
法
出
入
願
書
控
追
願
書
並
ニ
御
調
書
控
」

前
嶋
シ
七
七
）。

53
）

同
右
。

54
）

同
右
。

55
）

閏
四
月
六
日
「〔
出
入
一
件
の
た
め
出
府
中
の
近
況
報
告
に
付
書
簡
〕」
前
嶋
フ
一
〇
七
）。

56
）

嘉
永
二
年
「〔
治
助
と
由
松
・
長
右
衛
門
屋
敷
地
境
論
所
の
件
に
付
願
書
〕」
前
嶋
家
自
宅
所
蔵
分
箱
三

三
〇
）。

57
）

冨
善
前
掲
註

30
）な
ど
。
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35
）

天
保
五
年
「
松
平
様
清
水
様
三
田
様
河
野
様
筑
紫
様

田
畠
高
改
」
有
原
コ
三
八
）。

36
）

天
保
一
三
年
「
御
年
貢
米
永
皆
済
帳
」
有
原
ツ
三
三
）、
嘉
永
四
年
「
御
年
貢
米
永
皆
済
帳
」
有
原
ウ
八
六
）。

37
）

安
政
三
年
「
百
石
割
之
帳

羽
黒
組
」
有
原
ウ
一
〇
一
）。

38
）

安
政
二
年
「
反
別
役
高
帳

羽
黒
組
」
有
原
ウ
九
五
）。

39
）

渡
辺
前
掲
註

６
）の
表
１

著
書
で
は
二
四
二
〜
二
四
三
頁
）。

40
）

史
料
８
の
羽
黒
組
割
当
額
か
ら
組
高
を
逆
算
す
る
と
、
安
政
三
年
の
羽
黒
組
高
は
一
二
〇
石
余
と
な
る
。
そ
の
翌
年

安
政
四
年
）お
よ
び

安
政
六
年
の
「
百
石
割
之
帳
」
に
は
、
羽
黒
組
高
が
明
記
さ
れ
て
い
て
、
両
年
は
と
も
に
一
二
六
石
余
で
共
通
し
て
い
る

安
政
四
年
「
百

石
割
之
帳

羽
黒
組
」
有
原
二
二
三
）、
安
政
六
年
「
百
石
割
之
帳

羽
黒
組
」
有
原
ク
六
））。
安
政
三
年
と
四
年
の
間
の
六
石
余
の
組
高
増

加
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
少
し
補
足
し
て
お
き
た
い
。
安
政
二
年
「
反
別
役
高
帳
」
の
彦
兵
衛
口
座
の
集
計
部
末
に
は
、「
一
、
高
六
石
六

升
四
合
三
勺

山
六
分
万
蔵
分
、
弥
勒
組
ゟ
分
ケ
羽
黒
組
江
入
る
」
と
朱
書
に
て
付
記
さ
れ
て
お
り
、
彦
兵
衛
が
取
得
し
た
弥
勒
組
の
土
地

が
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
羽
黒
組
高
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
六
石
余
と
い
う
規
模
か
ら
考
え
て
、
こ
の
編
入
に
よ
っ
て
、
羽
黒
組

高
が
六
石
増
加
し
た
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、「
反
別
役
高
帳
」
に
お
け
る
こ
う
し
た
付
記
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
。
安
政

四
年
・
六
年
の
「
百
石
割
之
帳
」
に
お
い
て
も
、「
継
合
」
は
同
様
に
行
わ
れ
て
お
り
、
組
を
ま
た
い
だ
土
地
所
持
が
完
全
に
解
消
さ
れ
る

よ
う
な
再
編
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
六
石
分
の
組
高
変
更
に
つ
い
て
は
、「
継
合
」
に
関
わ
っ
て
村
役
人
の
所
持
地
を
小
規
模
に

組
変
更
し
た
も
の
と
、
と
り
あ
え
ず
は
理
解
し
て
お
き
た
い
。

41
）

嘉
永
二
年
「
壱
番

日
記
控
」
前
嶋
家
文
書
自
宅
所
蔵
分
箱
一

一
）。

42
）
『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

近
世
２
』
二
〇
〇
八
年
）、
当
該
箇
所
執
筆
者
は
立
野
晃
氏
。

43
）

嘉
永
元
年
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
」
前
嶋
家
自
宅
所
蔵
分
箱
三

二
六
）。
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